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執着するワンコな博士は、引き立て令嬢を召し上げる







プロローグ







　背中に当たる柔らかなクッションの感触。

　今しがた、寝台に背後から倒れたところだった。

　正確には、不意打ちで軽く押された拍子にひっくり返ってしまったというか。

　……どうして、こんなことに？

　押してきた相手を直視できなくて、顔を横にそむけて小さく震える。混乱していた。

「……アリアーヌ、こっちを見て」

　甘く囁かれると無視できない。

　促されて、アリアーヌは彼を少しだけ見る。まだ恋仲ではないのに、距離が近い。

　――まだ？　私は彼と恋仲になる気なんてないのに。

　頭の中が情報の整理で忙しい。こんなふうに迫られるなんて思い描いたことさえないのだ。

「こ……心の準備が、まだ」

　ちらりと見るだけでも大変だ。心臓が忙しく動いて音が響き渡ってしまいそうなほど、強く鳴ってしまう。

　彼はとても整った顔をしている。左半分に大火傷を負っていなければ、きっと周囲が放っておくことはなかっただろう。薄紫色の目はまんまるで、それが少年っぽく感じさせるが、中身はアリアーヌよりずっと大人の男性だ。見た目に騙されてはいけない。彼はアリアーヌより十以上歳上なのだから。

　その美麗な顔が拳一つ分もない至近距離にあるのを確認して、アリアーヌの心拍数は急上昇した。

「こっちを見てほしいんだ」

　彼の癖のある長い黒髪がアリアーヌの首筋に落ちる。ふわりと香るのは薬草の匂い。仕事の都合でフレグランスやコロンを使っていないはずなのだが、彼の髪先から微かに薬草の匂いがすることをアリアーヌは知っている。

　アリアーヌにしか感じられない匂い。ほかの人よりも敏感だから、わかる匂い。その匂いを嗅ぐと、いつも必要以上に胸が高鳴った。

　アリアーヌはこの香りが好きだ。

「近すぎます」

「近くないとできないよ」

「それは……そうなんですけど」

　どうして口づけをされる展開になっているのだろう。こうなる前の出来事が思い出せない。

　向かい合えずにいると、彼の手が頬に触れて正面に向くように動かされる。まったく抵抗できなかった。

「えっと、あの……」

「僕はアリアーヌのことが好きだよ。お嫁さんになってほしいってずっと願っていた。君は、違うの？」

　悲しげに囁かないでほしい。人の気も知らないで。

　アリアーヌはぎゅっと目をつむる。

「お、お気持ちは嬉しいんですけど、そういうことは、私」

「この傷痕が怖い？」

　そう告げるなり、アリアーヌに跨がったまま彼は脱ぎ出した。普段の仕事着でも首から下はほとんど晒されない。作業で腕まくりをすることがあれば、左肘から左の手の甲にかけて引き攣った肌を見ることはあるものの、それだけだ。

　直視することなんてできない。なおさら強く目をつむる。

「大丈夫。移ったりしないよ」

「それは分かってます」

「子どもにだって移ることはない。これは怪我だからね」

「知っています。あなたの助手をするようになって何年経ったと思っているんです？」

　アリアーヌは科学者の助手なのだ。それも、最難関ではないかと噂される試験を一発で突破してみせた実力の持ち主。後天的なこの火傷の痕が子どもにまで及ばないことは論文も読んでいるからよく知っている。

「じゃあ、なにが気になるのかな。僕にできることなら、その障害を取り除く手伝いをしたいよ」

　彼に手を掴まれて、そのまま彼の左胸に当てられる。たくましい筋肉の感触に、引き攣った肌の感触が混じる。火傷の痕に触れること自体は怖くはない。

「そ、そもそも、私はあなたに相応しくないので」

「僕には君が必要だよ、アリアーヌ。それは君自身がよくわかっているんじゃないかな？」

　胸元に触れさせられていた掌に、今度は彼の頬が触れた。滑らかな肌の感触とは少し違う。驚くことはあるけれど、拒絶の対象になることはなかった。

「能力としては、えっと……求められる水準にあるとは自負しています。ですが、じょ、女性としては、そのっ」

「君はとても愛らしいよ？」

「子どもっぽいの間違いでは？」

　身長は低く、たくさんいる姉妹の中でもとりわけ小柄だ。その上、胸もお尻もぺったんこである。八歳離れた末の妹よりも幼く見られることが多かったというのに。

　アリアーヌの訴えに、彼は首を横に振る。

「君は魅力的な女性だよ？」

　彼の手が腰を撫でてくる。身を捩ったが、逃れられなかった。

「あ、あの」

「君を一人の女性として深く愛したいんだ」

「こ、こういうことは順番が大事でっ」

「僕たちはいい大人なんだから、こういう順番でもいいんだよ、アリアーヌ」

　いつになく積極的な様子に、混乱せざるを得ない。彼はいつから自分のことをそういう目で見ていたのだろうと疑問に感じるが、アリアーヌは答えを出せなかった。

　唇が触れた。もう言葉は交わさないという意志を感じる。声を出そうと口元を動かせば、ぬるりと彼の舌が口腔内に入り込んだ。

「んっうぅ？」

　口づけに意識を持っていかれる。彼の長くて厚みのある舌がどこに触れるのか考えるだけで頭がいっぱいで、彼の大きな手が秘部に触れたことで驚きに目を開ける。

　指先が秘裂をなぞる。濡れていることに驚いた。

「や、おやめください」

「アリアーヌ、この反応は君がちゃんと大人の女性である証明だと思うんだけど、違うのかな？」

　濡れた指先が小さな膨らみに触れてピクッと身体が震えた。

「ここ、気持ちがいい？」

「だ、だめっ」

「だめじゃないよ」

　クリクリと転がされるとジンジンする。何かが迫りくる感覚。男女の営みについて書物で読んだことがあるが、それを実感することになろうとは。

「や、これ以上はっ、だめなんです、クローヴィス様！」
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「ひやぁっ！」

　自分の悲鳴で目が覚めた。心臓がうるさい。

「……夢？」

　変な汗をかいている。部屋に満ちた香りが気になった。

　この匂い。

　長い金色の髪を一房掴んで鼻先に持ってくる。甘い匂いは普段感じないものだった。

「あー……――そっかぁ」

　寝る前の顛末を思い出して、アリアーヌは頭を抱えた。

　これはあれだ。寝る前に頭からかぶってしまった媚薬のにおい……。

　夜会で声を掛けられた知人からいろいろあって受け取るハメになった香水を、手を滑らせて頭からかぶってしまったのだ。

　あー、シニョンにしていたところにたっぷり染み込んじゃったのね……。

　頭皮だけでなく、毛の先まで甘い匂いがついている。夏至が迫るこの時季は窓を開けて眠っているが、換気がどれほどよくとも、この匂いは抜けてくれなかったらしい。

　朝の入浴で洗い流せばいいだろうと思ってそのまま寝ることにしたが、こんな効果があるとは思わなかった。

　クローヴィス様、申し訳ありません……。

　尊敬する博士であり、上司であるクローヴィスに淡い恋心を抱いていることは認めているつもりだが、体の関係も、結婚も求めてはいない。彼の助手として添い遂げることを望んでいるし、彼もまた長いこと未婚でいるところから、それでいいと考えているはずだ。

　そもそも、女性が苦手だろうし。

　彼には昔、婚約者がいた。クローヴィスが大火傷を負ったのを機に婚約は解消され、以降ずっと彼は独り身を貫いている。浮ついた噂もなく、研究者として引きこもっている傾向にさえあるので、女性に興味はないのだろう。

　とんでもない夢を見てしまったけど……明日はどんな顔をしてお会いしたら……普通に出社すればいいのだろうけど、うん。

　とりあえずわかったことは、巷で流行している媚薬入り香水は異性の興味を惹きつけるものではなく、性的な衝動を引き出すような代物だということだ。

　可愛い妹たちには注意を促しておこう……。

　その後、まだ夜明けが遠いことに気づいて、アリアーヌはうんざりしながらもう一度毛布を被ったのだった。








第１章









　――少しだけ、時は遡る。

　アリアーヌがクローヴィスとの夢を見た前日の話だ。







　夕刻を知らせる教会の鐘の音が街中に響き渡る。

　夏至が近い今の時季はまだまだ外は明るいが、終業の時間だ。

　作業机に大きな影が落ちる。

「アリアーヌ。また夜会に行くのかい？」

　酷くうんざりとした様子の言葉が降ってくる。上司であるクローヴィスに引き留められたのだ。

　アリアーヌは仕事を片付けていた手を止め、呆れたような顔の彼に向き合う。

　背後から見下ろされると、クローヴィスはとんでもなく大きい。被さるつもりがなくてもそうなってしまうのだ。アリアーヌが椅子に座った状態だからという理由だけではなく、クローヴィスがとびきり背の高い男性だからだろう。

　アリアーヌは彼を見上げながら苦笑する。

「結婚しない代わりに、夜会には必ず顔を出せとの命なので」

「それにしては多すぎではないかな」

　人懐っこい大型犬みたいな雰囲気でクローヴィスが尋ねてくる。構ってほしくて寂しそうに見えるのは気のせいだろうか。アリアーヌはため息をついた。

　アリアーヌ自身も彼の意見と一致しており、連日の夜会の出席にはうんざりしている。

　実際、かなり多いのだ。休日も強制参加で、ほぼずっとどこかしらの夜会に顔を出している。

　こまめに夜会の予定を入れてくるのはアリアーヌの母だ。妹たちや母の友人の娘たちが縁談を勝ち取るためには、アリアーヌの存在が不可欠なのだという。

「引き立て令嬢がいないと場が盛り上がらないんですって」

「それは耳にしているけれど、ずいぶんなあだ名じゃないか。自称するものでもないよ」

「彼女たちは結婚が目的で夜会に出席しているんです。でも私はそうじゃない」

「だからって、こんなに美人なのにわざと醜く見えるように化粧をしてまで出席を命じるなんてひどい話だよ」

　クローヴィスに美人だと評されたことに思わず反応し、アリアーヌは言葉を失った。顔に熱が集まる気配を察して机に向き直る。

「醜く見えたほうが、都合がいいんですよ。みんな美人と結婚したいと思うでしょう？」

「ああ……そうだね」

　クローヴィスが言葉を詰まらせたのを聞いて、アリアーヌは慌てて立ち上がった。

　彼は困ったような顔をしている。

「あ、いえ。クローヴィス様のことを言ったわけじゃないんですよ！」

「はは。わかってるよ。この傷のお陰で、縁談が来なくなったのは僕にとっては僥倖だったし」

　そう答えて、顔の左半分に大きく残る火傷の痕をさすった。

　クローヴィスはとても美しい顔立ちをした男性である。

　ただ、研究中に大火傷を負い、左半身に大きな火傷の痕が残ってしまったのだ。侯爵家の長男ゆえに結婚の申し込みが引く手数多だったが、この傷を負ってからは距離を置かれたようにお見合いの話が途絶え、静かになった。

　この事故によって家督の後継者も長兄のクローヴィスから次男坊のフェルディナンになったため、余計に興味が薄くなったのかもしれない。

　そんなこんなで家のことから解放されたクローヴィスはずっと薬物の研究に精を出している。ちなみに完全に侯爵家との縁が切れたわけではなく、クローヴィスの功績を利用するために繋がったままだ。クローヴィスは新薬を多数開発し、加えて化粧品や香水等にも明るく、金を産む雌鶏のような扱いである。

　この国の民が見た目の美醜にうるさいことが、ある意味では奏功していた。

「……ごめんなさい」

「謝らないで。君が怖がらないならそれでいいんだ」

「誤解するような言い回しはしないでいただきたいんですが」

　私の気も知らないで。

　はあ、と大きく息を吐く。彼はいつもそうだ。不意に出る言葉はアリアーヌを高揚させる。研究の助手としてのアリアーヌを大事にしてくれている表れなのだろうけども、優しく穏やかに告げられると異性として口説かれているような気持ちになってしまう。勘違いにも程がある。

　アリアーヌが指摘すると、クローヴィスはキョトンとした。

「君のいう誤解がなんなのかわからないよ」

「わからないなら黙っていてください。そろそろ支度があるので出ます。今日の研究の記録はこちらの書類にまとめておきましたので、ご査収ください」

　机の端に積んでおいた書類に手を置いて引き継ぎを行う。急ぎの仕事はないはずだが、毎日記録をつけるのが大事なのだ。今は薬に使う植物の育成中である。誰にでも簡単に栽培できる手法を確立させるために重要な局面を迎えていた。

「うん……。わかった」

「あと一人、末の妹の縁談がまとまれば私はお役御免となって夜会に行く必要がなくなります。そうしたらいくらでも研究にお付き合いできますから、我慢ですよ」

　しょぼんとした顔を向けないでほしい。アリアーヌよりずっと年上で背も高いくせに、こういうときの表情は胸がキュンとしてしまう。瞳が大きくて童顔だからか、実年齢とか身長とかが一瞬頭から抜け落ちて、認識が惑わされるのだ。

「僕は君なしじゃ生きていけないんだから、約束だよ」

「はいはい」

　そういう言葉が誤解を招くんですよ、と言ってもきっと伝わらないし、実際そうだった。

　アリアーヌはまともに取り合うのをやめて研究所をあとにした。
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　夏至までの期間に開かれる華やかな夜会は未婚の男女の出会いの場だ。

　表向きは結婚を前提とした付き合いの場だが、愛人探しに身分を隠して忍び込む不届き者もいるので油断ならない。

　恋愛の場といえども、自身に醜い化粧を施せば、アリアーヌに声をかけてくる男はほぼいなかった。連日顔を出していれば、冷やかしも減ってくる。見目麗しい華やかな女性を好む男性が多いので、背が低く、胸もお尻もぺったんこな醜く装ったアリアーヌなど、一目たりとも見向きされない。そんな幼い体型でありながら、年齢は二十四歳なのでなおさら需要がなかった。

　この国の女性は概ね二十歳を迎える頃には、子どもの一人くらいいるものだ。

　そんな夜会にアリアーヌが参加しているのは、なにも親の命令だからだけではない。

　アリアーヌにとって、貴重な市場調査の場でもあるからだ。

　最新の化粧や香水の情報を得るにはこれほど適した場はない。夜会は流行の最前線。この化粧のおかげで邪魔されずに調査に励めるのだから、願ったり叶ったりである。







　会場内を歩いていると、嗅ぎなれない香りに気がついた。

　そっと近づいて香りの主に声をかける。

「素敵な香水をお召しのようですが、どちらのお店の品ですの？」

「あら、アリアーヌ様。わたくしの香水に興味がおありで？」

　香りで着飾っても相手にならないと侮られているらしく、どこの女性もアリアーヌにはなんでも打ち明けてくれる。高圧的な態度を取られることもあるけれど、作った外見ということもあってなんのダメージもない。そもそも、夜会で結婚相手を探す気もないので、アリアーヌはどんなに馬鹿にされようとも構わないのだった。

　アリアーヌはクローヴィスの下で薬学を学べれば、それでいいと思っている。研究のためなら彼女たちの価値観に自分を寄せる必要はなく、むしろ逆手にとって利用するくらい強かに生きるのがいいと考えていた。

　その思考について、クローヴィスが快く思っていないとは微塵も考えていなかったけれども。

「……なんか、もやもやするなあ」

　いつもどおり、流行りの商品がどこのものかをひっそり書き留める。研究の一環だ。

　なるほど、あのお店のものだとすれば輸入品ね。次の休みに香水を調達して分析しておこう。

　そうしていつも分析が終わった香水は、姉妹たちに譲り渡すことになっている。私には合わなかったけれどあなたにはお似合いよ、などと言葉を繋げれば皆快く受け取ってくれるのだ。そもそも人気店の人気商品だったり、その後話題になったりする品だ。拒む理由はおそらく、ない。

「アリアーヌお姉様」

　可愛い妹に話しかけられて、アリアーヌは現実に意識を向ける。妹たちの前では引き立て令嬢として演出をしないといけない。

「あら嫌ね、少しぼうっとしていましたの。なにかしら」

「お姉様は研究に没頭しすぎなんですよ」

　そう告げて、末っ子の妹シルヴィーがアリアーヌの耳に口元を寄せる。

「そんなにクローヴィス様をお好きなら、押し倒してしまえばよろしいのに」

　押し倒せという意味を理解していないわけではないが、研究職といえども体格に恵まれているクローヴィスに小柄なアリアーヌが勝てるわけがない。彼の肩にさえ背が及ばないのに、倒すなんてどう考えても厳しいだろう。

「小柄な私には無理だと思いますよ」

「鈍いお姉様。見た目も釣り合いが取れましょうに」

「家格が釣り合わないとは思いませんの？　それにあのお方はとてもお美しいですよ」

「そこも含めてお似合いだと言っているのです」

「口を慎みなさい」

　あまりの言いように腹が立ってピシャリと告げれば、シルヴィーは背筋をただした。

　こうして並ぶとアリアーヌのほうが年下のようだ。

「ごめんなさい、お姉様」

「人の結婚に口出しせず、あなたはあなたの最良の伴侶を見つけなさいな」

　母の見立てもあって狙いは定めてある。上手いこと近づいて、興味を持たせないといけない。それがアリアーヌの、ベノワ伯爵家での役割。

　シルヴィーは気を取り直してアリアーヌとともに会場を歩く。彼女の縁談が決まれば、アリアーヌが夜会に足繁く出席する必要はないはずなのだ。気を引き締めて挑もう。







　無事にシルヴィーと目的の子息を引き合わせ、二人きりにすることに成功した。これで本日のアリアーヌの役目は終わりだ。

　明日の仕事に備えてしっかり休まないと。

　疲労回復に効く薬草を使うか、熟睡できる薬草を使うかどうしようかと考えながら歩いていると、何者かが近づいてくる気配があった。

　気づかないふりをしてやり過ごそうとすれば、向こうが先に反応した。

「お団子頭のアリアーヌちゃんじゃあないか」

　アリアーヌを前に、子どもに対するような声かけをしてくる人間は一人しかいない。

　眉をひそめたアリアーヌは、声の主、フェルディナンと向き合った。

「ごきげんよう、フェルディナン様。今宵も女遊びでございますか？」

「あはは。手厳しい指摘だねえ」

　ズバリ言ってやれば、フェルディナンは苦笑した。

　フェルディナンはクローヴィスの弟なので顔立ちはよく似ている。

　長身の色男といった雰囲気で、クローヴィスが童顔なのに対し、フェルディナンは目つきが鋭いのでクールな印象を与える。パッと見ただけではフェルディナンのほうが兄だと思うだろう。そういう貫禄がフェルディナンにはあった。

　そんな彼は女遊びが好きすぎるからか、婚約の話題が出る前に女性に去られてしまう。よって今も未婚だ。侯爵家の存続には頭の痛い問題だが、結婚しないのは政治的な都合があるからと噂を耳にしている。が、アリアーヌにはどうでもいい話だ。

「帰り際に声をかけられたもので。私はこれで失礼いたしますわ」

「ああ、待って」

　挨拶をして立ち去ろうとすれば、手首を掴まれる。

　一体なんなのか――踏み出しかけた足を止め、アリアーヌは半身に構えた。

「義務は果たしたと思いますが」

「連れないねえ。兄貴はいつまでも君をこき使っているようだし、どう？　男の口説き方を俺で学ぶのは」

　アリアーヌは短く息を吐き出し、作り笑いを浮かべた。穏便に立ち去りたい。

「都合のいい女性が捕まらないからって、私に八つ当たりなさらないで」

「少しくらい相手をしてくれてもいいんじゃないかな」

　目元は口とは別の意図を示しているように感じられる。

　アリアーヌは訝しく思いながらも、しっかり向き直った。

「私は仕事でこの場にいるのです。……クローヴィス様に不貞を疑われるようなことはしたくないの」

「ふぅん？　相手にされていないのに、かい？」

「それでも、ですよ」

　アリアーヌは肩をすくめて見せた。

　相手にされていないのは承知しているし、クローヴィスと恋仲になりたいわけでもない。仕事のパートナーとしてありたいというのが第一であり、伴侶としてのあり方は二の次三の次でアリアーヌ自身は強く望んでいないのだ。

「フェルディナン様。私のような女を連れていては、外聞が悪いのではありませんこと？」

　さっさと解放してほしくて尋ねれば、フェルディナンは自身の腕を組んだ。

「そうかな。婚約したと発表するわけじゃあないし、どんな見た目でも女性として扱うという話になれば、評判が落ちることはないんじゃない？」

「歳で目が悪くなったのではと噂されますよ」

　アリアーヌが笑えば、フェルディナンも笑う。

　何を言おうと、彼は機嫌が悪くなって立ち去るようなことをしないのは何度も顔を合わせていればわかることだが、今日はしつこい。

　じっと見つめていると、フェルディナンは口角を上げた。

「そこまでして拒否するなら恋愛ごっこはいいか。俺にはビジネスで少し時間をくれないか？」

　ここぞとばかりにウインクをしてくる。色男は多彩な芸をお持ちだことで。

　アリアーヌはため息をついた。どうにも放す気はないらしい。根負けした。

「……強引なところはご兄弟でよく似ていらっしゃいますね」

「俺の誘いはすぐに乗るべきなんだよ」

　上機嫌な様子でフェルディナンはアリアーヌの手を引くのだった。
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　すっかり遅くなってしまった。

　ようやく自室に戻ってきたアリアーヌは、明日の準備も兼ねて身支度を調える。

　フェルディナンと話すことなど特にはなかったのに、向こうはいろいろ探りを入れたいことがあったらしく、あれこれと聞かれた。

　業務に差し支えがない範囲では答えておいたが、一体なんだったのだろう。

　それに。

　アリアーヌは机の上に置いた香水瓶を見やる。

　情報をくれたお礼だと、フェルディナンから最近話題になっている媚薬入り香水をもらってしまった。クローヴィスを誘惑するときにでも使えばいいとのことだったが、おおむね中身の成分分析の依頼なのだろう。

　この国は美醜にうるさいこともあって香水産業は活発ではあるが、その材料の多くを国外からの輸入で賄っている。国産の材料による国産の香水を作ることが急務であると議会は定めており、そのプロジェクトにクローヴィスは関わっていた。

　媚薬入り香水はまさに話題の品であり、品薄で高騰している。商品自体が輸入品だからということもあって、市場に出回る数に限りがあるのだ。そんな都合から、効果が似た商品をたくさん作ることができれば儲けられるとフェルディナンが考えているのは想像の範疇だ。彼は香水工場の経営を任されていたはずだから。

「媚薬入り……ねえ」

　媚薬と呼ばれるものには種類がある。

　相手に作用するものと、自身に作用するものの大きくわけて二種類。

　前者は他者に作用し、魅力的に感じさせたり、意識が向きやすくなるようにしたりするものである。惚れ薬と呼ぶほうがしっくりくるだろうか。

　後者は自身に作用し、性的興奮を高めるものが該当する。自身も相手も効果が現れるものもあるが、概ね男女で反応が変わるのでアリアーヌは自身に作用するものとして分けて考えている。

　さて、これはどっちに該当するものだろうか。

　香水瓶を眺める。輸入品だからか、キラキラしていて瓶自体もおしゃれだ。贈呈用なのかもしれない。

　蓋を開けて軽く吸い込めば、甘い匂いがした。この匂いはなんの花だっただろうか。数種類からなる複雑な香りだが、どれも甘くてねっとりとしている。体にまとわりつくような、そんな重い匂い。

　……って、なんか眠くなってきたな。

　毎日夜会に足繁く通っているのだ、疲れは当然である。ほかの令嬢たちは知らないが、アリアーヌは昼間、研究所で仕事をしているのである。それなりに疲労が溜まっていた。

「って、あっ！」

　手が滑った。曲線が美しい瓶はあっさりと滑って手の中から消える。見失って慌てると同時に、コツンと頭頂部に硬いものがぶつかった。

「痛っ」

　頭が濡れる気配。打ちどころが悪くて出血したんじゃないかと焦ったが、この感触はそうではない。触れた掌からむわっと甘い匂いがひろがった。

「うっそ」

　瓶は床に転がっている。割れずに済んだらしい丈夫な瓶を慌てて起こせば、中身が半分以上なくなっていた。アリアーヌは蓋を閉めてテーブルに置き、呆然とする。

　体が気怠い。疲れているのだろうとアリアーヌは思った。

　――これから入浴したら沈みかねないよね……。

　頭からかぶった香水をどうにかしたいところだったが、肌には異常はなさそうだし、匂いがきついこと以外、問題はないだろうと判断する。

「朝になってから考えよう……」

　体の芯が熱くてすぐに休みたい。思考はぼんやりとしているから、このまま眠ってしまうのがいいだろう。

　アリアーヌはのろのろと自分のベッドに潜り込んで目を閉じた。

　まさか、淫夢にうなされるなんてこのときは思わなかったが。
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「昨夜は弟の相手をしていたそうだね」

　朝、研究所で顔を合わせたクローヴィスに開口一番に言われた。少し不機嫌そうである。

「あら、どちらからその話を？」

　情報が早すぎる。クローヴィスは参加していなかったはずだが、どこで噂されているのだろう。クローヴィスは侯爵位の継承権を手放してからは家を出て別の屋敷で暮らしているので、フェルディナンから直接話を聞いたとも思えなかった。

　アリアーヌが尋ねると、クローヴィスは眉間に皺を寄せる。

「ルイからだよ」

「ああ、なるほど……？」

　ルイというのはクローヴィスの使用人である。

　研究所の手伝いとしてやってくることも多いので、彼のことはよく知っている。アリアーヌと歳が近いが、男性の中では背も低めで少年っぽく見える。

　だが、使用人の身分である彼が参加者として入り込むのは無理がある気がする。どこで見かけたというのだろう。アリアーヌは首を傾げる。

「長く話し込んでいたと聞いた。それも仕事なのかな？」

　我が家の都合で夜会への出席が義務であることはクローヴィスには伝えているが、彼は夜会に行くこと自体を反対している。

　研究に影響を出したことはないはずだが、そういう問題でもないらしい。

「仕事ではありますね」

　アリアーヌは答えて、仕事の準備に取り掛かろうとする。今日の作業をまとめた手順書に手を伸ばすと、クローヴィスに阻まれて抱き締められた。身体の大きな彼に捕まるとアリアーヌの小柄な身体は腕の中にすっぽり収まってしまう。容易に動けない。

「……クローヴィス様？」

　彼の鼻先がアリアーヌの頭頂部に寄せられる。くんくんと鼻を鳴らす音。

「……いつもと違う匂いがする」

「あ、ちょ、嗅いじゃダメです！」

　なんの匂いなのかに思い至って暴れるが、クローヴィスの腕に力が込められただけだった。

「どうして？」

「仕事に支障が出るからです」

「そういうものを身につけてきたってこと？」

　意外そうな声に、アリアーヌは首を横に振る。

「落としたつもりだったのに残ってしまったってことですよ。すみません、一度屋敷に戻って入浴してきますから」

「この匂いと、フェルディナンは繋がっているのかな？」

　声が低くなった。口調は優しい普段の感じなのに……。

　理由はよくわからないが、これは苛立ちだろうか。

「なんで怒っていらっしゃるんです？」

「引き立て令嬢としての仕事以外にも熱心みたいだから」

　耳元で囁かれると変な気分になる。身体の奥が熱くなるのは、フェルディナンから渡された媚薬の効果が残っているからに違いない。

「夜会には男漁りに行っているわけじゃないんですよ。そもそも、私みたいな女に興味を示す男なんていませんよ」

　あんな夢を見た影響もありそうだ。どうにかこの腕から逃れねばと身じろぎするも、歯が立たない。

　――体術で無理なら頭を使ってどうにかやり過ごさないと……うう……。

　落ち着いて思考することなんてできるわけがない。

　異性として意識していないフリをし続けるのも困難になってきた。それがわかっているのかいないのか、クローヴィスはアリアーヌの顎の下をそっと指先でなぞった。

「そうかな。弟は君に興味があるみたいだよ」

「フェルディナン様は私をからかっているだけです。仕事の相手でしかないし」

　性的な冗談を言われることはあれども、関係を持ちたいと思っているわけではないはずだ。

　フェルディナンはクローヴィスの動向が気になっていて、それに加えて新しい薬品や香水の情報を欲しがっている。クローヴィスとフェルディナンの仲が悪いというわけではないものの、クローヴィスが夜会に顔を出すことがないので、代わりにアリアーヌを捕まえているのだと理解していた。

「構ってやる必要はないよ。必要な報告書は僕からちゃんと送っているんだから」

「クローヴィス様が私に守秘義務を課している部分については情報を流していないですよ」

　そろそろ離してほしいのだが、ちっとも解放してくれない。クローヴィスの手つきがいやらしいものに感じられるのはきっと香水のせいで、彼にはなんの意図もないはずだ。いつもより接触が多いだけで、夢で起きたような展開には繋がらないとアリアーヌは自分に言い聞かせる。

　クローヴィスの唇が耳に触れるか触れないかの絶妙な位置にある。

　ふっと小さく息を吐いて、彼は言葉を続けた。

「君を信用しているさ」

　ゾクっとした。囁かないでほしい。

「では、私は何を咎められているのでしょう？」

「咎めるつもりもなかったんだけど……君からいつもと違う匂いがすると落ち着かないんだ」

　臍の上あたりを撫でられるとゾクゾクする。あんな不埒な夢を見たせいだ。身体が期待している。

「クローヴィス様……あの、これ以上は」

「匂いが甘くなった。体温があがったんだね」

「わ、私で実験なさらないで」

　声が震えてしまう。

　クローヴィスの唇がアリアーヌの耳に触れた。

「噂に聞く媚薬入り香水を身につけてきたとあっては気が気じゃないよ」

　その言葉にハッとした。アリアーヌは首を回してクローヴィスを見やる。

「……って、ご存知だったんですか？」

「おや、やはりこれはそうなんだ？」

「鎌かけないで」

　もう匂いの正体がわかったのだから解放してくれてもいいはずなのに、片腕で拘束されたままである。いつまでこうしていればいいのだろう。仕事が始まらない。

「弟に口説かれたの？」

「まさか。これはあなたに対して使ってみるといいって横流しされただけで」

「僕に？」

　丸い目がパチパチと瞬いた。びっくりしているようだ。

「あ、でも、使いたくて香りを纏っているわけじゃないんです！　どんな成分が含まれているのか調べようと思って、手が滑ってぶちまけてしまっただけで」

「……じゃあ、昨夜は大変だったんだね」

　労われた気がするが、どう返答したものか難しい。アリアーヌが困っていると、クローヴィスの唇が耳に触れた。

「ひゃっ」

「……想像の中であれ、君に触れる男が憎らしいな」

「え？」

　聞き間違いだろうか。混乱している間に解放された。

「クローヴィス様？」

　振り向けば、クローヴィスは顔を赤らめた様子で自身の唇を撫でていた。

「すまない。その媚薬は惚れ薬の効果が強いのかな。必要以上にくっついてしまったね」

「ああ、いえ」

　ここまで性的な匂いを感じる接触はなかったが、抱きついているように感じられる接触はよくあるのだ。大型犬が飼い主にじゃれついているような触れ合いという意味合いだが、そういうものは別に珍しくはない。だからついつい接近も接触も許してしまうのだが、今日はいろいろと危なかった。

　――クローヴィス様が私を女性として見ることなんてない、あれは幻聴だ。

　平静を装って作業に戻る。まだ心臓がドキドキしている。

「ああ、そうだ」

「なんでしょう？」

　まだ何があるというのだろう。アリアーヌがクローヴィスに向き合うと、彼は人差し指を立てて横に振った。

「媚薬入りの香水は僕の前以外で使ったらダメだよ」

「使用禁止と言わないのはなぜです？」

「君の好奇心を阻むことはしたくないからね。研究に役立つと考えたから使ったんだよね？」

　研究者としての興味を持っているなら許可するということのようだ。

「もう充分ですよ。使うつもりはないです」

「そう？」

　残念そうに言わないでほしい。クローヴィスが何を考えているのかよくわからない。

「さあ、仕事を始めますよ」

　余計なことは考えないようにしよう。

　クローヴィスの言動を思わせぶりに感じてしまうのは、私の問題なのだから。
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「あと一人って聞いていたんだけど」

「……私の目算が甘かったことは認めます」

　クローヴィスがあからさまに怒っている。視線が怖い。

　夜会の出席はひと月以内に終わる見込みだった。夏至の祭りがある頃までに縁談がまとまってしまえば解放されると思っていた。

　なのに、母は新しい友人たちの娘や息子の縁談も、と勝手に仕事を増やしてきたのだ。大誤算である。領主たちが自分の領地に戻るまでに開かれる任意の夜会に、アリアーヌもお呼ばれすることになるなんて誰に予想がついただろうか。

　アリアーヌは人付き合いが楽しくて夜会に出ているわけではないのだから、クローヴィスの機嫌を取らないといけない。

「でもですね！　クローヴィス様が考案された香水、ものすごく人気ってこともわかったんですよ。どういう香りが求められているのかも調査してきましたから」

　クローヴィスが考案した国産の香水は一番人気である。さっぱりとしていながらも印象に残りやすく、肌荒れも少ないとあって好まれるようなのだ。

　だが、次に人気があるのはこの国でもトップシェアを誇るルブラン商会が輸入した香水だ。それは例の香水から媚薬成分を抜いたもので、クローヴィスが生み出した香りとは方向が異なる。次の流行は間違いなくこの香水だと感じられるほどで、アリアーヌは危機感を覚えていた。

「僕は商人ではないから、そういうのは興味がないよ」

「もうっ、侯爵家から援助を受けるには必要なことでしょう！　新しい香水の方は私が引き受けますから、ね、前向きに考えてください。前向きに」

　この研究所で働き続けるためにはどっちみち必要な情報源である。

　アリアーヌはクローヴィスが研究している薬学にとても興味があった。病弱だったアリアーヌを救ったのが彼の発見した薬だったことがそもそもの縁だ。

　女性が研究職なんて、と家では蔑まれたが、勉強の延長で美肌によい薬草の発見や化粧に役立てた結果、こうしてクローヴィスの研究所で助手をする権利を得た。ただ、好きなことを続けるために、クローヴィスに感謝を示すために、アリアーヌは親のいうことを聞く必要があった。

「――なので、今日はこれで失礼いたします。本日の実験及び生育の結果はこちらにまとめてありますので、必要であればご確認くださいな」

「いいかい、アリアーヌ」

　部屋を出ていこうとしていたアリアーヌは壁に追い詰められた。

　横に逃げようとすれば右手が壁に置かれ、反対に逃げれば左手で塞がれる。身長差を利用してしゃがんで逃げようとすれば、アリアーヌの足の間に彼の長い足がひゅっと差し込まれた。

　逃げられない。

　冷や汗が流れた。

「僕は君を心配しているんだ」

「え、結婚退職はしませんよ？」

　夜会は縁談の場だ。結婚すれば女性は家のことに専念するものなので、研究所を退職せねばならない。専念するつもりがなくとも、家の仕事は多岐にわたるのでそうせざるを得ないのだ。

　アリアーヌが首を傾げると、クローヴィスは眉根に皺を寄せた。

「そうじゃない」

「醜いとばかにされるのも慣れているので問題ないですけど」

「違う」

「では、なにが？」

　なにを心配されているのか本当にわからない。目を瞬いて彼を見つめると、クローヴィスはアリアーヌの頬にそっと触れた。壊れやすいガラスを扱うような繊細な動きはくすぐったい。

「あの」

「目の下にクマができている。疲れているんじゃないのかな」

「え？」

　化粧で隠せていると思ったのに。

「気のせいですよ。私、すごく元気です。実験の記録もちゃんとつけているでしょ？」

「計算も間違っていないし、作業も丁寧でミスはない」

「だったら」

　アリアーヌは、はぐらかすために浮かべた笑みが引きつっていくのを感じた。

「研究所での仕事を完璧にこなして、そのあと夜会に出るなんて過労もいいところだと思うんだ」

　顔が近づいてくる。距離感がおかしい。

　アリアーヌは思わず目をぎゅっとつむっていた。この至近距離でこの美麗な顔は心臓に悪い。火傷の痕に目が行きがちではあるけれど、彼は本当に綺麗で愛らしい顔の持ち主なのだ。

「も、問題ないですって。私、若いので！　体力づくりもちゃんとしていますし、栄養もきちんと摂っていますから」

「それは続けてくれていいんだけど、近いうちに君が倒れてしまいそうで。できるなら今すぐ君を屋敷に連れ帰って寝かしつけたいくらいなんだ」

　耳元で声がする。囁くような声は意外にも苦しそうに感じられた。

　何かがおかしい。

　アリアーヌは目を開けてクローヴィスを見やる。いつもより赤い顔だ。

「クローヴィス様、失礼します」

　彼の額に手を当てる。かなり熱い。

「発熱しているじゃないですか！」

「……熱？」

　クローヴィスが目を瞬かせている。びっくりしているような態度は子どもっぽいが、自身の体調にまったく頓着していないことはわかった。

「クローヴィス様、家の者に連絡をしますのでこの場に座っていただけますか？」

「実家の世話にはなりたくない」

「なにわがままを言っているんですか。屋敷に戻れば適切な治療を受けられます。帰りましょう」

　終業の時間なので、クローヴィスの迎えのために使用人のルイが研究所に来ているはずだ。彼を呼びに行こうと動けば、腕を強めに掴まれた。

「アリアーヌ、君に看病してほしい」

「私はクローヴィス様の助手ではありますけど、使用人ではないのでそのようなことはできないのです。ご承知おきください」

　ましてや、未婚の令嬢がするようなことではない。行き遅れではあれど、男女の仲でもないのだから遠慮せねばならない。

　――私としては、看病をするのはやぶさかではないのだけど……外聞がなあ……。

　立場は弁えておく必要がある。この関係を維持することがアリアーヌの願いなのだ。

　アリアーヌが指摘すると、クローヴィスは切なそうな顔をした。

「じゃあ、僕と結婚しよう」

「熱に浮かされていない状態でもう一度お願いします」

「そう……ああ、そうだね」

　立っているのも限界だったのだろう。クローヴィスがアリアーヌに体を預けてきた。ずっしりとした重さに、彼が大柄な男性であることを強く意識する。

「ほら、休んでください。今日の夜会は欠席すると伝えますから」

「看病してくれるの？」

　わかりやすいほどにクローヴィスの声が明るい。アリアーヌは真面目な顔を作って首を横に振った。

「違います。伝染病の場合、周囲に広げてしまいますからね。こうしてあなたに触れてしまった以上、参加は控えたほうがよろしいかと」

「君は聡明だね」

　気落ちした声。いつも以上にクローヴィスの心の動きが声に表れている。熱が高く、疲れが溜まっている証拠だろう。

「私が思うに、この熱は過労です。あなた様こそ、休みが必要なんですよ」

　上司の体調管理は仕事の管轄外のはずだが、もう少し気に留めておいたほうがよかったのかもしれない。夜会の方に気が向き過ぎていて、クローヴィスが想定以上に残業をしていることを見抜けなかった。アリアーヌにも多少の落ち度はあると思う。

　ため息をついて、アリアーヌはクローヴィスを床に座らせる。壁に背を預けるように整えれば人を呼びに行けるだろう。

「君がいないと寂しくて。研究に没頭していないと苦しいんだ」

「熱が出て心細くなっているだけですよ」

　口説かないでいただきたい。

「今日はしっかり休んでくださいね」

　縋るように伸ばされた手を彼のお腹の上に戻して、アリアーヌはルイを呼びに研究室を出たのだった。
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　侯爵家の使用人たちに引き継いで立ち去るはずが、クローヴィスにドレスを握られてしまって外すことが叶わず。

　アリアーヌは彼の私室に繋ぎ止められるハメになった。

「クローヴィス様。未婚の令嬢が未婚の紳士の部屋にいるのは、かなり外聞が悪いんですが」

　熱にうかされているところに話しかけても、彼には一切伝わらないことは承知している。だが、愚痴の一つも言わねばやっていられない。

　――母もきょうだいも有る事無い事言っているんだろうな……。

　両親は、アリアーヌがクローヴィスを心身ともに籠絡させて結婚まで漕ぎ着ければヨシと思っているらしい。後ろ盾が弱くなろうと、クローヴィスは侯爵家の血筋には間違いがなく、行き遅れ同士、研究者同士でよろしかろうとのこと。もっと葛藤して引き止めてほしいのだが、期待できそうにない。

　クローヴィスの両親がこの結婚に前向きであるなら、アリアーヌは腹を括ろうとは思っている。アリアーヌの実家よりも家格が上の相手からの申し出を断る方法はほぼないので、揉め事にはしたくない。

　でもアリアーヌは、できればこのまま彼の助手でありたいのだ。

「責任をとって結婚するおつもりですか？」

　結婚しようと言われたことを思い出す。ドレスを握ったままの手に触れると、彼の手がふっと緩んで、次はアリアーヌの手が掴まれた。

「クローヴィス様」

「僕は、そんな浅はかな考えで申し込んだつもりはないよ」

「起きていらしたんですか」

「眠ってしまったら、君は帰ってしまうだろう？」

「だからって、握り締めなくてもいいじゃないですか」

　そう告げて、彼の手を引き剥がそうとしたがどうにもできなかった。彼の手は大きくて力強い。普段の穏やかな言動から想像できないくらいに、男性としての腕力はとても強かった。

「ずっとそばにいてほしいんだ」

「助手としてお側にお仕えすると契約していますよ」

　クローヴィスの助手になるために沢山の課題を与えられたが、それらは全てクリアした。実力を認めさせた上で、アリアーヌは彼の下でずっと助手として勤めることを契約書で宣言している。ほかの者の下で助手として働くことも禁じられ、ガチガチに行動を制限されている身だ。

　研究内容を外に漏らすことなく続けていくなら、結婚せずとも助手としての契約内容で充分ではなかろうか。

「僕のお嫁さんになって」

「どうしてですか？」

「そばにいてほしい」

「あのですね……私、クローヴィス様のことをお慕いしてはいますが、お世話をしたくてそばにいるわけじゃないんですよ」

　はっきりと線を引いておこうと思った。

　すると、アリアーヌの発言に、クローヴィスはあからさまにしょんぼりとした。叱責された仔犬みたいな情けなさである。見た目は大人の男性のはずなのだけど。

「それは……うん、そうだよね」

「あなたの助手という立場を私は心地よく思っています。研究はやりがいがありますし、それに、あなたは私によくしてくれます。女性としてではなく、助手として付き合ってくれる。それがとても嬉しいのです」

「研究者としての君をとても評価しているからね」

「論文を連名で出してくださったことも、すごく嬉しかった」

「君の功績なのだから当然だよ」

「よそでは普通のことではないと聞いたのです。女性であればなおさら名が出ることはないのだとお聞きしました」

「普通のことじゃない、それはおかしいことなんだ。僕はそう思うから、君がいることをちゃんと公表するんだ」

「ありがたいことです」

「だから、君に他所に行ってほしくないし、ずっとそばにいてほしいよ」

　手を強く引っ張られた。

　いきなりのことに対処できず、彼の上に乗るような形で抱き締められる。

「く、クローヴィス様、誤解されます」

「君も眠ろう？　僕のそばで眠ってよ」

「困ります！」

　アリアーヌはもがくが、当然ながら逃げるのは不可能だ。体格差も体力差もありすぎる。バタバタしている間に髪をまとめていたリボンが取られてしまい、アリアーヌの長い金髪がクローヴィスの胸元にひろがる。

「夜会の頻度が上がって、僕は思ったんだよ。頑張って口説いても君はなびく気配がないし、既成事実を作ったほうが早いんじゃないかって」

「誰の入れ知恵ですか！　研究所に繋ぎ止めるために身体を張るなんて」

　暴れている間に上下が入れ替わってしまった。困ったような顔でクローヴィスが見下ろしてくる。

　脈が速い。それは緊張しているからだけではない。

「アリアーヌは僕のこと、嫌いなのかな。研究者として尊敬はしていても、男としては見られない？」
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「それは……」

「僕の傷痕が嫌い？」

　そんな切なげな顔で笑わないで。

　傷痕の話題は避けるようにしている。彼の火傷の痕は周囲がよく思っていないことが明白で、冷たい言葉をたくさん投げかけられていたことをアリアーヌは知っている。

　彼の元婚約者からの捨て台詞も有名だ。

　クローヴィスが自ら薬品をかぶったのだという言いがかりにも程がある言い分だが、そもそも彼が婚約を破棄するために火傷を負うことを是とするはずがない。だから、この火傷は事故で負った怪我だとアリアーヌは信じている。それをあんなふうに言いふらすなんて、元婚約者は底意地の悪い人なのだろう。彼女と結婚しなくて正解だ。

　アリアーヌは首を横に振った。

「私はその傷痕、好きですよ。格好いいじゃないですか。隠す気になれば化粧で隠せるのに、そのまま晒しているあなたの姿勢も好ましく思っています。私があなたの傷を嫌だとか怖いだとか告げたこと、ありましたか？」

　――クローヴィス様は深く傷ついていらっしゃるのね。残った火傷の痕が人生を狂わせたことに対し、諦観しているのだとしても。

　アリアーヌが思うままを口にすれば、驚いたようにクローヴィスの目が広がった。熱で赤かった顔が、ますます赤くなる。

「……好き？」

「はい、好きですよ。納得できました？」

「うん」

　彼が犬だったら、全力で尻尾を振っているような気配だ。機嫌が良くなった気がする。

　アリアーヌの気持ちが伝わったなら、もうこの場にいる必要はないだろう。上体を起こそうと腕を動かす。

「なので、上から退いてください。帰ります」

「このまま泊まってよ。もう遅いし」

「看病する気はないんです。私だって休息が必要ですし、明日の仕事もあるんですから」

　ベッドを出ようとしたが、阻まれてしまった。熱がある身なのに、ずいぶんと俊敏な動きである。彼の必死さを感じられて、アリアーヌは危機を覚えた。

「ここで休めばいいよ」

「休めないって言っているんです」

「僕はね、ずっと思っていたんだ」

　顔が近づく。アリアーヌは彼の顔に弱いことを自覚しているのだが、さっきからの様子だとこの弱点を見抜かれていたのかもしれない。

　そうだとしたら、言葉通り、彼は本気でアリアーヌを落とそうとしていることになる。

　心臓がうるさい。血の巡りはよすぎるほどなのに頭が回らない。

「な、なにをですか」

「研究所でしか一緒にいられないよりも、同じ場所から研究所に行って、一緒に帰るほうが効率いいなあって」

「公私はわけたいんですが」

「ああ……そっか……、そういう意見はあるよね」

　納得してもらえたので解放されるかと思えば、そうはならなかった。

「結婚しても部屋はわけるから、どうかな」

「そういう問題ではないんです」

「それはそれとして、君に触れたいよ」

「熱でおかしくなっちゃってるだけです。ゆっくりとお一人で休まれるのがよろしいんじゃないですかね？」

「熱が出ているときじゃないと、君に無理をさせてしまいそうで」

「……え」

　身の危険を感じた。勘違いじゃない。

　いつもみたいにじゃれているだけ程度の認識だったが、まさか自分が女性として見られていて、今まさに迫られているところなんて考えてなかった。

　大きな掌に、頬をそっと撫でられる。

「君に触れる許可がほしい」

　熱すぎる掌の感触。拒めなかった。

　熱にうかされた紫色の瞳に魅入られていく。

「――少しだけ、僕の熱を持っていって」

　唇に何かが触れる。混乱しているうちに彼の熱い舌がぬるりと唇を割って入ってきていた。

「んん……」

　夢と同じだ。でもこれは現実。夢なら覚めてと願っても、終わることはない。

「クローヴィス様……」

　意識がとろりと溶けている。体が疼いた。

「肌を合わせたいな」

「い、いけません。しっかり休んでいただかないと……あっ」

　捲れ上がったスカートの中に手が差し込まれたようだ。彼の大きな手が太腿を撫でる。

「触れるだけだよ」

　彼の手が内腿を撫で、次いで下着に触れられて、アリアーヌは焦った。これ以上許してしまったら、なし崩しに抱かれてしまいそうで怖くなる。

「大丈夫。僕の火傷の痕は移らない」

「し、知ってます」

「うん……」

　クローヴィスの表情が曇って、手が止まる。際どいところに手が置かれたままだから気を緩めるわけにはいかないのだけども。

「クローヴィス様？」

「君は清い体なのかな？」

「そのはずですが……」

　なんでそんなことを聞かれたのだろう。アリアーヌはすぐにはわからなかった。

「経験がないなら、焦らないほうがいいよね……」

　アリアーヌに尋ねるというよりも、自身を説得するために呟いたように聞こえる。

「熱があるんですから、休みましょう？　私は逃げませんから」

「ああ、そうだね」

　クローヴィスは頷くが、どうもアリアーヌの言葉に反応したわけではなさそうだ。彼はアリアーヌの上から退く。これで眠ってくれるのかと安堵したところで、彼の手がアリアーヌのドレスに触れた。スカートが大きく捲られたことに動転している間に下着が奪われる。

「ちょっ、何を？」

　足の間にクローヴィスの大きな上半身が挟まっていた。膝を閉じることができないし、この状態では、彼に秘部を晒している状態だ。

「うん……綺麗だ」

「き、綺麗なわけがないです！　み、見ないでぇ……」

　彼の指先が秘裂を左右に優しく拡げた。ともすれば、熱い何かが触れる。硬くはなく、粘液を伴うそれが彼の舌であることをアリアーヌは理解した。

「や、あっ、うっん……」

　舐められたのは初めてだ。そもそも、そんなことをされて気持ちよく感じてしまうなどとは考えたこともなかった。大きな声を出してしまうのははしたなく感じられて、アリアーヌは自身の口元を押さえながら必死に耐える。

「気持ちよさそうだ」

「お戯れは、どうかここまでで……」

　どうにかなってしまいそうだ。婚約者でもなければ恋人でもないのに、こんなことはしてはいけない。なけなしの理性が踏ん張って、快楽に流されないように抵抗している。

「僕は君が欲しくてたまらないんだ。戯れではなく、責任を負うつもりでこうしているんだよ」

　彼の指先が濡れた淫芽に触れる。身体がビクッと震えた。

　クローヴィスは困ったように笑った。

「可愛いアリアーヌ。僕の手で乱れる君はとても愛しい」

「かわいくなんてないです……」

「このまま、イッて？」

「ひゃっ！」

　指先の刺激が強まった。逃げようとした私の腰を、彼はもう片方の手でしっかりと押さえ込んできた。動けない。

「やっ、いや、なにか……ああんっ、きちゃうっ」

　こわい。こわいこわいこわい！

　快感を逃すことができない。

　官能に支配されつつあることがわかると、怖くてしかたがなかった。

「やあっ」

　キィンと痛みに似た快感が走って、頭の中が真っ白になった。荒くなる呼吸。噴き出す汗。全身がゾクゾクして、アリアーヌは自身の小さな身体を抱き締めた。

「ああっ……やぁ……っ」

「ヒクヒクしているね。この感覚がイクってことだよ」

　思考がぼんやり霞んでいるからか、クローヴィスの声が遠い。

「ここに挿れたいけれど、今夜はやめておこう」

　クローヴィスがなにを言っているのかわからないまま、アリアーヌは意識を手放した。
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　目が覚めたとき、まず服を着ているかを確認した。

　下着だけ身につけた状態で、アウトなのかセーフなのかなんとも言えない。

「うわぁ……」

　ベッドには一人だった。

　ここが自分の部屋じゃないことにもショックを受けたが、朝一番に上司の半裸の姿を見ずに済んだのは助かった気がする。もう一度意識を飛ばしてしまうところだった。

　――今は何時？

　部屋は明るい。外の明かりが中に差し込んでいるからで、それなりに時間が経っている気がする。

　――研究所に行かないと、実験の続きが……。

　ベッドから出て立ち上がろうにも、身体がだるい。熱っぽいのは、彼に熱をうつされたからだろうか。

　――過労じゃなくて、病気のほうだったのかな……。

　頭がうまくまわらない。ドレスを着て屋敷を出ようと思ったのに、体が動かないのだ。

「目が覚めた？」

　もたもたしているうちに、部屋の主人が戻ってきた。

　シャツにズボンという部屋着姿はいつもびしっと研究用の格好でいる彼とギャップがあって眩しい。何を着ていても気品を損なわないあたり、やはり良家のお坊ちゃんなのだと思う。

　彼の手にはティーセットがあった。

「寝坊してしまいました……。クローヴィス様、お加減は？」

「僕は君のおかげで元気になったよ。たっぷりと堪能させてもらったからね」

「た、堪能……」

　自分は何をされたのだろう。添い寝だけならいいのだけれど、寝返りが打てなかったから身体が痛んでいる、というわけでもない気がするし。

「もっと早くこうするべきだった」

　幸せそうに微笑まれてもアリアーヌは嬉しくなかった。いや、クローヴィスが元気になったことはとてもいいことなのだ。そう、いいことなのだけれども。

「君も顔色がよくなったみたいだ」

　ティーセットをベッドサイドのテーブルに置くと、アリアーヌの顔を覗き込んでクローヴィスはにこっと笑う。それが直視できず、アリアーヌは視線を外した。

「……このような方法で私を寝かしつけるのは今後はやめてください。過労には気をつけますので」

「じゃあ、夜会に行くのはやめるということでいいかい？」

「それは私の家の問題なので別です」

　研究所勤めのために交わした契約がある。

　仕事を続ける代わりに両親のいうことをきく契約だ。勤務時間は決められているので、それ以外の時間は親の言いなりなのだ。幼少期に病弱で役立たずとされたアリアーヌは、身体を自由に使えるようになった今、こうした働きで返さねばならない。

　離れてほしいと手で胸を押し返せば、クローヴィスに手を握られてベッドに押し倒された。

「実家と僕、君はどっちを選ぶ？」

「は、はい？」

　いきなりなんの話だろう。寝起きであることとあいまって質問の意図が掴めない。

　クローヴィスはアリアーヌの長い金髪を一房取ると口づけ、上目遣いに見つめてきた。色気のある仕草に心音が跳ねる。

「僕はね、君は充分ベノワ家に貢献したと思うんだ。お見合いの話もそうだし、僕は君に充分な給料を支払っている。そのお金が君の両親に全額渡っていることも知っている」

「お金の使い方は私の勝手ですから、口出し不要ですよ」

「うん、そうだね。でもね、僕は君にあんな化粧をさせるためにお金を払っているわけでも、技術を教えたわけでもないんだよ」

　彼の手がアリアーヌの肌を撫でる。

　くすぐったさとともに熱を感じて、それが昨夜の出来事をうっすら思い起こさせる。

「わ、私が着飾ったら、研究所に居られなくなってしまいますよ。それに、仕事の契約も不履行になります」

「それは困ると思ったから、ずっと我慢してきたんだ」

「なら、我慢し続けてください」

「限界だよ。君が引き立て令嬢だなんて呼ばれるようになった頃から、僕はずっと胸の奥が痛かった。君をそばに置くためにとった行動が、君を傷つける結果を招いてしまったことを心底悔やんだ」

　体をまさぐっていた手がアリアーヌの顔に触れて、唇を優しくなぞった。くすぐったい。

「傷ついてなんていないです」

「僕だけが君の美しさを知っていればいいなんて思っていたこともあったけど、君の名誉を奪うつもりはなかったんだ」

「名誉……」

　名誉とはなんだろう。アリアーヌにとって、クローヴィスの言う名誉はどうでもよいのだ。クローヴィスのそばで、彼の力になれれば充分なのだから。

　口ごもるアリアーヌに、クローヴィスは微笑んで続ける。

「僕と結婚しようよ、アリアーヌ。僕の世話はごめんだと君は言ったけど、世話をさせるつもりはないよ。僕が君の面倒をみたいんだ。顔色の悪い君をそばに置きたくないからね」

「束縛されるのも御免なんですが」

　返してやると、クローヴィスは気まずそうな顔をした。

「それは……約束しかねるかな」

「クローヴィス様が私との結婚に乗り気なのはわかりました。ですが私には利点がないんです。今の生活に困っていないので」

「え……」

　言葉に詰まっている。一生懸命に思考を巡らせているようだが、名案は浮かばないようだ。たぶん、まだ本調子ではないのだろう。

　――助かったというかなんというか。いや、この状況は助かっていないな？

　両親にどう説明したものか。そのまま伝えたら、すぐに婚儀を、と迫られる気がする。

　なかなか結婚しない侯爵家の長男とのパイプを得るまたとないチャンスであることは間違いない。侯爵位の継承者ではなくても、縁を切ることもせずに飼い慣らされている今は、むしろとても美味しいともいえよう。

　考えねばならないことは山積みではあるが、自分のことよりも仕事である。話題を変えてここは乗り切ろう。

「クローヴィス様、のんびりしている場合じゃないですよ。研究所の様子を見ておかないと。私は身支度がありますので一度屋敷に帰らせていただきますが、必ず研究所には顔を出しますので」

「今日は僕と一緒に休もうよ」

「研究よりも私のほうを取るんですか？」

　仕事熱心なクローヴィスがよもやそんなことを言い出すとは。アリアーヌは思わず声をあげる。

　クローヴィスは微苦笑を浮かべた。

「そんなことはしないよ。君がまめに資料を残しておいてくれたから、僕が信用しているルイに様子を見てきてもらっている。こっちで育てている植物の世話も彼がやっているんだ。だから問題ないよ」

「なるほど」

　アリアーヌが助手として配属される前は侯爵家の使用人たちが手伝っていたのだと聞いている。その中でもルイはとりわけ植物の世話に関しては積極的に取り組んでおり、研究所での作業も何度か助けてもらっている。作業を引き継ぐのであれば適任だろう。

「お茶でもしながら、僕とお話ししよう？」

「む……」

「熱も下がったから、ちゃんと君にプロポーズしないといけないからね」

　そうきたか。そして、熱が下がってからもう一度のくだりも覚えられていたとは。

　アリアーヌは頭痛を覚えた。咄嗟に出た言葉にこんなにも振り回されるとは思わなかった。

「……わかりました」

「結婚してくれるの？」

　そうはならんだろ、と思いながらアリアーヌは真っ直ぐにクローヴィスを見つめる。

「そうじゃなくてですね。今日は休みにするということを了承しただけです。お互い過労気味だったことは間違いがないので、しっかり休みましょう」

「うん」

　よし、これで休むことにはなった。この流れなら帰れるだろうか。立て直しをはかりたい。

　アリアーヌはニコッと笑う。

「それはそれとして、身を清めたり着替えたりしたいので屋敷に帰らせてください」

「この屋敷のを使ってくれて構わないよ。ドレスも用意したんだ」

「いえいえ。そういうわけにはさすがに」

「君を動けなくしてもいいんだよ？」

　彼の長い脚がアリアーヌの股の下に差し込まれた。ぐっと膝が押し当てられると、何を意図しての行動なのかを理解する。瞬時に体温が上がった。

「そ、そういうのは無しでっ！　わ、私」

「昨夜のは効果があったってことかな」

　膝で軽くぐりぐりされるとゾクっとする。薄い下着越しに彼を感じるとたまらない。これはよろしくないやつだ。

「な、何したんですか……あ、いえ、答えなくて結構ですっ、ので、退いてっ？　ここに残りますから」

「うん……わかった」

　にこっと満足げに微笑まれたが生きた心地がしない。

　こういう強引な方法をとったクローヴィスのことを怖いと感じたり、嫌だと感じられればよかったのに、そうはならない自分にアリアーヌは戸惑うばかりだった。
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　クローヴィスの寝室の隣に浴室がある。

　研究の時間を少しでも確保するため、朝起きてすぐ入浴がしやすいようにと改築したそうだ。

　なお、この屋敷はクローヴィスのもので、侯爵家の人間の出入りを許しているが、基本的には彼とその使用人たちが管理している。研究に専念したいというクローヴィスが侯爵家を継がないことが決まった時に購入したものだそうだ。

「湯加減はどうだい？」

「ちょうどいいです」

　――どうしてこうなったのだろう。

　アリアーヌは猫脚の浴槽に肩まで浸かりながら思考を巡らせる。

「よかった。僕は少し熱いくらいが好きなんだけど、君はどう？」

「温い湯にゆっくりと浸かるのが好きですかね」

「ああ、そうなのか」

　戸を一枚隔てた場所からクローヴィスに声をかけられる。アリアーヌが溺れるといけないからと心配して付き添ってくれている、ということになっているが気まずい。

　シニョンにした髪を濡らさないように意識しながら深めに体を沈めれば、お湯に香りがついていることに気づいた。

「このお湯、アロマオイルが入っているんですか？　いい香りがします」

「うん。少しだけ、薬草が入ってる」

　なんの香りなのだろう。お湯を両手で少し掬って鼻先に持っていく。

　深く吸えば、成分はわからずともどこで嗅いだものなのかはピンときた。

「……あ」

「どうかしたかい？」

「あ、いえ、なんでもないです」

　この香りには覚えがあった。

　思わず声を出してしまったが、それを本人に伝えるのはとても照れる。

　だが、適当な言い分でやり過ごそうとした瞬間、急に戸が開いてクローヴィスがひょこっと顔を出した。

「なんでも言ってほしいんだけど」

「の、覗かないでくださいよ！」

「一緒に入りたいのを我慢しているのに」

　叱責されてしゅんとしている大型犬みたいな態度をされても、それは問題発言である。うっかり絆されないように気を強くもとう。

「婚約発表もしていないのに、そういうことはよくないんです！」

「僕たちしかいないんだから、大丈夫」

「そういう話じゃないんですが」

　クローヴィスが近づいてきそうな勢いに、アリアーヌは慌てて手を振る。

「やっ、待って、来ないで。白状しますから！」

「……うん」

　浴室には入られてしまったが、この距離ならまだ我慢できる。湯気もいい感じに視界を遮ってくれているので、さっさと白状してクローヴィスには出ていってもらおう。

　忠犬のようにその場で立ち止まってこちらの様子を窺うクローヴィスは、それなりの大男なのに可愛らしく感じてしまう。

　――なんだろうな、この感覚。失礼だろうとは思うのだけども。

　アリアーヌは息を吐き出して、言葉を続けた。

「この香りに、なんとなくあなたの香りを感じてしまって」

「そんなに香っていたかな……」

　不思議そうな顔をしている。クローヴィス本人は気づいていなかったのだろう。

　それもそのはず。全身から香っているわけでもなければ、香水を纏うような場所から匂うわけでもない。おそらく、アリアーヌだから感じられるのだ。

「匂いは強くないですけど、そばに来たときに……あなたの長い髪からふわりと香ることがあって」

　説明をすれば、クローヴィスは下ろしていた癖の強い黒髪を一房摘んで鼻先に持っていく。吸って吐いて、彼はまんまるの目をさらにまるくした。

「毎日このお湯に浸かっているからかな。髪か……気にしたことがなかった」

「仕事の邪魔になるからフレグランスをお使いにならないことは存じているのですが、ときどき感じていたから、その……」

「髪が当たるとしたら、君の後ろに立って資料を覗き込んだときかな。君はやっぱり鼻がいいんだね」

「それほどでもないと思いますが」

　クローヴィスからこの薬草の匂いを嗅ぎとっていたのは仕事における彼の事情を知っていたからではあるが、それ以上に彼を異性として意識してきたからだと思う。昨夜もやっぱりこの匂いを感じていたので、肉体的な距離の近さを強く意識してしまった。

　なので、今ものぼせてしまいそうである。

　謙遜すると、彼は不思議そうに首を傾げた。

「僕の助手になるための試験、香りに関する課題はこれまで挑んできた誰よりもアリアーヌは優秀な成績だった。非の打ち所がないくらい、よくできていた。僕でも迷うようなところも、正確に指摘してあった。とてもすごいことなんだよ」

「そう……なんですか？」

　急に褒められるとどんな顔をしてどんな言葉を返せばいいのかわからない。アリアーヌがキョトンとしているとクローヴィスが続ける。

「ほかにも、僕が必要としている知識や技能をちゃんと持ち合わせていることは確認できている。僕は教えるのは下手だから、必要な知識は身についている人がよかった。君ほど適任な人物はいないと評価しているよ」

「あ、ありがとうございます……。あまり褒めないでください」

　家族から褒められることもほとんどなく生活してきたから、驚いてしまうし照れてしまう。正当な評価なのかと疑う気持ちや謙遜よりも、とにかくどう受け止めるべきなのかわからなくなる。褒めてくれる相手が尊敬するクローヴィスだから、余計に困惑してしまう。

　赤くなっているだろう顔をアリアーヌが隠すと、クローヴィスが問いを投げた。

「どうして？」

「のぼせそうなので……」

「ああ、それはよくない」

　彼の大きな身体が一歩迫ってきたので、アリアーヌは両手を小さく上げた。

「これ以上はそばに寄らないで。出ていってください」

「心配なんだ」

「お風呂から出ますから。外でお待ちください。ね？」

「……うん」

　どこか葛藤する様子ののちに頷いて、クローヴィスはすごすごと浴室を出ていく。彼の背中が寂しそうに見えたが、引き留めたら負けだとアリアーヌは自分自身に言い聞かせた。

「着替えはそこの籠に入れてあるよ。手伝いは必要かな」

「必要なときはベルを鳴らします」

「わかった」

　立ち去る気配はないので、戸の向こう側で待機しているのだろう。本来なら使用人に任せる仕事のはずだが、ここには女性の使用人がいないのだろうか。

　アリアーヌはこの屋敷にやってきたところから思い返してみるが、女性を見なかったような気がして納得する。男性の使用人に着替えを手伝わせるのは憚られるので、クローヴィスなりの配慮なのかもしれない。

　浴槽を出て清潔な布で体を拭う。

　彼の告げた籠を見て、アリアーヌは新しい下着とドレスを身にまとうのだった。
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　入浴を終えて、食堂に通される。お茶と軽食をクローヴィスが持ってきてくれた。

　お茶の香りがベッドに運んできてもらったものとは異なる。一息ついたところで、アリアーヌは思い切って尋ねることにした。

「……不躾な質問だと承知の上でお尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「うん？」

　くりくりとした瞳がこちらに向けられる。身構えるわけではなく興味津々といった様子で、いい年齢の男性の表情ではない。

　そんな顔をされたら、こちらのほうが緊張してしまうではないか。

「し、下着や服はどこから出てきたものなのでしょう？」

　侯爵家の人たちで女性なのは彼の母親だけだったはずだ。

　次男も三男も四男も婚約者はいるが未婚のはず。この屋敷にも女性はいないようなので、誰がこのドレスを手配したのか気になっていた。

　なお、下着もドレスもサイズはぴったりであった。

　アリアーヌ自身はだいぶ小柄な体型であり、最近出回るようになった既製品の服が合わない。姉妹たちのお下がりもすぐには着られず、必ず手直しするので文句ばかり言われる始末だ。

「ああ、それはね」

　クローヴィスはにこっと笑った。

「君が僕の助手になることが決まったとき、君のお母さまに服のサイズを教えてもらったんだよ」

「はい？」

「ほら、薬品を扱う都合上、服を汚してしまうから、何かあったときに着替えは支給しようと思って」

　なるほど、そういう話ならばわからなくはない。薬品を扱う際には必ず上着を羽織るが、それだけで汚れを防げるとは限らないからだ。

　その上で、アリアーヌの小柄な体型を知っていたら、なおさら服のサイズは注目するところだろう。早めに手配しておいたほうがいいのも事実だ。

　それはそれとして、お互いの意図を理解してやり取りがされていたのか気がかりである。アリアーヌは二人の性格を思い返しながら、探るようにクローヴィスを見やった。

「よく教えてもらえましたね……」

「愛人にするつもりで僕が君を助手に選んだのだと思われたみたいだったから、そんな不誠実なことをするなら責任を持って娶りますとお伝えしたよ」

「んんんんん？」

　のほほんと何を言っていらっしゃるのだろう。

　動揺を隠せないアリアーヌにクローヴィスは続ける。

「僕は誰とも結婚をするつもりがなかったのだけれど、アリアーヌなら僕が望む全てを持っているからね。結婚するのがいいならそうした方がいいとは、ずっと考えていたんだ」

「……クローヴィス様がそういうことをおっしゃったから、母が私に夜会の出席を命じたんじゃないですかね」

　ずっと疑問に思っていた部分が少しだけ氷解した気がする。

　アリアーヌの言葉にクローヴィスは頷いた。

「ああ、なるほど。そういう考え方もあるか」

「未婚の女性であれば、よほどの事情がない限り夜会に出席します。恋人がいても、婚約者じゃないなら、必ず。婚約者同士ならば二人で連れ立って参加するのが普通ですからね」

「そうだったね。僕も参加させられていたからわかっているつもりだよ」

　優雅にお茶を飲みながら微笑むクローヴィスを見ていて、アリアーヌはあることを思い出した。

　なぜ彼はアリアーヌが醜い化粧をして参加していると知っていたのだろう。

　引き立て令嬢と呼ばれていることに、醜いメイクの話は出ていない。アリアーヌ以外の姉妹たちが美人であると評判なのは伝わるだろうが、彼女たちと比較してアリアーヌは凡庸であるというだけならメイクのことまで気付かれまい。

　――なんか引っ掛かる……。仕事をしているときの顔と夜会での顔に違いがあることを知っている人間は少数のはず……夜会への出席を強制されるまでは病弱だった都合で顔を出していなかったわけで……。

「あの……クローヴィス様は、最近も夜会にいらしていたのですか？」

　アリアーヌが尋ねると、クローヴィスは気まずそうな顔をした。

「僕も独身だからね……というのは建前で、君のことが心配で何度か遠目に見ていた」

　――心配で？

　アリアーヌは驚きで目を瞬かせた。

「気がつきませんでした」

「火傷を化粧で消して、カツラを被ればわからないのも道理だよ」

　手で化粧をする仕草とカツラを被る仕草をされると、ちょっと面白みがある。おそらくクローヴィスが自分の手で変装をしているのだろう。

　――となると、前に私がフェルディナン様と話をしていたと拗ねていらしたときにルイから聞いたのだとおっしゃっていたことは、実はクローヴィス様に見られていたってこと？

「……どうして変装を？」

「僕だとわかると、浮いてしまうから。この傷を怖がる人は君が考えている以上に多いんだよ」

　そう答えて、クローヴィスは火傷の残る左頬を掻いた。

　アリアーヌはハッとして頭を下げる。

「あ……すみません」

「ううん。意地悪な言い方をしてごめんね。みんな君みたいだったらよかったのに」

　寂しそうに笑う。

　研究が好きな変人だと思われがちなクローヴィスであるが、元々は人懐っこい性格なのだろう。優しいがゆえに、人目を避けているのだ。

「僕はね、とても君のことが好きなんだ。夜会に出席する義理を果たすためにあんなメイクをさせられていたことに怒りも感じていたし、引き立て令嬢だなんて失礼な話だと憤慨した。僕と研究を続けるためだと君が言うから耐えてきたけれど、疲労が溜まっているのをみたら限界だと思ったんだ。どうして結婚すると言えなかったのだろうと、臆病な自分を憎く思えたよ」

「そんなふうに思っていただけていたとはつゆ知らず。申し訳なかったです」

「アリアーヌ。君に謝ってほしいわけじゃないんだ。僕が君を想っていても、君にその気がないならただの押しつけだ。権力や立場をもって君を従わせることは可能ではあるけれど、できるだけしたくなかった。君に嫌われたら、僕はもう生きていけない」

「大げさですよ」

　アリアーヌが苦笑してお茶を啜ると、クローヴィスはふるふると首を横に振った。

「君の優しさに甘えたくなってしまう。僕が君を引き留めたのを、君はあきれただけで怒りもしなかったから許されているように思ってしまうけれど、それは違うよね」

「疲れたあまりに御乱心なのだろうと考えていますけど」

「聡明な君が言うのだから、そうかもしれないね」

「なので、正常な思考ができるときに、きちんと話し合いましょう。私も疲れが溜まっているので、日を改めて欲しいです。考えていただけませんか？」

　口説かれ続けてはアリアーヌの身がもたない。話半分に聞いているつもりだが、体は如実に反応してしまう。

　クローヴィスのことをアリアーヌは評価している。立派な御仁であると。

　この国の薬学のトップであることは間違いがなく、その知識や技術での国への貢献は計り知れない。これから先もきっと必要な人間だ。人柄としても勤勉で、無駄なことを嫌い、女性関係で浮ついた話を聞かない。薬学を究めるために生まれたような人だと思った。研究中の事故で火傷を負ったのに、恐れることなく研究を続けているあたりもすごいことだと思う。その傷を隠す技術もあるのに、あえて晒して生活していることも、見た目をとても重視するこの国ではすごいことだ。

　だが、そんな彼に果たしてアリアーヌ自身はふさわしいのだろうかという疑問はある。

　仕事っぷりを評価されているということは、論文を連名で出してくれることなどから対外的にも伝わってくる。普段の言動も、口説かれていると勘違いしてしまう言い回しの多用は気になるものの、仕事を評価しているものが多い。

　アリアーヌを異性として見ているというよりも、助手として、同じ研究職の人間として評価されていて、そこに喜びを感じることの方がアリアーヌは多かったのだ。

「うん……君の言いたいことはわかるんだけど」

「なにか引っ掛かることがあるのですか？」

「結論を先延ばしにされると、僕に異性としての魅力がないのだと思えて、とても胸が苦しい」

　シュンとされるとこっちが悪いことをしているみたいな気になる。でも、それは思わされるだけで、アリアーヌは間違っていないはずだ。

　だが、一方で感じたことがある。

　おそらくクローヴィスは、自分の魅力に自信をなくしているのだろう。研究者としての評価ではなく、自分自身を見てもらいたいという欲求が満たされていないのだ。

　それは、半身に負った火傷の痕も影響しているのかもしれない。

　この国の人々は見た目の美醜をとても重視している。美醜を取れば血筋や家柄だったり、職業だったりで人柄は二の次三の次だ。クローヴィスは自分という一人の人間と向かい合ってくれる人間を探しているのだろう。

「……異性としての魅力は充分にありますよ」

　どう答えるのがいいのか迷って、アリアーヌはポツリと呟く。

　クローヴィスが反応した。

　だから、仔犬が喜ぶみたいな無邪気な笑顔を向けないでほしい。

「あのですね、クローヴィス様。異性として意識しているから、押し倒さないでほしいし、風呂は覗かないでほしいんですよ！　いいですか、ちゃんと聞いてくださいね。私が侯爵家の財産やパイプを狙ってあなたの助手の座についていたなら、とっくにあなたを籠絡して愛人の座におさまっているはずなんです。これでもね、閨事の知識はありますし、媚薬を作る技術もあるんです。あなたに気に入られていることを知っていてそれらをしなかったのは、研究が大事だというのもありましたけど、クローヴィス様に認めてもらいたかったからなんです。実力で、屈服させたい、ただそれだけなの」

「うん」

「なので、仕切り直しましょう」

　すごく恥ずかしい告白をしたような気がして、アリアーヌは一呼吸おいて提案する。カップに残っていたお茶を飲み干してクローヴィスの反応を窺うと、彼は上機嫌な顔をアリアーヌに向けていた。

「僕は今すぐ君をベッドに誘いたいよ」

「子守唄でもお聞かせしましょうか？　私、すごい音痴ですけど」

「うまく鳴かせてみせるさ。どうかな？」

　うまく鳴かせてみせると豪語されると、その意味を察してしまって全身に熱が宿った。子守唄どころではない。

　クローヴィスは色気を孕んだ視線を向けてくる。胸がドキドキした。

「……お疲れなんですから、それこそ日を改めてください」

　こちらの負けだ。誰かこの男を止めてほしい。

　ほてった顔を隠すように横を向けば、彼の手が伸びてきてアリアーヌの頬に触れた。

「可愛い顔を隠さないで、アリアーヌ」

「こういう顔を見せる相手はあなた様だけです。勘弁してください」

　クローヴィスのひんやりとした手を払い除けることができない。心臓が忙しい。

「君が僕を異性として意識してくれているのがわかったから、少しだけ満たされたよ」

「ち、知識は、あ、ありますけど、経験はないので……ほんと、やめてください」

　頬を撫でていた手が唇に触れて、指先でもてあそばれる。そんな一つひとつの些細な仕草に艶めいたものを感じて、アリアーヌは落ち着かない。

「口づけだけだよ」

「しませんっ」

「しようよ。日を改める誓いのために」

　今はこれ以上しないけれど、関係を先に進めるつもりがあることを示せと言っているのだろう。

　ならば、応じるのがいいような気がした。

　アリアーヌはクローヴィスのほうにゆっくりと顔を向けて目を閉じる。

「うん。いいこだ」

　クローヴィスが移動するのがわかり、きゅっとつむる目をさらに閉じた。

　唇が触れた。触れただけでは済まなくて、彼の舌がアリアーヌの唇を割って入る。舌が絡み合ってぬるりとした感触が伝わってくる。

「んん……」

「約束、だよ」

　熱を帯びた吐息が耳に当たる。それだけでぞくりとして驚いた。ぼうっとしている。

「……わ、わかりました」

　そう答えるだけで、今のアリアーヌはやっとだった。
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　昼過ぎにアリアーヌが屋敷に戻れば、すごい勢いで母、アンリエットが玄関先にやってきた。ついギョッとしてしまう。

「アリアーヌ、おかえりなさい」

　そう告げるなり、アリアーヌの身なりをじっくりと見てアンリエットはうっとりと微笑んだ。

「首尾よく虜にできたのかしら？」

「そういうつもりは私にありません」

　叱られるのかと身構えたがそうではないとわかって、アリアーヌは自室に戻ろうと一歩踏み出す。そんなアリアーヌの行く手を塞ぐようにアンリエットは移動した。

「クローヴィス様があなたをたいそう気に入っていらっしゃることはもうわかったでしょう？」

　右に避ければ右へ、左に避ければ左に踏み出すアンリエットに、アリアーヌは苛立ちながらついに立ち止まる。

「私の能力を気に入っているだけですよ。優秀な助手だって褒めてくださりました」

「あなたにぴったりな可愛らしいドレスを頂戴しておいて、そんな言い方はないんじゃなくって？」

「お母様が裏で手を回していたんじゃないんですかね？」

　クローヴィスとアンリエットが駆け引きをしていたことは知っている。それをアリアーヌが指摘してやれば、アンリエットは大仰に笑った。

「あら、あちらからあなたに合う服を買いたいとサイズをお聞きになったのよ」

「実験で汚した際の着替えの準備のためでしょうに」

　やはりアンリエットはクローヴィスの言い分をいいように解釈したらしかった。アリアーヌがあきれて呟けば、アンリエットは不思議そうに首を傾げた。

「本当にそれが目的なら、着替えを持たせるように指示されるんじゃないかしらね。あなたはとびきり小柄でしょう？　ドレスを用意するのは簡単ではないのよ」

　確かにその通りだ。アリアーヌはアンリエットを見やる。

「それは……存じていますが」

　必要なら現金を支給して、着替えを用意させることは可能ではある。そのほうが手間は少ないし、合理的だ。アリアーヌの実家は伯爵位を持つ貴族なのだから、庶民と比べれば実家でドレスを用意するのは日常的なことである。わざわざクローヴィスが用意する必要はない。

　アンリエットは勝ち誇ったように笑みを浮かべた。

「クローヴィス様はあなたの服を選びたかったのよ。そのドレスの色、侯爵家が身につけている色ですもの。よほどご自分のものにしたかったと見えるわ」

「え」

　言われて、改めてドレスを見やる。紫色の中でもとびきり珍しい色だとは思ったが、母が言うようにこの色は侯爵家が贔屓にしている色だ。

　その意味するところに気づいて、アリアーヌはさっと血の気がひいた。

「す、すみません、お母様。私が鈍いばかりにとんでもないことに」

　不敬ということにはならないだろうが、このドレスを着て外を出歩くのはかなりまずい。今は夜会メイクをしているわけではないのでアリアーヌだとわかった人間は身内くらいのものだろうが、侯爵家のお気に入りが現れたと噂されるのは時間の問題だと思われる。

　なぜなら今、侯爵家の四兄弟全員が未婚だからだ。うっかりすると、現当主の愛人と言われかねない。

　迂闊だったことに頭を抱えていると、アンリエットはアリアーヌに近づいて頭を撫でた。

「あちら様から息子をよろしくと頼まれていますから、火消しはしてくれるでしょう」

　――なんですと？

　アリアーヌは顔を上げてアンリエットの真意を探る。

「待って……？　公認？」

「陛下からも婚儀はいつになりそうかとせっつかれていますのよ？　こうした駆け引きが不得意な子たちでしょうから、見守るようにとお伝えしてきたの」

　アンリエットが陛下から直接言われてはいないだろうが、クローヴィスの父ならば陛下と話す機会はある。長男の動向を気に掛けられるのはわからなくはない。

　アリアーヌはゆるゆると首を横に振った。

「私は、クローヴィス様と結婚する気なんて」

　お嫁さんになってとプロポーズされたが、そんなすぐに結婚するつもりはない。まずは仕事だ。国のプロジェクトに関わっている今は時期ではないだろう。結果が出て落ち着いてからが望ましい、少なくともアリアーヌはそう考えていた。

　そんな控えめな発言をするアリアーヌに対し、アンリエットは腕を組んで見下ろしてくる。

「結婚したほうが、都合がよろしいではありませんか。あの厄介な侯爵家を継ぐわけではないですし、あなたが望む状況に最も近いのだと考えているのだけど」

「で、ですけど」

　――ん？　厄介って言った？

　どういう意味合いでクローヴィスの実家であるユベール家を厄介だと告げたのか、アリアーヌにはすぐにはわからなかった。長男が家を継がないのは珍しいことではあるが、それを指して厄介とは言わないだろう。アンリエットにはユベール家の事情が知らされているというのだろうか。

　アリアーヌの両肩にアンリエットは自身の手を置く。

「いい？　このドレスはプロポーズなのよ。あちら様の望むような答えを出さないと」

「……お母様。少し思考を整理したいので、休ませてください」

　何かに巻き込まれているような気がする。落ち着いて考えたほうがよさそうだ。

　アリアーヌが片手を挙げて申し入れると、アンリエットは手を退かして首を傾げた。

「研究一筋のあなたには珍しい申し出ね」

「研究にのめり込みすぎて過労なんです。ちゃんと、向き合いたいの」

　頭が痛い。クローヴィスが何を考えているのかわからない。

　――私のことを、異性として見ている？　本当に？　あの仕事の虫のクローヴィス様が？　告白もされたし、プロポーズらしいことも告げられてはいたけれど、未だに信じられない。

　アリアーヌが訴えれば、アンリエットもアリアーヌの顔色があまり良くないことに気づいたらしかった。

「そうね。部屋で休みなさい」

　アンリエットにしては珍しく、使用人とともにアリアーヌの私室まで付き添ってくれたのだった。
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　アリアーヌには兄が二人と姉が一人、妹が五人いる。五人の妹はアリアーヌとは母親が違うこともあってきょうだいが多い。

　そんな家族のなかでアリアーヌだけが病弱だった。

　人にうつるような病気ではなかったことが幸いし、アリアーヌがベノワ家から追い出されることはなかった。

　伯爵位をもつベノワ家は古くから続く家系で、経営のセンスに恵まれているのか財産が潤沢で裕福な家である。数代前から本の蒐集家として名を馳せ、領地に建つ大きな屋敷には書庫を構えている。アリアーヌは療養と称して書庫で一人、本を読んで過ごすことが多かった。勉強が好きになったのも、外に出られず部屋に一人でいることが多かったことが理由だ。

　薬によって活動の幅が大きく広がったのは十八歳になった頃だ。

　外に出ても息苦しくなることはなく、ほかのきょうだいたちと同じような日常を送れるようになった。

　新薬を開発したのはこの国の若い薬学博士であることを知って、アリアーヌは彼に興味を抱いた。王立図書館に彼の論文を探しにいき、関連書籍も読み耽った。とても興味深い世界がそこにあることを知った。

　いつしかアリアーヌは彼に師事することを決め、独学なりに勉強に励んだ。彼は現状、助手を求めてはいないとのことだったが、有能であると認められる場合に限り特例として受け入れてもいいと試験を行っていると聞いたのだ。

　クローヴィスの助手になれないとわかれば、アリアーヌがお見合いをして適当な相手と結婚する気になるだろうとでも両親は考えていたらしい。最初で最後のわがままになるのだからと、受験を許してくれた。

　そんな調子だったので、まさかアリアーヌが合格を掴み取るとはこのときの両親は考えていなかったようだ。

　合格通知を受け取ったアリアーヌに、ならばクローヴィスに取り入るようにと迫ってきた。貴族の家に生まれた女性を政治の道具と見做す感覚は徐々に減りつつあるが、その影響が色濃く残っているのがこの社交界である。ベノワ家を存続させるには必要なものだとアリアーヌは認めていたので、彼のもとで研究を続けるためならそういう体を装っておこうと考えた。

　クローヴィスの気を引くのはやぶさかではない。優秀な助手として認めてもらうために精を出し、両親の前では彼を誘惑する悪女の振りをして見せた。そもそもクローヴィスは結婚するつもりがないと聞いていたので、アリアーヌがどんなに頑張ろうとも両親の思惑どおりにはならず、彼のそばで研究ができるだろうと踏んでいた。

　それに、アリアーヌはクローヴィスに命を助けてもらったお礼をしたいだけだったのだ。

　その感謝の気持ちを薬学の研究という形で世の中に恩返しをしたかった。世の中に貢献するのは貴族の家に生まれた者の宿命なのだから、生かされた分はしっかりと働いて返さねば、と。

　なのに、誤算だ。

　クローヴィスに気に入られているとは思っていたが、婚姻を迫られるとは。それも、仮初めの関係ではなく、アリアーヌを女性として求めているなんて。

「……きっと過労のせいよね」

　アリアーヌが疲れているから勘違いしているのだろうとも思い込みたかったが、口づけの感触は生々しいし、半裸で寝ていたことも何事もなかったとは思えなくて否定できない。

　――寝る直前のこと、よく覚えていないんだもんなあ……。

　全部夢だったような気さえする。

　媚薬入りの香水を被ってしまったときに見た夢とそっくりな口づけをした。その感覚は本物だったのか偽物だったのか、もうわからない。

　アリアーヌは勉強のために本はよく読んでいたが、最近流行りのロマンスもよく読んでいた。これは姉や母のお下がりでついでに読んでいただけなのだが、いずれ嫁に行くのであれば参考にと少々過激なものも押しつけられていたことに今さら気づく。

　――なるほど、それでああいう夢を見たのかも。

　夢ならまだわかる。ただ、自分の身にそういうことが起きるとは、まさか想いを寄せている相手からぶつけられるとは。

「あぁあぁ！　思い出しちゃダメっ！」

　ねっとりとした口づけも、身体に触れた熱も、ベッドの中で思い出してしまって身悶えた。

　もっと嫌悪感があれば拒めたのに、心地よくて嬉しくなってしまって、どうにもならなかった。何気ない言葉一つだけで高揚してきた自分なのだ。あんなにたくさんの刺激を受けては過剰摂取もいいところである。

「これじゃ仕事にならないよ……」

　からかっているなら突っぱねることもできたのに、真剣な想いを無碍むげにできるわけがない。アリアーヌは異性としても彼を好いている。

　だが、浮かれている場合でもなかった。

　研究は最終段階にきており、結論に至る重要な局面を迎えている。失敗は許されない。なんでこんなときにこんなことになっているのだろう。

「眠れない……」

　どうしても体が疼く。外聞など気にすることなく、クローヴィスに抱いてもらうべきだっただろうかと考えて、アリアーヌは首を横に振った。

「今は休もう」

　部屋を出て厨房へ。使用人にお湯を用意してもらい、心を落ち着けさせる薬草茶を淹れる。香りを大きく吸って、彼の香りを思い出し、咽せた。難儀だ。

　――責任とってくださいね、クローヴィス様！

　研究一筋の真面目な性格だと自分では評していたのに、色恋沙汰でこのざまである。情けない。

　心配する使用人をよそに薬草茶を飲み切って片付けを頼むと、アリアーヌは自室に戻るのだった。




＊＊＊＊＊




　翌朝。

　アリアーヌが仕事に向かうと、郊外にある研究所の入口に珍しい馬車が停めてあるのが目に入った。ユベール家の馬車だ。

　これに乗って訪ねてくる相手で思い当たるのは、フェルディナンくらいだろうか。

　――何か急用かしら……？

　クローヴィスがユベール侯爵家から融資を受けて研究所を運営しているからか、監査名目でときどきフェルディナンが訪ねてくる。基本的には訪問前に知らせが届くので、研究室内を片づけてもてなしたりするのだが、今日はなんの連絡もなかったはずだ。

　玄関から入れば、フェルディナンがよく使っているフレグランスの匂いが微かに香った。ピリッとしたスパイス臭はフェルディナンによく似合うと思うが、この研究所では珍しい匂いなので目立って感じられた。

　――第一研究室にいらっしゃるのかしらね。

　匂いが濃くなっている。第一研究室は歓談の場にもなっていて、ふだんは荷物置き場として使ったり、軽食を摘まんだりするのに使っている。来客があったときに使うのもこの場所だ。

　アリアーヌがドアノブに手をかけたとき、部屋の中の声に引っ掛かって息をのんだ。フェルディナンの苛立った声が室内に響いている。

「――へえ？　あんたにその気がなくても、親父はそう考えちゃいないってことだ」

「僕としては、その話は済んだことだよ」

「はぁ……。それなら俺は構わないんだが、こっちに顔を出して話をつけてほしい。俺には俺の仕事があるんでね」

　面倒臭そうなフェルディナンの声とともに足音が近づいてくる。アリアーヌがもたもたしていると、ドアが引かれた。背の高いフェルディナンの視界に入らなかったのだろう、アリアーヌは彼にぶつかってしまう。

「おっと。お団子頭のアリアーヌちゃん。盗み聞きかい？」

　冗談めかしてフェルディナンが声をかけてきた。この人はいつも態度が軽い。

　アリアーヌは一歩下がって彼を見上げた。

「そのつもりはなかったのですが、フェルディナン様の声が大変よく通るお声でしたので、どうしても多少は耳に入ってしまいますわ」

　はっきりと返してやれば、フェルディナンは苦笑する。部屋の中にいたクローヴィスが明るく笑う声がした。

「ははは。そんな大した話ではないから聞かれても問題ないよ。それに、アリアーヌは僕のお嫁さんになる人だ。身内みたいなものだからね」

　クローヴィスが流暢に続けるので、フェルディナンは驚いた顔をそちらに向けた。

　これはよくない。

「ちょっ、私、まだお応えしていないと思いますけど」

　誤解されないように慌てて返せば、クローヴィスが不思議そうな顔をして首を傾げた。温厚な大型犬みたいな態度をされると、絆されそうになるのでやめてほしい。

　次に声を立てて笑ったのはフェルディナンだった。

「あっはっは。それはめでたいことで。アリアーヌちゃん、首尾よく兄貴を落とせたということかな？　あの媚薬はなかなかでしょ」

「別に媚薬で誘惑したわけじゃないです」

「じゃあそういうことにしておくよ」

「だから、違うって」

　言い合いになりそうになったところで、クローヴィスの咳払いが挟まった。なんとなく機嫌が悪そうだ。

「とにかく」

　今度はフェルディナンが咳払いをして話題を切り替える。

「兄貴はウチに顔を出すこと。アリアーヌちゃんを迎えるつもりが本当にあるなら、なおさら早めに顔を出せ。俺は伝令係じゃないんだ、わかったな？」

「うん……わかった」

「じゃあ、アリアーヌちゃん、またね」

　子どもにするみたいにフェルディナンはアリアーヌの頭を撫でて立ち去った。賑やかな人だといつも思う。

　――にしても、聞かれても困らない話、か……。

　ほとんど話を聞いていないに等しいだろう。ユベール家の話題なのだろうことは推測できるが、それだけである。アリアーヌは小さく息を吐いた。

「アリアーヌ」

「はい？」

　声が思いのほか近くに聞こえて見上げると、クローヴィスがドアまで来ていた。フェルディナンを見送りに行くのかと考えて横に避けると、クローヴィスはアリアーヌを抱き締める。

「ん？」

　クローヴィスの予期せぬ行動に、アリアーヌは身動きが取れなくなった。背の高さの都合でアリアーヌの肩に回されている腕がきつめに締まる。

「ほかの男に触らせるものじゃないよ」

「ぶつかったのは事故ですけど」

「頭を撫でていった」

「よくあるスキンシップなんですが……」

　フェルディナンは距離が近い。それはアリアーヌが相手だからではなく、どの女性に対してもフェルディナンは距離が近くてスキンシップが過多な傾向にある。

　それはフェルディナンだけでなくクローヴィスについても同じことが言えると思うのだが。

「よくあってはいけないよ」

「私の身体は私のものなので、誰にでも気軽に触らせてはいないはずですが」

　アリアーヌが抗議すれば、クローヴィスはパッと離れて肩に手を置き直した。驚いたような、クリクリとした大きな紫色の瞳がアリアーヌを覗き込む。

「……そうなの？」

「クローヴィス様もフェルディナン様と同じように触れていらっしゃると思いますよ？」

　何を案じているのかわからなくて、アリアーヌはクローヴィスを見上げながら首を傾げた。

　クローヴィスの眉間に皺が寄る。

「僕と弟は同等なのかな？」

「行動の傾向が似ていらっしゃるとは思いますが」

　素直に答えれば、クローヴィスは首を横に振った。

「そういう話じゃないよ。君にとって僕と彼は同じような存在だと思っているのかなって聞いているんだよ」

「それなら、えっと……クローヴィス様は特別だと……思っていますけど」

　クローヴィスだからこんなに心が揺れるのだ。

　フェルディナンはフェルディナンで、素敵な男性というのは彼のような人間をいうのだろうとは評価しているものの、それだけである。遠目に見ている分には害はないくらいのニュアンスのつもりで、積極的に関わりたい相手ではなかった。クローヴィスの弟だから話をするだけ。研究を続けるために必要だから会話をするビジネスの間柄だ。

　アリアーヌがたどたどしくうまくまとまらない言葉で返せば、クローヴィスは大きく息を吐き出した。

「それならいいんだ」

「――おっと、旦那がた、始業時間は過ぎているんじゃないか？」

　隣の準備室から出てきたのは、少年のような出立ちの小柄な男性だった。クローヴィスが信頼を寄せる使用人のルイだ。昨日は研究所の作業をお任せしてしまっていたので、引き継ぎのためにこちらに顔を出していたのだろう。

「ああ、そうだね。仕事に切り替えないと」

「クローヴィスの旦那、あんまりいちゃついてくれるなよ」

　揶揄からかうようにルイは告げると、第一研究室に入っていく。アリアーヌはルイに続いてようやく部屋に入るのだった。
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　研究所の横に広がる薬草園。

　一部は温室になっており、植生の異なる多彩な植物を取り扱っている。この国では珍しい貴重な植物も多数あり、クローヴィスはそれらを大切に管理しているのだ。

　研究のために生育している植物たちはとても元気だ。異常もなく、種子の収穫に向けて順調に作業は進んでいる。ここで失敗したら、考えられる原因をまとめて来年に持ち越されるので気は抜けない。

　アリアーヌは大きく花開いた花弁に異常がないこと、香りが記憶や記録と相違ないことを確認してほっと息をついた。

　クローヴィスたちが手入れをしているこの薬草は異国からの輸入に頼り切っている。薬として優秀なことと、香水の原料にもなることから今後も需要が高いことが予想されるため、将来的には輸入に頼ることなく国内で安定して生育できるようにしたいのだそうだ。原産地とこの国の環境がかなり違うことは既に調べがついている。生育に必要な条件を見つけて、収穫量を増やすことがアリアーヌたちの課題だ。なので、できるだけ成果を上げておきたい。

「……クローヴィス様はどうして薬学を究めようと思ったんですか？」

　薬草園の水やりを終えて研究室に戻るとき、ふと気になってアリアーヌが尋ねた。研究に関係のない個人的な話なのでずっと触れてこなかった部分である。

　アリアーヌの問いに、クローヴィスは小さく笑った。

「僕は植物が好きでね。季節によって様々に変化するのを面白いと思っていたんだ。僕が小さな頃、風邪を拗らせてしまってね、たまたま薬が手に入らなくて、祖母が庭に生えていた薬草を見繕って僕に与えたんだ。とんでもなく苦い飲み物でね……でも、一晩経って熱は下がって改善したんだよ。あの苦い飲み物が効くとは思っていなかったから、とても印象的で。ほかにどんなものがあるのかと書物を読み漁っていたら、今の僕になった。植物を育てるのも、実験をするのも好きだよ。結果がわかりやすくて」

「そんなことがあったのですね」

　苦い薬にはアリアーヌにも覚えがある。幼少期はそれが嫌でこっそり捨てたこともあったが、効果は抜群だったからすぐにバレたのを思い出す。

　今はもっと飲みやすい薬が手に入りやすくなった。成分が安定した安価な薬剤を開発して広めたのはクローヴィスだ。

「もう三十年以上も昔の話だ。薬にこだわるのも、あのときにすぐに手に入らなかったからだね。あんな苦しい思いをする人間が一人でも減るように、安価で誰でも手に入る薬を目指している」

「素敵なお話をありがとうございます」

　――この人がいたから私は救われたんだ。

　アリアーヌは胸の奥が熱くなるのを感じた。クローヴィスがいなかったら、今の自分がいなかっただろうことは想像しやすい。この恩をできる限りお返ししたいと強く願った。

　すると、クローヴィスはアリアーヌに向かって優しく微笑んだ。

「研究を続けていたから、君がこうして僕の隣に来てくれた。続けてきてよかったって心の底から感謝しているよ」

「そ、そこに私を結び付けないでください」

「本当のことだからね。君を救うことができたのは、僕の幸福でもあるんだよ」

　真っ直ぐな言葉をぶつけられると照れくさくなってしまう。アリアーヌは真っ赤になっているだろう顔をそっとふせた。

「僕は君のことが好きなんだ、アリアーヌ」

「仕事中に口説くのは禁止します」

「うん、わかった」

　しょげた口調ではなく満足げにクローヴィスは返すのだった。
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　クローヴィスの屋敷に宿泊したあの日から数日後の週明け。

　アリアーヌが定時で帰宅しようと研究所の玄関を出たとき、ピリッとしたフレグランスの香りに気づいて足を止めた。この匂いはフェルディナンだ。

　匂いのする方を振り返れば、そこには思った通りの人物がいた。盛装をまとっているところからすると、これから夜会に行くのだろうか。

「アリアーヌちゃん」

「ごきげんよう、フェルディナン様。今ならまだクローヴィス様は中にいらっしゃいますよ」

　中に入るタイミングを窺っていたのだろうと思って告げれば、フェルディナンは真っ直ぐにアリアーヌに向かってくる。なんだというのだろう。

「今日は君に用事があって」

「なんでございましょう？」

　自分に用事があるとは思わなかったのでアリアーヌはキョトンとしてしまう。

　フェルディナンは辺りを警戒するようにキョロキョロと見回したが、そもそもこの研究所は王都の外れにあるので人通りもほぼなければ監視の目もないような場所である。やはりひと気はないのだった。

「あの……」

　誰かにつけられていたんじゃないかという雰囲気で確認したのち、フェルディナンは大きく屈んで、アリアーヌの耳に口元を寄せる。

「ダフネ夫人に気をつけたほうがいい」

「気をつけろ、とは？」

　ダフネ夫人というのは、おそらくクローヴィスの元婚約者だ。彼女の名前がここで出るのは違和感があった。

　フェルディナンが離れる。目を合わせると、彼は自身の唇に人差し指を当てた。

　――それ以上は詮索不要、か。

　アリアーヌは自身の腕を組んだ。フェルディナンの意図がわからない。こんな辺鄙な場所に通うのは大変なので、忠告以外にも何か裏があるのだろうと勘繰ってしまうのだが考えすぎだろうか。

「アリアーヌちゃんは夜会にはもう行かないのか？」

　話が変わる。フェルディナンに尋ねられると、アリアーヌは素直に頷いた。

「いろいろあって、引き立て令嬢の出番は免除になりましたので」

「兄貴と婚約するの？」

「プロポーズはされましたけど、返事は保留にしているんです。ほら、研究が大詰めなので」

　クローヴィスがフェルディナンに研究報告書を渡しているのを知っている。融資に必要な資料だからと定期的に作成しているのだから、進捗は知っているはずだ。

「なるほどな。さっさと婚約くらい済ませればいいのに」

「それはあなた様となにか関わりがあるのですか？」

　イライラして告げるので、アリアーヌはフェルディナンに疑問をぶつける。フェルディナンがアリアーヌとクローヴィスをくっつけようと画策しているようには度々感じることがあったが、ただ応援したくてそうしていたわけではないのだろう。

　態度の軽い男ではあるが、その中身は計算高い経営者であることをアリアーヌは察している。母のアンリエットがフェルディナンのことを敵に回したくない相手だと評価しているのを聞いたからだ。婚約者選びに定評のある母のいうことは信用できるだろう。

　素朴な疑問に対し、フェルディナンはにこっと優しく笑った。

「兄貴に君はお似合いだろう？　両想いなのだし、何を躊躇うことがあるんだって焦じれったく思っているだけさ」

　その言葉が嘘だとは思わないが、真意は別にあるような気がした。なんとなく、なのだけど注意したほうがいい。

「そうですか……」

「兄貴は中だったな」

　またはぐらかすように話を変えてきた。フェルディナンの言葉に、アリアーヌは頷く。

「ええ。今日の作業は終えているので、片付けが終わればルイと一緒に出て来られると思いますよ」

　今日は使用人のルイにも作業を手伝ってもらった。アリアーヌが週末に休みを取っているので、ルイがその分の作業をしているからだ。進捗は順調で、問題は発生していない。

　アリアーヌの返答に、フェルディナンは頷いた。

「そうか。今夜の夜会には親父も顔を出すからな、時間があるならツラを貸せと言ってくるよ」

「私の知らないところで、クローヴィス様は夜会に出席していたんですか？」

「そんな足繁く通うようなことはしてないが、出てはいるさ。独身貴族の義務だし」

　夜会の会場はいくつかに分かれることもあるとはいえ、まったく気づかないというのもどうなのだろう。あの長身は目立つだろうに、察することさえなかったなんて。

「そうだったんですね」

「引き立て令嬢のそばに行きたくても、君は君の義務を果たしている最中だ。邪魔をしないように兄貴なりに気遣っていたんだよ、多分」

「それ、慰めているつもりですか？」

「まあね、そんなところだ」

　ぽんぽんとアリアーヌの肩を叩くと、片手を上げて別れを告げる。フェルディナンはクローヴィスが残っているだろう研究所の中に入っていった。
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　翌日の研究室は、いつもどおりだった。

「おはよう、アリアーヌ」

「おはようございます、クローヴィス様」

　荷物を片付けて作業用の上着を羽織る。今日の予定は昨日隣国から届いた試料を使った実験から始まる。試料の整理が途中だったので、それを終えてから実験になるだろう。

　準備を進めているアリアーヌを、クローヴィスも自身の作業を進めながらにこやかに見つめた。

「ベノワ家のお屋敷に果物を贈ったのだけど、届いているかな？」

「朝食にいただきましたよ。珍しい果物ですね、色も香りも独特で」

「数日は保つはずだから、冷暗所に置いて食べるといいよ」

「私だけに、なんですか？」

　添えられた手紙には、アリアーヌに食べてほしいと綴られていたそうだ。見た目が奇抜だったからか誰も食べようとしなかったため、結果的に責任をもってアリアーヌが食べたのだが。

　疑問に感じて尋ねれば、クローヴィスは頷いた。

「うん。疲労回復に効くという話だから。美肌にもよいらしいよ」

「抽出液を使うのではなく、食べるんですね」

「そう。隣国ではデザートとして食べることが流行っているそうだよ」

「さすがは情報が早いですね」

　クローヴィスは研究の都合で頻繁に隣国と手紙のやりとりをしている。植物の研究に関した真面目な話ばかりなのだろうと思っていたが、食の流行の話もするのだなと感心してしまった。アリアーヌには隣国のツテはないので、異国の話には疎い。

「口に合うようならまた試料を取り寄せるついでに送ってもらうつもりだけど、どうだったかな」

「生食をするには少々癖があるなあと。食べやすい方法があればありがたいですが」

　まず、見た目がきつい。赤と黒でグチャッとしているのはどうなのだろうと思わなくはない。味は美味しいと思う。

　正直に告げれば、クローヴィスは頷いた。

「わかった。聞いておくよ」

「あ、いえ。私ばかりいただくのは申し訳ないんですけど」

「気にしないで。アリアーヌにずっと元気でいてほしいから、していることなんだ」

「そんなに私、疲れた顔をしています？」

　夜会への強制参加を回避できるようになったおかげで休暇はしっかりと休めた。目の下の血色もかなり回復したと思っていたのだが。

　クローヴィスがアリアーヌを見て微苦笑を浮かべた。自身の火傷の痕を爪の先でカリカリと擦っている。この反応から予想するに、顔色が悪かったことが理由ではなさそうだ。

「あ、それとも、なにかミスでも見つかりましたか？」

　自分ではしっかりできているつもりなのだが、うっかりしていて何かの記入漏れや作業ミスがあったのかもしれない。それが原因で疲労が溜まっていると判断されるのはわからなくもない。

　アリアーヌの言葉に、クローヴィスはゆっくりと首を横に振った。

「問題は起きていないよ」

「ではほかに何か？」

　これ以上はなにも思い当たらない。首を傾げると、クローヴィスが近づいてきてアリアーヌの頭をぽんぽんと撫でた。

「君は真面目だね」

「クローヴィス様の唯一の助手なので」

　どうして頭を撫でられたのかよくわからない。アリアーヌが見上げていると。クローヴィスは少し屈んでアリアーヌに視線を合わせてくれた。

「君は優秀な助手だよ」

「それが？」

「君が書き残しておいてくれた資料どおりに作業は進んでいる。記録帳も用意しておいてくれただろう？　あれのおかげで正確なデータが取れている」

「私やクローヴィス様に何かあっても研究が続けられるように考えてありましたからね。お役に立てたようで何よりです」

　なんの問題も起きてないなら安心だ。アリアーヌがホッと胸を撫で下ろしていると、クローヴィスが腰に手を当てて軽く伸びをしてみせた。

「うん。だから、今日は少し休みを取ろうと思うんだ」

「私は次の週末に休むので、クローヴィス様はご自由にどうぞ」

　休暇は交代で取るようにしている。植物が主な相手なので、研究に支障が起きないようにとアリアーヌが助手になったときに二人で決めたことだ。

　いつもそうしてきたから、アリアーヌは彼の体調を考えて提案する。研究室で具合が悪くなったのは先週の話ではあるが、あれからしっかり休暇を取れているかと聞かれたら少々怪しい。休めるなら休んだほうがいいに決まっている。

　アリアーヌの言葉に、クローヴィスは眉間に皺を寄せた。むすっとしている。

「付き合ってくれないの？」

「子どもじゃないんですから」

　アリアーヌが呆れると、クローヴィスはじっと見つめてくる。そんな態度なのでアリアーヌが身構えれば、彼はゆっくりと唇を動かした。

「恋人になってほしいんだ」

「……デートのお誘いだったんですか？」

　予想だにしなかった言葉に、アリアーヌは目を瞬かせる。

　クローヴィスは少し膨れて言葉を続けた。

「婚約するのは家を通さないといけないよね。でも、恋人ならば本人たちの了解で始められると思うんだ。違うかな？」

「仕事の結果は自分の目で確かめたいんですよ。もう少しで成果が出るじゃないですか」

「君がそういう性格なのはよくわかってる」

　アリアーヌの言葉にすぐに返してくるあたり、想像の範囲内だったのだろう。

　――断られるとわかっていて、提案してきたのかしら……？

　意思表示をしておかねば伝わらないとクローヴィスなりに学習したのかもしれない。そう考えると、ここで冷たくあしらうのは上司であり恋人になるかもしれない相手に対してすることではないだろうとアリアーヌは考え直すことにした。

　――今日の予定と明日の予定で重要なものは、っと……。

　少しスケジュールを思い返してみて、アリアーヌはうん、と小さく頷いた。クローヴィスに改めて向き合う。

「では、終業後にデートというのがよろしいのではないでしょうか」

　丸一日を二人で休むのは仕事として不安がある。ルイに頼むことは可能ではあるが、それはできるだけ切り札として温存しておきたいところだ。

　ならば譲歩してできるのは、終業後のデートである。食事くらいなら付き合ってもいいだろう。

　アリアーヌの提案に、クローヴィスは目をまんまるくして喜びの表情を作ったが、すぐにハッとした表情に変わった。

「夜会は？」

「あのドレスで帰ったら免除されました」

「僕の意図が伝わったようでなによりだ」

　今度は嬉しそうに微笑んだ。とても幸せそうである。

　となると、母の言っていたことは概ね事実なのだろう。婚約の意志をドレスに託したのだ。

「ならば、僕の屋敷で食事をするのも悪くないのかな」

「家には帰りますよ」

「僕の家に？」

　大歓迎だよと言いたげな表情だが、アリアーヌはわかりやすいように大きく首を横に振った。

「実家です、実家！　そりゃあこの先、あのお屋敷が私の帰る家になることはあるのかもしれませんけど、手順をしっかり踏んでください。私は余計な面倒ごとは起こしたくないんです」

「何が起きても僕がねじ伏せるよ」

　クローヴィスの口調は穏やかなのだが、そこ知れない怖さを孕んでいる。確かに彼ならねじ伏せることができそうだな、と納得しかけてアリアーヌは一瞬言葉を詰まらせた。

　政治が苦手だというクローヴィスではあるが、目的のためなら躊躇しないタイプだとアリアーヌは評価している。普段が温厚で他者を傷つけるような言動をしないクローヴィスだけれども、強情で強引な部分は親元であるユベール家の弟達とも通ずる部分なので、クローヴィスもその傾向はあると思えた。

「……あなたはそれが可能かもしれませんが、私が困るんです。私は出来る限り祝福されたい。その願いを叶えてくださらないなら、デートもそもそもの婚約も無効です！」

　アリアーヌが勢いよく捲し立てれば、クローヴィスはしゅんと縮こまった。

「そう……うん、君がそういうなら、それに従うよ。仕事はきっちりこなして、食事だけして、家に帰す……うん、できる限り努力する」

「仕事は、と言いましたけど、クローヴィス様の提案も加味して少し早めに上がるようにしましょう。お互い疲れが溜まっているのは違いがないので」

　あまりにもしょげているので譲歩することにした。アリアーヌが提案すれば、顔を上げたクローヴィスに笑みが戻る。

「そうだね。早めに終えよう。先日は急すぎてなんの準備もできなかったから、家の者にもてなしの準備を頼んでおくよ」

「わかりました。私も実家に連絡を入れておきますので」

　上司の体調管理とご機嫌取りはアリアーヌの仕事ではないと否定しつつも、研究以外ではしゃぐクローヴィスを見るのがなんだか楽しくて、今は甘やかしておこうと思うのだった。
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　生育状況や実験結果をまとめて明日の準備を終える。

　ここまでしておけば続きへの着手はスムーズだ。

「はい、クローヴィス様。今日のお仕事は終わりましたよ」

　一足先に終えてそわそわしていたクローヴィスに声をかけると表情を明るくした。どうして彼は幼児や飼い犬のような無邪気な態度を示すのだろう。

　――私よりずっと大人の男性のはずなんだけどな……。

「さすがはアリアーヌだね。約束どおりに早く終えるなんて」

「急ぎではない作業を明日以降に変更しましたので」

「じゃあ、明日は大変なのかな」

「そんなことはないですよ。短時間で片づきそうなものは今日のうちに終えてしまっているので、残業もなく終わると思います」

　アリアーヌがさらさらと答えると、クローヴィスは大きな紫色の目を瞬かせた。

「いつの間にそんな手配を？」

「クローヴィス様がご自身のメインの研究に専念できるように、事務作業を含めたほかの作業を私が引き受けているというだけですよ」

　専念できるように引き受けているお陰で状況は概ね把握している。研究所での活動については他の者に任せるよりも研究内容や事務作業に精通しているアリアーヌが仕切るのが一番だ。

　すると、クローヴィスは心配そうにアリアーヌの顔を覗き込んできた。距離が近い。

「君はそれでいいのかい？」

「ええ。私は私の研究を続けてはいるので。困ることがあれば報告をしてきましたよ？」

　助手として仕事をしているアリアーヌだが、サポートが不要である場合は自由に活動させてもらっている。もちろん、自由といっても事前にいろいろな申請は必要なのだけど、アリアーヌの要求についてはほとんど叶っているし、成果も出していた。先日の共同論文も、基礎研究はクローヴィスではあるが、応用部分はアリアーヌの発案で自発的に行った部分が評価された。

　明るくアリアーヌが返すのに対し、クローヴィスは表情を曇らせる。

「うん……それはそうなんだけど」

「予算交渉もクローヴィス様は不得手ですからね。誰と交渉したらいいのかを探って手を回すのも考えて動いていますよ」

「そこは君のお母さまに似ているねえ」

　彼が苦笑したのは、交渉が苦手であると強く意識しているからだろう。そこを補うのもアリアーヌは自分の仕事だと認識している。得意なことはせっかくなので活かさねば。

「本の虫の私ですけど、人と話すのは得意なんです」

「頼りにしているよ」

　手を差し出されたので、アリアーヌは素直に彼の手を取る。大きな手にアリアーヌの手が重なると、大人と子どもみたいに見えた。

「さあ、行こうか」

「はい」

「泊まっていってもいいんだよ」

「ちゃんと帰りますよ」

「許可は取ったんだけど、君にその気がないなら仕方がない」

　許可は取ったという言葉が少し引っかかったが、アリアーヌは聞き流してクローヴィスのエスコートに従うのだった。
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　お酒は飲めるのかと聞かれたときに断るべきだった。

　だが、家ではお祝いのときにしか飲ませてもらえないし、夜会では仕事を兼ねているからと自主的に禁酒していたので誘惑に負けたのだ。

　隙あらば口説いてくるクローヴィスを前に素面でいられなかったということもある。

　食事に合うワインを出されて、ついついお酒が進んでしまったのは認める。薬草が入ったお酒も興味があっていくつも試飲したのがよろしくなかったのは間違いないのだが、もはやそんな反省をしていられるような思考状態ではなかった。

「クローヴィスさま……」

　紳士なら適当なところで止めるべきではなかろうか。だがそうしなかったのは彼に下心があったからに違いない。

　とろんとした気分で、アリアーヌはクローヴィスの膝の上にいる。正確にはベッドに腰掛けたクローヴィスの上で横抱きにされていた。

「飲ませ過ぎてしまったかな」

「どれも美味しいんですもの」

「途中で止めようかとも思ったのだけど、君があまりにも楽しそうにしているから声をかけられなかった。ごめんね」

　クローヴィスの膝の上にいるのは遠慮したいのだけども、どういうわけかアリアーヌは下りることができない。

「少し休んだら、屋敷に帰りますから。迎え、呼んでください」

「このまま泊まってよ。離れたくないんだ」

　頬擦りされると大型犬がじゃれているような感じで、彼の癖のある髪が触れるのがくすぐったい。そんな仕草が可愛いとさえ思えてしまう。

　でも、クローヴィスの髪に混じる特徴のある匂いがふんわりと香って、流されるのはよくないと少しだけ警戒心が湧いた。

「この状態で譲歩してください。私、お酒が抜けるまでその辺に転がされていてもいいくらいの立場なんですし」

　ただの酔っぱらいである。飲み過ぎた自覚はあるけど、うまく歩けなくてこの様なのだ。もう少し抵抗できるくらいに加減しておくべきだった。

「……アリアーヌ」

「調子に乗ってしまいました。明日は頭痛がひどいかも」

「水を飲んだほうがいいかな」

　そう答えて、彼はベッドサイドにあるテーブルに手を伸ばして水差しからコップに水を移した。アリアーヌの短い腕では届かない位置にあるものをこうも簡単に手に取って作業しているのを見ると、体格差を意識してしまう。

　クローヴィスはとても大きい。

　アリアーヌがとても小さいにしても、彼は同年代の男性に対して大柄な男だ。

　ぼんやりと見上げていると、彼はコップの水を自分の口に含んだ。

　――ああ、彼も喉がかわくよね、一緒にお酒を飲んでいたし……いや、ほとんど飲んでない、かも？

　思い返すと自分ばかり飲んでいたような気がした。勧められたからといって少々図々しかったのではないかと反省したタイミングで、唇に何かが触れた。

　温かい。

「ん！」

　頭を持ち上げられる。声を出そうとして口を開けたら、温かいものが流し込まれた。思わず飲み込んでしまう。

「……コップを渡してもうまく飲めないだろうと思ったんだ。でも、口移しは難しいね」

　そう告げて、クローヴィスはアリアーヌの唇の端からこぼれた水を指の腹で優しく拭った。

　アリアーヌは目をぱちぱちと瞬いた。

「濡れてしまったかな」

　顎に伝った水が胸元に落ちて、それを追うように彼の手が伸びる。咄嗟にその手をアリアーヌは掴んだ。

「いけません」

「確認するだけだよ」

「それでも、私たちはまだ夫婦ではないのですから」

　クローヴィスに触れられることは嫌ではない。でも常識や良識に則するなら手順に倣うべきだ。祝福される結婚を望むなら婚前交渉は控えねば。

「酔っていても君は」

「酩酊状態にして襲うなんて卑怯ですよ！」

　アリアーヌが非難すれば、クローヴィスはしゅんとした。

「君の意識ははっきりとしていると思うけど」

「確かに、酩酊とまでは言えないかもしれませんが、酔わせて襲うのはよくないです」

「君は僕に好意を抱いているのに、なかなか身を委ねてくれないから。お酒の力を借りれば、もう少し判断が甘くなるかと思ったんだ」

　想いが通じているのだから遠慮はいらないだろうとクローヴィスは考えているらしかった。

　アリアーヌはあきれて息を一つ吐く。

「私の貞操観念がゆるゆるだったら、早々に結婚して愛人でも作って遊び呆けていると思いますけどね！」

　言い切ってやれば、クローヴィスは驚いた顔をした。

「それは……えっと、そういうものなの？」

「夜会で人間の動きを見ていたら察するところもありますよ」

「他人の色恋沙汰には興味がないからな……」

「……そうですよね」

　クローヴィスは人間が好きなのだろうと思っているが、惚れた腫れたに興味がないようだし、誰と誰が手を組んでいるのかといった組織的なことにも興味がないようだった。政治が苦手というのがより正確だろうか。

　そういう性格なので、次期当主を次男のフェルディナンに任せることになったともいえる。クローヴィスよりもフェルディナンの方が顔がきくし、世渡り上手である。とはいえ、人付き合いが捗り過ぎて、女性問題を度々起こしているような気もするが。

「僕にはアリアーヌがいればいい。女性の体に興味があっても、僕を見て恐れてしまう相手は抱けないから」

　寂しさと悲しみが混ざったクローヴィスの表情はアリアーヌの心に刺さった。誰にも相談できず思い悩んできただろうことが察せられた。

　クローヴィスは優しいのだ。

「あの」

「うん？」

「私、これから先もクローヴィス様を恐れることはないと信じてはいるんですけど、クローヴィス様としては私でいいんですか？」

「アリアーヌにお嫁さんになってほしいとずっと思っているよ？」

「そうじゃなくてですね」

　少し酔いが覚めた気がする。

　アリアーヌはゆっくりと上体を起こし、クローヴィスの顔を覗く。

「私、この体にコンプレックスがあるんです。小柄だし貧相だし、子どもみたいじゃないですか」

　背は低いし、胸もお尻もぺたんとしている。ドレスによっては本当に幼く見える体型だ。

　アリアーヌの訴えに、クローヴィスは不思議そうな顔をした。

「君はちゃんと成人した女性に見えるよ？」

「本当に？」

「子どもに対して欲情しないさ。そういう趣味もないつもりだけど」

　クローヴィスはアリアーヌの手を取って自身の股間に導いた。トラウザーズを突き上げるそれがなんなのか、経験がないアリアーヌにも理解できる。

「ほら、君だから反応してる」

「……身の危険を感じました」

　アリアーヌが逃げようとするのを封じて、クローヴィスは苦笑した。

「待って。無理にはしない。君の体に挿れるにはしっかり解さないといけないだろうし。少なくとも今日は我慢してみせるよ。婚約を賭けて誓う」

「我慢するくらいなら、屋敷に帰してくださいな。私は他の男のもとには行きませんから」

「君のことは信用しているけれど、離れたくないんだ」

「また研究室で会えますよ」

「それもわかっている」

　甘えたいのかもしれない。自分のうちをようやく打ち明けて、それを受け入れつつあるアリアーヌにどこまで許されるのか確認したいのだ。

　アリアーヌは自由になるほうの手でクローヴィスの頭を撫でてやった。彼が驚いたような顔をこちらに向けるのを見て取って、アリアーヌは呟くように言った。

「……クローヴィス様」

「うん？」

「酔っぱらいの戯言だとして流してくださっていいのですが」

「なにかな」

　クローヴィスは優しく微笑んだ。なにを告げられるのか期待しているようにも感じられる。

　今なら、きっと。

　アリアーヌは自分のために、そしてクローヴィスのために、確認しておきたいことがあった。ゆっくりと唇を動かす。

「あなたの火傷の痕、見せていただいてもよろしいでしょうか？」

「え？」

「この前の意趣返しです。私だけ脱がされたのは不公平です。私もあなたの身体を見たいの」

　意趣返しだと告げたのは方便である。でも、こう告げれば前向きにクローヴィスが検討してくれるんじゃないかという心づもりがアリアーヌにはあった。

「う……ん……」

　葛藤している。多分これは理性と戦っているのだろう。アリアーヌに肌を晒したら、自制心が働かないかもしれないと考えているのではなかろうか。

　もう一押し必要かもしれない。アリアーヌは続ける。

「恐いとは思わないと信じていますけど、知っておいたほうがいいんじゃないかと」

「そう……だね。君に覚悟ができているときに見せたほうがいい……かな」

　戸惑う気持ちはまだ残っているようだ。ゆっくりと頷くと、緩慢な動作でアリアーヌを膝の上から下ろしてシャツを脱ぎ始める。

　噂で聞いていた火傷の痕がアリアーヌの前に晒された。

　引き攣った皮膚は色が赤く変わり、白い肌との対比が華やかにさえ感じられる。鍛えられた筋肉の上を彩る痕は、醜いと思う者も多いかもしれないが、アリアーヌには美しささえ感じられた。

「よくこれで助かりましたね」

　思ったより広範囲に痕が残っていた。

　ここまでの範囲が焼けたのなら、命の危機だっただろう。

「実験中の事故だけど、薬草園があったからね。運がよかったよ」

「でも、こんなに薬品をかぶるなんて普段の実験風景からは考えられないんですが」

　事故があって体制を変えたのだと言われてしまえば、対策を立てているならそうだろうと納得できる。でも、事故の時の記録もアリアーヌは見たことがあった。そんな危険な実験をしていたとも思えないのだ。

　アリアーヌの指摘にクローヴィスは苦い顔をした。
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「気が緩んでいたんだよ。研究室に一般人を入れるべきじゃなかった」

「研究室に一般人を？」

「ダフネが僕の仕事場を見たいとごねてね。そのときに」

　ダフネとはクローヴィスの元婚約者の名だ。家同士に交流があって婚約していたが、クローヴィスとの婚約を解消後すぐに別の男性と結婚している。

　アリアーヌは自分が見た記録を思い出しながら困惑していた。クローヴィスの話が記憶と違うからだ。

「そんな記録はどこにも……」

「残すなと圧力があったんだ。でも、彼女は守れたからいい。傷痕が残らなくて本当によかった」

「その火傷の痕……婚約者を庇ったからなんですか？」

　驚いて告げれば、クローヴィスは静かに頷いた。

「え、待ってください。あなたが守ったのに、あの人、あんな酷いことを言ったんですか！」

　アリアーヌは憤慨した。

　クローヴィスの元婚約者の言葉が脳裏に蘇る。

『――あのお方、わたくしと結婚したくないからと自ら薬品をおかぶりになりましたのよ。あまりにもお可哀想なので、婚約を白紙に戻して差し上げましたの』

　事故を揶揄して自分でかぶったのだと言って回っているのだろうとアリアーヌは解釈していた。美醜にうるさいこの国で育った者なのだから、クローヴィスの美しい顔が傷ついたことに腹を立ててそんな話を仕立てたのだろうと。

　でも、クローヴィスが彼女を庇って怪我をしたというなら、ひどい話である。心優しいクローヴィスに対し、あんまりではないか。

「君が怒ることじゃないよ。過ぎたことだし」

「過ぎたことでも、引き摺っていらっしゃるじゃないですか」

「気にしていないよ」

「嘘よ」

　アリアーヌはクローヴィスの火傷の痕に自分の手を置いた。肌の感触が少し違う。

「私がその傷痕を気にしないかどうか何度も確認されるのはそういうことでしょう？　私はあなたのその傷は誉れだと思います。誰かを守るために受けた傷だとわかったから、なおさら素敵で格好いいと思います」

「うん……ありがとう。アリアーヌに見てもらえてよかったよ」

　ふっと力が抜けたような気がした。クローヴィスの笑顔が柔らかい。

　――って、また私、恥ずかしいことを言っている気が。

　肌に触れていた手を離すと、素早く掴まれた。クローヴィスの笑顔が企みの色を表す。

「あ、あの」

「僕も君の体をもっとよく見たいな。先日はすべての下着を脱がすのを諦めたんだ」

「意識を失っている相手にすることじゃないですからね」

「だから、どうかな？」

　否とは言わせない気迫を感じて、アリアーヌは白旗をあげる。酔っている頭では言葉で回避できないと判断した。譲歩して、許せる範囲を探っていこう。

　胸がドキドキする。

「み、見るだけ、ですよ？」

「うん。襲わない」

「……はぁ」

　クローヴィスのこの顔に弱いのだな、酔っている勢いって怖いな、などと思いながらアリアーヌはゆっくりとドレスを脱いでいった。







　煽てられたわけではないと思いたいが、ドレスを脱いで下着姿になったところで「君の肌は綺麗だからもっとよく見たい」などと言われたら、少しくらいは希望を叶えてもいいかという気分になってしまうのだから、アリアーヌは単純だ。

　だが、ただ脱いで肌を見せたかったわけでもない。

　ふと、彼が発見したとされる美容成分の入った化粧水がどれほど効果的なのかを伝えるいい機会だ、と考えてしまったのが乗り気になってしまった原因の一つだった。自身でも感じるところだが、仕事が好きすぎるようだ。

「へえ……僕はあまり興味がなかったんだけど、君の美しさに磨きをかけるきっかけになったなら嬉しいよ。触ってもいいかい？」

「……どうぞ」

　拒んだら意識しているのが丸わかりになってしまいそうで、アリアーヌは恥ずかしいと思いながらも頷いた。

　頬に触れられたことは何度もある。白くてすべすべの肌はアリアーヌの自慢だ。その頬を撫でて、彼の手はアリアーヌの首筋をなぞり、鎖骨を滑り、胸の膨らみを優しく撫でた。

　胸があるとは言いにくい謙虚すぎる膨らみは、コルセットで頑張って持ち上げているので、いつもよりはちょっと見栄えする。

「本当に綺麗な肌だ」

「デコルテ部分は夜会で晒すことが多いですからね。手入れしておくと都合がいいんですよ」

「こんなに綺麗だとアクセサリーも霞んでしまいそうだ」

　胸の上の辺りをさすられる。その仕草が少し淫猥な気配を孕んでいて、アリアーヌは非日常であることを意識した。

「さすがにそこまでではないかと……あの、そんな、触らないで」

「赤くなってきた。擦りすぎたわけじゃないよね」

「異性にまじまじと見せるものでもないのでっ、それに、触らせるものでもないですから」

「気持ちがいいよ」

　うっとりとされると強く拒めない。アリアーヌはされるがままだ。

「あ、あなたに喜んでいただけたなら、光栄です。クローヴィス様にしか、見せるつもりはなかったので」

「そう……なの？」

　クローヴィスの手が止まって、アリアーヌの顔を覗く。

「自分の肌で実験しているようなところがありますからね。その結果が良好であれば、見ていただいた方がよろしいかと思っていたんです」

「ああ、そういう」

「美肌効果をアピールするのはちょっと憚られるかとは考えていますが、商用利用を目指すなら知っていただいた方がよろしいかと」

　イチャイチャすることが主な目的ではないことを告げると、クローヴィスも仕事の延長としての意識に変わったらしかった。

　クローヴィスがふむと唸る。

「僕が拒否していたら、僕以外の男の前でも脱いでいたの？」

　その問いに、アリアーヌは慌てて大きく首を横に振った。

「まさか。クローヴィス様のような信用できる紳士なんてそういませんから、誘うような真似はいたしませんわ。商人の中には女性もいらっしゃいます。化粧品を使用するのも主に女性なので、彼女たちに試供品を使ってもらうことを考えていました」

「うん……安心した」

　穏やかそうにクローヴィスは笑った。不安に感じたようだ。

　アリアーヌは首を傾げる。

「クローヴィス様は私がふしだらな女だとお考えなんですか？　身持ちは堅いほうだと自負していたのですけど」

「君は僕の前だと無防備だから、君にその気がなくても誑かしてしまっているのではと心配で」

「クローヴィス様を研究者として信用していたのですよ」

　解せぬとばかりに不満げにアリアーヌが返せば、クローヴィスはアリアーヌの顔に自身の顔をずいっと近づける。

「僕が男であると思っていなかったってことじゃないの？」

「男漁りのために仕事しているんじゃないんですよ……」

　はぁと小さくため息をついて顔を背ける。クローヴィスの顔は綺麗だと思う。その美しさは火傷の痕で損なわれるようなものではないのだ。

　ますます全身に熱が回りそうなところを平静を装って、アリアーヌは回避を選択する。

「君を預けるにあたって、君のご両親は僕にそういうつもりで接していいと言っていたよ」

「愛人にはしないっておっしゃったせいでもあるじゃないですか」

「それは……失言だったかもしれないけれど、僕は君を見かけたときから、お嫁さんにするなら君がいいと思っていたよ」

　意外な言葉をかけられて、アリアーヌはクローヴィスを見る。

「私が面接に訪ねたときからってことですか？」

　彼はすぐに首を横に振って否定した。

「ううん。夜会で見たときから」

「夜会？」

　いつの夜会の話だろうと記憶を遡っているとクローヴィスが続けた。

「病気がちの深窓の令嬢が初めて顔を出すと聞いて、興味が湧いてね。君の病気のことも噂で知っていたから、薬がどの程度効いたのか話を聞いておこうと思ったんだ」

「すみません。記憶にないんですが」

　アリアーヌが慌てるとクローヴィスは苦笑した。

「はは。君は緊張していたみたいだからね。質問をしようと思っていたけれど、その日は挨拶だけで済ませたんだ。ただ、君は僕の火傷の痕を見ても怯えた様子はなかったのが印象的で。みんな、僕の立場を知っていても遠巻きにしている者が多かったから、挨拶させてくれただけでも僕は嬉しかったんだ」

「あ」

　うっすらと記憶にある。

　顔に火傷を負っている青年がいたら、彼が薬学博士だと聞いていた。お礼を言わねばと思っていたのに、その日は緊張してしまって挨拶をするのが精一杯だったのだ。

　クローヴィスの表情が明るくなる。

「思い出せた？」

「そうですね。あの日が初めてお会いした日……。悪印象じゃなくてよかったです……」

　すっかり忘れていたことに驚いた。憧れていた人物に会えた喜びで緊張していたのだろう。粗相をしていなかったようで本当によかったと胸を撫で下ろす。

　クローヴィスが何かを思い出したらしい。アリアーヌを見てふっと笑う。

「次に会ったときにはゆっくり話をしたいと願っていたところに、君が研究室に押しかけてきたからびっくりしたよ」

「ああいえ、いろいろ政治的なやりとりもあってこうなったので」

「うん？」

　不思議そうな顔をしている。

　詳しく聞かせて、というクローヴィスの表情を見て、アリアーヌは言葉を続けた。

「薬学に興味があったのは事実なんですが、クローヴィス様にお近づきになるならとりあえず試験を受けろと勧められまして」

「じゃあ面談のあれは建前？」

　クローヴィスに尋ねられて、アリアーヌはすぐに首を横に振った。

「研究がしたかったのは本音です。両親が乗り気だったのが、クローヴィス様に私を有利に押しつけたかったからという話で」

　女性が研究職なんてと最初は難色を示していた両親ではあったが、クローヴィスが未婚で婚約者もいないと聞いて途端に推し勧めてくるのだから貴族の政治は厄介だなとアリアーヌは思ったものだ。

「ああ、そういう駆け引き、か」

「物事をスムーズに運ぶには必要なことなんですよ」

「僕はそういうのは苦手なんだ」

　そう返されたかと思えば、アリアーヌの小柄な身体は簡単に持ち上げられてベッドの上に下ろされた。

「あのっ？」

　自分が下着姿であったことを思い出して困惑する。

　クローヴィスはアリアーヌの崩れた髪のひと房を摘んで口づけをして見せた。とても艶っぽい。誘惑する視線がアリアーヌの目を惹きつける。

「もっと触れ合いたいよ。だめかな」

「……駆け引きが苦手ですかね？」

　すごくドキドキする。体が熱い。

「言葉よりも先に手を出しているのだから、苦手なのだと思っていたのだけども、違う？」

　なんとなく、クローヴィスは女性の扱いに不慣れなのだろうとアリアーヌは思っていたが、全然そんなことはない。本気で迫るような機会がなかっただけだ。

　――これは、多少も逃げられそうにないな……。

　アリアーヌはこれから自分の身に起きることに期待しているのを自覚してしまった。彼に触れられたいし、自分もまた彼に触れてみたい。その好奇心は止められそうにないのだ。

「……私に拒否権がないことはわかりました」

「そんな言い方をしないで」

　そう告げて、クローヴィスはアリアーヌの首筋に口づける。身体が甘く震えた。

「君のことを知りたいんだ」

「やっ……待って、脱がさないで」

　彼の手が腹を撫でて下着を脱がそうとしてくる。アリアーヌが慌てて止めても、彼はやめてくれなかった。

「汚してしまうよ」

「汚れるようなことは慎んでください」

「触れたいんだ。君と肌を触れ合わせて、君を感じたいんだ」

「ん……切なげな声で囁かないで」

　クローヴィスの胸元をぺんぺんと叩くが抵抗にならない。あっさりと下着が取り払われてしまって、アリアーヌは困惑した。何も身に纏っていないというのはとても心許ないのだ。

「や、やだ、見ないで」

「見せてくれる約束だったよ」

「こういうことではないの」

　実験の結果を知らせるとか研究の成果を示すとか、そういう方向でとどめるつもりだったのに。アリアーヌができる限りの抵抗をすれば、クローヴィスはあやすように笑う。

「恥ずかしがっている君は可愛い」

「恥ずかしすぎて意識を飛ばしそうです」

「いいよ。見るだけにするから」

「そういう問題じゃなくて……」

「大丈夫。君はちゃんと女性だよ。子供じゃない」

　言い聞かせるように告げると、クローヴィスはアリアーヌの唇を唇で塞いだ。舌の絡まる深い口づけに意識が溶かされる。抵抗なんてできない。

「今夜は僕のそばにいて」

　命じられると頷いてしまう。アリアーヌは彼のことが好きなのだ。







　酔いが回っているからだと思いたい。

　どこを触られても心地がよくて、素直に反応してしまう。

「み、見るだけじゃなかったんですか？」

「君が自分の身体を正しく評価していないから、わかるようにしているだけだよ」

　胸の先をペロリと舐められるとゾクゾクした。硬くなった先端を軽く噛まれるとビクッと震えてしまう。この感覚は痛みではない。

「恥ずかしいので……やっ、やめて」

「夫婦になったら、もっと恥ずかしいこともするんだよ」

　ちょっとした刺激にも身体がビクッとしてしまう。この反応は怖いからでも痛いからでもないことが、アリアーヌには驚きだった。

「まだ夫婦ではないので……あっんっ」

「僕たちしかいないんだから、たくさん声を出していいんだよ。我慢しないで」

「変な声が出ちゃう」

　身悶えしながら声を懸命に抑えた。ロマンスで読んだ閨事のシーン、言葉を交わしていた二人が段々と言葉にならぬ声をあげている描写があったことを思い出した。

　あれはこういうことだったのか。

　クローヴィスがアリアーヌの顔を覗き込んで優しく笑う。

「僕はうまく鳴かせてみせるって告げたはずだよ？」

　子守唄を歌って寝かしつけると宣言したアリアーヌに、クローヴィスはうまく鳴かせてみせると豪語した。こういうニュアンスを含んでいるだろうことは察してはいたのだけど、ただの雰囲気作りだとアリアーヌは思っていた。

「あれって本気だったんですか」

「僕はいつも君に冗談を言っているつもりはなかったんだけど……」

　伝わっていなかったことにショックを受けたのか、クローヴィスはシュンとした。表情はしょんぼりと意気消沈しているように見えたが、彼の手はアリアーヌの官能のありかを探るように動くので油断ならない。

「んん……もう、ダメ……これ以上は……まだ心の準備が、あっ」

　秘部が濡れている。

　彼の手が秘裂を優しくなぞり、愛液が溢れていることをわかるように音を立てる。

「うん……大丈夫。これだけ濡れていれば、受け入れられるよ」

　そう告げるなり、彼の指がすっかり濡れた隘路に挿し込まれた。

「あっ」

「今日はほぐすだけにするから、力を抜いて」

「や、あっ」

「痛いのかな」

　指がゆっくりと抜き挿しされる。ぬるぬるしているのはわかった。痛みはあまりないが、苦しい。アリアーヌは首を横に振って痛いわけではないことを示した。

「狭いのはそうなんだけど……締めつけられているみたいだ」

「あっ……あんっ」

「自分で触ったことはある？」

　中を探るように指が動いている。何をされているのかわからないまま、アリアーヌはクローヴィスの問いに首を横に振って否定した。

「そう。自分の手で触ってみたり、なにか道具を使って刺激しておくとより気持ちよくなれると聞いたんだけど……僕が開発すればいいかな」

　一度指が引き抜かれた。これで終わりかとほっとしたのも束の間、再び隘路に指が突き立てられる。さっきよりも圧迫感が増していることに気づいて、指が二本に増やされたのだとアリアーヌは察した。

「やっ、クローヴィス様」

「ほぐさないと、僕が入れないから」

「あっ、やっ、苦しいの」

　骨張った指が出入りすると腰が震える。こんなに反応してしまうなんて思いもしなかった。

「大丈夫さ。力を抜いて」

「抜き方がわからないの」

「意識が向きすぎるから、力んじゃうのかな」

　彼の顔が視界いっぱいに広がった。とても綺麗な顔だ。火傷の痕も、彼の辿ってきた人生を感じられてとても好きだ。

「大丈夫だよ、アリアーヌ。僕に身を任せて気持ちよくなって」

　口づけられる。舌で口の中を犯されながら、指先が抽挿を繰り返す。

　水音が室内に響く。

　自分の体から響いていることがわかって、アリアーヌの体はますます熱を帯びる。

「ああっ……」

「うん……いいね。余計な力が抜けたみたいだ」

「やっ、あっ」

「じゃあ、復習をしようか」

　ゆっくりと指が引き抜かれると体が甘く震えた。両肩を抱いて快感を逃している間に、力の入らない足が持ち上げられて左右に開かれる。

「……うん。いい匂いだ」

　膝を閉じられない。

　クローヴィスの頭が秘部に近づいて、彼の舌に閉じられた場所が暴かれてしまう。

「や、それはっ！　あんっ」

　ビクッと強く震え、一際高い声が出た。

　その声でやめてくれるはずはなく、クローヴィスの指が隘路に差し込まれ、彼の舌はアリアーヌの膨らんだ快感の芽を丁寧に舐め始める。

「やっ、あっ、ああっ」

　臍の裏側がゾクゾクしている。何かが迫りくるのがわかる。

「待って、これ以上、は、あっ！」

　挿し込まれただけだった指が動き始め、アリアーヌはいよいよ逃げ場を失った。ぐりぐりと淫芽を責められると同時にその裏側を擦られると刺激が一層強く感じられる。

　止められない！

　ビクビクっと全身が痙攣し、快感が頭の奥で弾けてきぃんと痛む。挿し込まれたクローヴィスの指をキュウキュウと切なく締め付ける。

「……イけたみたいだね。搾り取ろうと頑張ってる」

「や、あ、ああ」

「次は僕のを締めつけてほしいよ。きっと気持ちがいいだろうね」

　涙が溢れてしまってクローヴィスの顔がよく見えない。アリアーヌは荒い呼吸を繰り返しながら意識を飛ばした。






第５章









　朝日が部屋に差し込んでいる。

　その光の眩しさに、アリアーヌは開けた目を細めることになった。

「起きた？」

「ええ……頭痛が残っていますけど」

「二日酔いに効くお茶を用意しよう」

　ベッドから出ていこうとするクローヴィスを、アリアーヌは引き留めた。起き上がっていた彼は意外そうな顔をしてアリアーヌを見下ろしている。

「アリアーヌ？」

「本当に私でいいんですか？」

「君以外に考えられないよ」

　クローヴィスの大きな手が寝癖のついたアリアーヌの頭を優しく撫でてくれる。とても心地がいい。

　――私はこの手で……。

　昨夜の痴態を思い出してしまい、熱を感じた。恥ずかしい。

「僕のお嫁さんになって」

　にこっと微笑まれてしまうと、混乱してしまう。

　自分が彼に相応しいのか不安になるし、一方で自信のない自分を選んでもらえたことを誇らしく思うし、頭の中が忙しいのである。

「研究の助手としてだけでなく、私を異性としても認めてくださる……ってことですよね？」

「君が僕を異性としては認めたくないというなら、助手としての君を尊重するにとどめておくよ。僕の性処理係にはなりたくないってことになるよね」

「そ、そういう意識はないんですが」

　なんてことを言い出すのだろう。アリアーヌは慌てて否定した。

「そう？　火傷の痕を怖がらないのは君くらいだから、僕がそれを利用して身体を重ねたいと思っているのだと感じるかなって」

「……クローヴィス様」

　アリアーヌはゆっくりと起き上がって彼と向かい合う。クローヴィスは困ったように眉尻を下げていた。

「ん？」

「あなた様がロクな恋愛を経験されていないことはよく分かりました」

　単刀直入に告げると、クローヴィスはあからさまに驚きの表情を作った。

「君だってそんなに経験ないと思うんだけど」

「実体験はないに等しいですけど、どれだけのカップルを私が成立させてきたって思っているんです？　男女がどのような駆け引きを楽しむのかの知識くらいはあります」

　カップルの成立のためには場の雰囲気作りが重要なのだ。なんの知識もなしに引き立て令嬢としての立ち居振る舞いができるわけがない。

　胸を張って返せば、クローヴィスは目をまんまるくした。

「そうなの？」

「たくさんのロマンスも読んできましたからね」

　どこからどこまでが母の作戦だったのかわからないが、彼女から贈られたロマンスが役立ったことはたくさんある。感謝だ。

　するとクローヴィスはふっと笑った。

「その知識で僕を誘惑してくれたらよかったのに」

「仕事が大事ですので」

　何を言い出すのだ。

　両親からしたら知識や経験を総動員してクローヴィスを籠絡することを期待していたのだろうが、アリアーヌは純粋に研究に励むつもりでいた。なのに、その上司が何を言い出すのだ。

　クローヴィスは困ったような顔をした。

「薬物の研究はとても好きで、一生続けていくのだろうとは考えてきたけれど、それだけで一生を終えるのは寂しいとは思っているんだよ」

　アリアーヌはクローヴィスを見て、目を瞬かせた。

「人並みの感覚をお持ちだったことに驚きです」

「君は僕をなんだと思っているの」

　そう告げて、クローヴィスは呆れたように笑った。

「政略結婚すらあなた様は望んでいるように見えなかったので。女性が苦手になられたのではないかと」

「怖がらせたくないだけだよ。必要だと命じられれば、自分の姿を偽って結婚することも考えたさ」

「…………」

　確かにそうかもしれない。

　クローヴィスは必要なときは夜会に変装をして参加していたのだ。火傷の痕を怖がる人間が多いなら、その傷を化粧で隠して近づくことは可能だったのだろう。

　でも、そうはしなかった。

　――あれ……？　初めてお会いしたときは化粧をすることも変装することもしなかったのよね？　どうして？

　クローヴィスは言葉を続ける。

「女性が苦手になったのかと不安だったこともあったけど、君のことを思うたびに身体が反応していたから、そういうことではないのだとわかってホッとした」

「見境のない男はよろしくないとは考えておりますので、あなた様の唯一になれたのは光栄ではあります」

　ちょっと引いてしまったが、クローヴィスの一途な気持ちは受け取っておこう。

　クローヴィスはアリアーヌの手を取る。

「君は？　君はどうなのかな？」

「どう、とは？」

　何を聞かれているのかすぐにわからなくて首を傾げると、クローヴィスは好奇心に満ちた瞳を向けて続けた。

「どんな男に対しても性的魅力を感じることはないってことなのかな。それとも、特定の条件を満たす相手であれば肌を晒して身を任すこともやぶさかではないと思えたのかな？」

「そうですね……」

　真面目に考えたことはなかった。少なくとも、触れられても構わないと思えた相手はクローヴィスただ一人ではあるのだけども。

　アリアーヌが考えあぐねていると、言葉を促すようにクローヴィスは尋ねてきた。

「妹さんたちに紹介しないといけない相手は、うん、君の家のことだ、かなり良家の御子息のはず。君の興味が向くような相手もいたんじゃないかな？」

「あー、条件としてはいい男はそれなりにいましたよ。事前調査で近づいて探ったような殿方もいらっしゃいますからね」

「え」

　ショックを受ける顔。クローヴィスの表情はころころ変わりやすい。

　彼はもう少し感情を隠してもいいような気がするが、こういう反応を見せるのは自分の前だけなのかもしれないと思い当たってアリアーヌはちょっと優越感を得た。

　アリアーヌは余裕を持って微笑んでみせた。

「でも、見た目にこだわりすぎる男は眼中にないですよ。年齢を重ねたらどう頑張っても若い娘たちと比べたら見目が悪くなります。そのときに見向きもされなくなっては、虚しいじゃないですか。尊敬できるお仕事をされている方もいらっしゃいましたが、そういう方々にとっては私に学があることが面白くないようでしたので、やはり興味がないですね」

「へえ……僕は君のお眼鏡にかなったようですごく嬉しい」

　ふにゃりと柔らかく笑うと、アリアーヌよりも十以上歳が離れているとは思えないくらいに子どもっぽく見える。アリアーヌはそういう部分も好意を抱いているのだが、おそらくこの幼く感じられる部分も、クローヴィスが侯爵家を継ぐのに相応しくないと判断されたのだろうと思えた。

　――ぽやぽやしていて頼りなさそうなんだもんな……。

　彼の弟たちはもっと男らしく気難しささえ感じられる表情も状況に応じてしているので、だいぶ印象が違う。クローヴィスは柔和な表情が多い。

　――まあ、私の前だけふわふわぽやぽやな姿全開なのかもしれないけど、どうなのかしらね。

「クローヴィス様を褒め称えるために彼らをこき下ろしたんじゃないんですが」

「同じことだと思うよ」

「ではそういうことにしておきます」

　クローヴィスを異性として強く思っていたわけではないはずだが、それはそれで伴侶としてそばにいられそうな人とは感じていた。自分が異性として見てもらえずとも、そばでお仕えすることができればとは助手を務めるようになってからずっと思い描いていたことだ。

「お茶を飲んだら、一緒にお風呂に入ろう。身を清めて、君をお屋敷まで送るね」

「いえ。お風呂は別で」

「ぬるいお湯にしてって頼んであるから、ゆっくりできるよ」

「ゆ、ゆっくりとなにをされるつもりなんですか……」

「秘密さ」

　ふっと笑ったその顔が年相応の男で、アリアーヌは言葉を返しそびれたままベッドに残されたのだった。
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　宣言通り、クローヴィスの屋敷からアリアーヌは自分の屋敷に送られた。

　仕事を残してあるのでこのまま屋敷で寛ぐわけにはいかず、身支度や荷物を整えたら研究所に向かうつもりで準備を始める。

　――我ながら仕事第一な人間よね……。

　クローヴィスと想いが通じたと喜んでイチャイチャするのもやぶさかではないものの、今は研究の大事な時期である。この重要なタイミングでクローヴィスから気持ちを明かされることになるとは思いもしなかった。よほど足繁く夜会へ出席していたことが気に食わなかったのだろう。

　――いや、あるいはどこからか圧力でも掛かっていたのかしら？　私が知らないだけで、縁談の気配があった、とか……？

　あの仕事熱心なクローヴィスを突き動かすだけの何かがあったのだとしたら、興味があった。彼なら、研究に成果が出たときにプロポーズをしてくるような気がするからだ。

　クローヴィスのことをぐるぐると考えながら研究所に向かう準備をしていると、アリアーヌの私室をノックする音が部屋に響いた。

「魔女のお姉様、相談したいことがありますの」

　声は末っ子の妹であるシルヴィーのものだ。こんな時間に何の用事だろう。

　――というか、魔女？

　アリアーヌが扉を開けてやると、可愛い妹のシルヴィーがニコニコしながら立っていた。これからデートなのか、いつもよりも派手に着飾っている。

「シルヴィー？　魔女ってどういうことかしら？」

　アリアーヌが開口一番に尋ねれば、シルヴィーは肩をすくめた。

「あら、お姉様のことでしてよ。引き立て令嬢とは別に、魔女令嬢と呼ばれていらっしゃるじゃないですか」

　さも当然のように返されたが、聞き覚えがない。知らぬ間に不名誉なあだ名が増えたらしい。

　夜会のトレンドも入れ替わりが激しいと感じているが、出席を免除されたこの数日間に何かあったのだろうか。

「どこでそのように噂されていますの？」

「はい？　えっと……ダフネ様の周辺にいらっしゃる方々がヒソヒソとされていましたわ」

　ダフネ。つい最近、フェルディナンから聞いた名前だ。

　フェルディナンから警告されたことを思い出すに、何やら動きがあるようだ。クローヴィスの元婚約者が今さら何の用事があるというのか。

　――まあ、ダフネ様がクローヴィス様に対して行った仕打ちについては、私から幾つか文句をつけてやりたいところはあるのだけども。

「……そう。情報をありがとう」

「それでお姉様。お願いがありますの」

　両手を合わせて目を輝かせて見つめてくる姿は可愛らしい。シルヴィーは末っ子だからかおねだり上手だ。

「ああ、そうだったわね。なにかしら？」

「お姉様が持っている香水で、一番殿方をメロメロにできる物、貸していただけないかしら？」

「メロメロって……それは惹きつけたいってこと？　それとも、性的な方向かしら？」

　真面目に返せば、シルヴィーは顔を真っ赤にしてもじもじとした。

「そ、そこは察してくださいませ」

「あなたはまだ社交界デビューして日が浅い年齢なのだから、男遊びはよろしくないんじゃなくって？」

「い、今どきは身体の相性も大事だそうですよ！」

「そういうふうに向こうが唆したってことかしらね」

　アリアーヌはため息をつく。

　シルヴィーに紹介して婚約者となった伯爵令息はシルヴィーよりも三つほど歳上である。長いこと学業に励んでいて、ようやく自由の身になったからか、女の子と遊びたい盛りなのだろう。

　――参ったな……。

　アリアーヌが呆れると、シルヴィーは頬を膨らませた。

「アリアーヌお姉様だって、クローヴィス博士のお屋敷にお泊まりしているってことは身体の関係がおありなのでしょう？　婚約者でもないのに！」

「あちらに泊まっていたのは研究の都合もあったからで」

「宿泊してまでしないといけない研究ってなんかいやらしいですわ」

「シルヴィーは想像力が豊かなこと」

　ぷんぷんと怒る様はとても愛らしい。もう少しからかってやりたい気持ちをアリアーヌはぐっと抑えて、部屋の一角に並べている香水瓶の前に移動する。

「可愛いシルヴィー。今のあなたにちょうどいい香水を貸して差し上げますわ」

「わぁい」

　素直に部屋に入ってくるシルヴィーに噴霧器を向ける。この香水は魅力をアップさせる効果がある。他の香水にはあまり含まれていない成分があり、それが意識に作用するのだ。

　首のあたりを中心に、耳の後ろに練り込むようにマッサージしてやれば、シルヴィーはくすぐったそうに笑った。

「これでイチャイチャする距離感で接する男はクラクラしちゃうんじゃないかしら」

「さすがはお姉様」

「ただし、この香水は他の香水や化粧の成分と合わないことも多いから、帰ってから必ず入浴するか濡らした布で拭き取ること。長時間使うと肌荒れをしてしまうから気をつけてね」

「はぁい」

　もう気持ちが高揚しているようだ。ダンスを踊るかのように軽いステップを踏んで、シルヴィーは廊下に出ていく。

「ふふ。アリアーヌお姉様、大好き。行ってきます」

「はいはい、いってらっしゃい」

　ご機嫌に出掛ける妹を見送って、アリアーヌはふと香水瓶たちを見やる。一番装飾が凝っている瓶は、フェルディナンから受け取った媚薬入りの香水瓶だ。

　――そういえば、このお店って……。

　記憶を辿る。

　この街にはたくさんの香水店が存在するが、大きく二つの派閥があることをアリアーヌは知っている。クローヴィスの研究をもとに香水を研究している国産推進派と、独自に隣国から香水を取り寄せて販売している隣国輸入派の二つだ。

　現在、クローヴィスの研究をもとに香水を作っている国産推進派は王家からの援助もあつく、ゆくゆくは香水の原料から全て国産で賄えるように動いている。今行っているクローヴィスの研究もその一環だ。

　対して、隣国輸入派の人たちはもともと隣国とのコネクションを持っているらしい。変わった品を持ち込んでは、肌トラブルを起こしているとアリアーヌは記憶していた。環境や体質の違いが国によって異なることを意識していないのだ。

　アリアーヌが夜会で調査をしているのは主に隣国輸入派が持ち込んでいる香水だった。

　トラブルを避けるために国産香水を使う者も多いが、それではどうしても纏う香りが似たり寄ったりで効果が霞んでしまう。なので、隣国から輸入した香水のハッキリとした香りは注目を浴びやすかった。肌トラブルと縁がない人は好きなように選ぶことができるので、場に応じてどっちも使い分けるオシャレな人間もいるが、過去のトラブルから概ね贔屓にしている香水店の商品を使っているようだ。

「この香水は隣国輸入派のものね」

　隣国輸入派を仕切っているのは誰だっただろうか。

　国産推進派を仕切っているのは言わずもがなフェルディナンである。

　ちょっと昔まではクローヴィスの父である侯爵様が仕切っていたが、クローヴィスの婚約が破綻になったのに合わせてトップが変わったのだと母のアンリエットから聞いた気がする。十年以上前になるのだろうか。

　思考していると時間が経つのが早い。

　玄関先から自分の名前を呼ばれているのに気がついて、アリアーヌは慌てて荷物を掴んで研究所に向かった。
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　午後からの勤務。

　ルイが手伝ってくれたおかげで作業自体は滞りなく進んでいる。

「もうすぐ実が膨らんできそうですね」

　薬草園から戻って記録をつけながら、アリアーヌはクローヴィスに話しかけた。

　話題にしたこの植物の実がたくさん収穫できるようにすることが最大の目標である。温室と露地栽培の両方で試して、収穫量に差があるのか品質は保証できるのかを確認するまでが研究に含まれている。

「順調そうでなによりだ」

「今回は花の量が少ないように感じましたけど、この調子なら品質の確認までできそうです」

　アリアーヌが嬉しそうに返せば、クローヴィスが曇った表情を浮かべた。

「どうかされましたか？」

　研究の進捗が芳しいのだから、困るようなことはないだろうに。アリアーヌが手を止めて首を傾げると、クローヴィスは真面目な顔をした。

「うん……花の量が少なかった件なんだけど」

「はい」

「何者かが侵入してわからないように細工していたみたいなんだ」

「え？」

　初耳である。驚いていると、クローヴィスはアリアーヌに近づいてきた。

「君やルイが植物に手を入れるとは思えない。監査に来ている弟もあれはあれで学があるからね、勝手なことはしないと思っている」

「こんな辺鄙な研究施設にわざわざ誰かが侵入して作業の邪魔をしているってことですか？」

「うん」

　クローヴィスはあっさりと頷いた。

　温室は鍵をかけているし、露地栽培用の土地も高い柵と塀で周囲を囲って扉を閉めているので鍵を持たない人間は容易には入れない。

「僕の監視下に置いている使用人たちに不審な点はないから、おそらく外部の人間かな。弟に相談したら、見回りついでにこまめに寄ってくれていたみたいだけど……弟も外部の人間じゃないかって言ってる」

「何のために？　果物や野菜に目をつけるのはまだわかるんですけど。他の被害状況は？」

「明らかなのは、あの子だけだね」

　クローヴィスは育てている植物を子ども扱いで呼ぶが、つまりは今の研究で結実することが望まれているあの木だけ、何者かによっていじられているということのようだ。

　アリアーヌは腕を組んで小さく唸る。

「ってことは、あの木がどれだけ大事なものなのかわかっている人間がやったってことですか？　わざわざ、実がなりにくいようにそっと花を落としていたんですよね？」

「考えたくないけど、そういうことだよね……」

　クローヴィスの表情が悲しげに変わった。

「もしかしたら、実がなる前にも来るんじゃないかと思ってルイに仕掛けを施すように頼んであるから、アリアーヌは僕と一緒にいるときだけ見に行くようにしてほしい」

「わかりました。大事な時期なので本体にストレスを与えたくないですし、気をつけますね」

「うん。アリアーヌならすぐにわかってくれると思った」

　嬉しそうに優しくクローヴィスが笑う。その顔を見て、アリアーヌは安堵した。

「ところで、今夜も僕のところで食事はどうかな？」

「屋敷じゃないと困るようなことがあるのでしたら、お付き合いしますよ」

「君と触れ合うのは屋敷のほうが都合がいいと思っているよ」

　下心を含んだ発言なのに、クローヴィスが屈託なく無邪気に笑うので、下心を感じてしまった自分の方がはしたないような気にさせられる。アリアーヌはクローヴィスからわずかに視線を外した。

「あまり連日お邪魔するのはよろしくないかと思うのですが」

　できる限りクローヴィスの想いに応えたいとは考えているものの、それが最善なのかどうかと思うと悩ましいものがある。恋人になったのだとは思えたが、婚約者ではないのだ。昼間に末妹のシルヴィーから言われたことを思い出してしまった。

　戸惑うアリアーヌをクローヴィスはそっと抱きしめて、耳元に唇を寄せた。

　身長差がありすぎるので、耳に唇が寄せられると身体は自然と離れてしまう。少しもどかしい。

「……アリアーヌ？　今夜はちゃんと家に送り届けるから、僕のところに来てよ」

「は……はい……」

　優しく囁かれると腰が砕けたみたいになってしまう。ちょっと前までは何ともなかったのに、恋仲だと意識しはじめた途端にこんな様子ではこの先が思いやられるだろう。

　――もうっしっかりしなさい、アリアーヌ！

　アリアーヌが頷けば、クローヴィスはゆっくりと離れて顔を見合わせた。

「研究以外の話もしておきたいからね。君は公私をしっかり分けたいだろうから」

　確かに彼とはそんな話もしていたなと思い出し、アリアーヌはこくこくと頷いた。

「そういうことでしたら、喜んで」

　終業の時間を知らせる鐘が鳴る。ここからはプライベートの時間だ。
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　クローヴィスの屋敷に着いて、彼の寝室で二人きりになるなり背後から抱き竦められた。

　アリアーヌの首に口づけが落ちる。

「ちょっ……いきなり何を……んん……」

　首筋を舐められると、ぞくっとして言葉が出てこない。

　応接室でも食堂でもなくどうして寝室に案内されたのだろうかと疑問に思っていたが、答えは明白だった。

　身悶えするアリアーヌにクローヴィスは囁く。

「君のシニョンからいつもと違う香りがして」

　その返事に、アリアーヌはなるほどと納得した。シルヴィーに香水をつけてやったその手で自分の髪を触っていた。香りがそのときに移ってしまったのだろう。

「これはクローヴィス様を惹きつけたくてつけたわけじゃないんです。妹がおめかししたいから手伝ってというので、香水を貸してあげただけで」

　彼の大きな手がアリアーヌの秘めた胸元を揉みしだく。昨夜のことや今朝のことを思い出してしまって、身体が熱を帯びた。認めたくないけれど、刺激を求めているのだ。

「いささか刺激的な匂いだね」

　彼の手がスカートの中に潜り込んできた。大きなクローヴィスに抱えられるようにされたらもう逃げ場なんてない。されるがままだ。

「や、あっ……」

「肌の温度が上がると、香りも変わるみたいだ。興味深い」

「こ、香水の確認のためにこんな、や、あんっ」

「確認のほうがついでさ。僕は君ともっと深く触れ合いたいと思っているのだから」

　下着の中に彼の手が潜り込んだかと思えば、濡れた蜜壺に指先はあっさりと含まれた。

「やっ、ああっ、こんな」

「興奮しているね。ん……期待に応えるよ」

　二本の長い指が深く挿入される。

　その状態で彼の親指が敏感な粒をクリクリと転がしはじめた。

「あ、ああっ、ダメですっ、それはっ」

「こういう時は好いいっていうんだ。……優しくしよう」

「囁かないで、私っ……やっ！」

　目の前が真っ白になった。

　ビクビクと身体が強く震えたかと思えば弛緩する。足の踏ん張りが効かないが、彼の挿れた長い指にきゅうきゅうと中が締まって切なく蠢く。汗が全身を濡らし、呼吸が荒くなった。

「気持ちよくなれたみたいだね」

　気をやってしまったらしい。

　クローヴィスの大きな胸板に身体を預けるようにする。自力では立てそうになかった。

　クローヴィスは名残惜しそうに指先を軽く抽挿したのちに引き抜くと、アリアーヌの小さな身体を横抱きにし、ベッドに下ろした。

「研究室で君からの匂いがいつもと違うことに気づいてね。すぐに確認したかったんだけど、君に嫌われたくはないから。我慢していたんだ」

「結婚が決まるまで、我慢してください」

　せめて婚約者になってからのほうが、お互いに都合がいいはずだ。フェルディナンも早く婚約したほうがいいと勧めてきているのだから、ユベール家は反対してはいないのだろう。ベノワ家はアリアーヌの結婚を急いでいるきらいがあるので何ら問題はない。

「それは……うん、そうなんだけどね」

　クローヴィスはアリアーヌのスカートを捲ると、迷わずに下着を引き抜いた。足に力が入らないままなので抵抗することも叶わず、膝が左右に開かれた。秘部がクローヴィスの眼前に晒される。

「アリアーヌが逃げることはないとわかったら、止められないんだ」

　彼の顔が股間に埋められる。すぐに長い舌が秘部を舐めはじめた。この刺激がとても気持ちがいいことをアリアーヌは知っている。わざと刺激する場所をずらしてくるのがわかって、焦じらされるもどかしさに耐えられないアリアーヌは懸命に腰を動かした。

「……ああんっ、気持ちいい、ですっ」

「快楽に身を任せるのが上手になってきたね」

　指が抜き挿しされると水音が鳴る。

　熱っぽい視線で見られているのがわかると、痴態を晒しているとわかっていてもアリアーヌは行為を止められなかった。

「もう一度、イッて」

　激しめに抽挿を繰り返される。指の刺激だけでなく、小さく膨らんだ快感の芽をもう一方の手で扱かれればあっという間に達した。

「ひゃあんっ」

　ビクンっと強く身体がしなる。尻の下がびしょびしょになっていることに気づいた。

「慣れてきたみたいだ。ここに僕を挿れる日が待ち遠しい」

　抜かれていなかった指先がゆっくりと抽挿をすればアリアーヌの身体は小刻みに揺れた。

「や、あっ、これ以上、は、ああっ」

「体の相性が悪かったとしても、君を悦よくできるなら満たしてあげられるかな」

　――体の相性。

　体格差があることは明白である。それによって体の相性が悪いということはあるだろう。受け入れなければならない彼のそれが大きい場合、アリアーヌの身体では入らない。

「それを……ひゃっ、あっ……気にしてらしたんですか？」

　話をしたいのに指を動かさないでほしい。感じてしまって言葉が出てこなくなるではないか。

「結婚をするなら、子どもがほしいと思うんだ。でも、君に無理はさせたくないよ」

「そこは……その時が来たら考えましょう」

「うん……安心した」

　指先が引き抜かれる。指先にまとわりついた、泡立ってとろりとしている愛液をクローヴィスは躊躇なく口にした。

　――舐めても美味しくないと思うんだけど……。

　じっと見つめていたのがバレたらしく、クローヴィスはニコッとアリアーヌに向かって笑った。

「今夜はここまでにしておくよ、アリアーヌ」

「あ、はい……」

　これ以上のことをされたら、また家に帰れなくなってしまう。今夜はちゃんと屋敷に帰りたい。

　身体が快感に支配されていてうまく動けずにいると、クローヴィスは人差し指を自身の唇に当てて妖艶に笑んだ。

「それとも……もっとしてほしいことがあるのかな？」

　そんな顔でそんなセリフを告げられたら容量がオーバーしてしまう。アリアーヌは慌てて首を横に振ると、自分の脱がされた下着を探すのだった。
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　クローヴィスとともにアリアーヌは夕食をいただく。

　アリアーヌの実家だとこの夏至前後の時期は夜会で食事を済ませることが多いため、食事が必要かどうかは帰宅時に伝えることになっている。使用人たちの休憩時間までに食事が必要であるという報せがなければ、不要になった食材は使用人たちで食べて良いことになっているので、おそらく無駄にはなっていないのだろう。

「アリアーヌとこうして食事ができるのは嬉しい」

　メインディッシュを食べ終えて、クローヴィスが薬草酒を片手に笑った。嬉しいというのは本音なのだろう。口調からも上機嫌なことは窺える。

「私としては、こういう食事の場は前もって約束していただきたく思います」

　食後の薬草茶を啜りながら、アリアーヌは嗜めるように告げた。昨夜は飲み過ぎてしまったので、今日はお酒を遠慮したのだ。

　クローヴィスがあからさまにしゅんとする。大型犬が諌められて項垂れているような様子だ。

「次はそうする」

「予定外の行動が増えると、妹たちに示しがつかないんですよ。遊ぶような女性にはなってほしくないので」

「婚約者という名目が必要なんだよね。今、調整しているから少し待って」

「調整とは？」

「ちょっと……ユベール家で問題が起きていてね。それが落ち着けば、すぐにでも手配できるはずなんだけど」

　――ユベール家で？　クローヴィス様の実家で、問題、か……。

　仕事と自分の恋愛にかまけていて、夜会の情勢も知らなければ、母からの政治話に付き合っていない。自分が夜会を欠席している間に物事が大きく動いていたようだ。

「それって……」

「うん？」

「元婚約者と関係があります？」

　探りを入れるつもりで尋ねれば、興味深そうにクローヴィスは口角を上げた。

「君のところにも何か行っているのかな？」

「何かが送られてきたということはないと思いますが、夜会で私のことを魔女令嬢だと呼んでいるそうで」

「魔女……」

　この国でいう魔女が何を示しているのか、クローヴィスにはわかっているのだろう。あまりいい意味ではない。呟いて、軽く握った手を口元に当てた。

「彼女がなぜ君に嫌がらせを始めたのかわからない。僕との縁は切れたはずだし、商いのためにも対立するのは望ましくないだろうに」

「商い？」

　ダフネが嫁いだ先は貿易に力を入れている伯爵家だったはずだ。

　領地経営よりも貿易にのめり込み、さまざまな商品を手掛けている。この国で手に入る隣国や異国の製品の半分は彼らの商社を通じて持ち込まれたものである。

　もしかして。

　ダフネの背後を思い返して、あることに気がついた。

　香水産業の二つの派閥、隣国輸入派のトップはダフネの夫、ヴェンセラスだ。そして、ダフネの出身家もまた、隣国輸入派に属していることも思い出せた。

「君もよく知っているはずだよ。香水店に輸入の香水を卸しているのが彼女の嫁ぎ先が関係しているルブラン商会だ」

「ええ、存じております」

「隣国からの試料を輸入するのにもお世話になっているところだ」

「となると、私たちが何の研究をしているのか、取り寄せているものからわかる可能性があるってことですよね？」

　アリアーヌが指摘すれば、クローヴィスは頷いた。

「その可能性はあるとは思うけれど……推測するにはそれなりに知識が必要だよ。それこそ、アリアーヌくらいの知識がないと導けない」

「国内ではクローヴィス様がこの薬学分野では最高峰にいらっしゃると思いますが、隣国では同じくらいの知識をお持ちの方が何人もいらっしゃるでしょう？　手を借りれば解析できます」

「何が言いたいのかな、アリアーヌ」

「おそらく、国産香水の開発を邪魔したいんですよ、隣国輸入派の陣営は」

「うん？　隣国輸入派？」

　クローヴィスが政治に疎いことをすっかり忘れていた。アリアーヌは国の香水産業における派閥についてざっくりと説明する。

　クローヴィスたちは国産の香水を作ろうとしている国産推進派で、もう一つの陣営が輸入した香水を隣国から輸入して栄えることを目的とした隣国輸入派である旨を伝えれば、クローヴィスは頷いた。

「なるほど……そういう都合で僕と彼女との婚約は決められたのかもしれない」

「この国の香水産業のためにってことですか？」

「うん」

「でも、向こうはそういう思惑じゃなかったかもしれませんよ」

「どういうことかな？」

「クローヴィス様の研究の邪魔をして、国産の香水開発から手を引くように仕向けていたんじゃないかなって」

「どうかな……」

「クローヴィス様の婚約が破綻して、国産推進派の指揮がフェルディナン様に変わりました。これで流れが変わると期待していたのではないかと」

「それは僕の弟をずいぶんと見誤ったものだと笑ってしまうね。あれは野心家だよ。それでいて、僕を信頼している。国産の原材料からなる香水はこの国の悲願とも言えるんだ、簡単に終わらせたりはしないさ」

　――その肝心のフェルディナン様が本当に信用できるのかが謎なんだけど。

　アリアーヌに対する言動から、今ひとつ信用していいのか不安になる。敵意は感じられないが、本心がうまく隠されているようで彼がわからなくなってしまう。

「クローヴィス様がそうおっしゃるなら、そうなんでしょうね」

「君は僕の弟を贔屓しているように感じられていたけれど、違うのかな？」

「フェルディナン様は商談相手ですって。何度もそう告げていますが」

「だから、腹を割って話をすることもないのか」

「そういうことです。クローヴィス様と結婚したら、フェルディナン様とは義弟になるので、商談相手だけだとも言っていられないんでしょうけど」

「それはそうだね。あまり仲良くされすぎるのは困るけれど、ほどほどに仲良くしてほしいとは思っているんだ。本当だよ」

　クローヴィスはそう告げたが、内心では快く思ってはいないようだった。複雑な心境である。

「私はこれまでと同じように接しますよ。ご心配なく」

　薬草茶が空になった。アリアーヌは部屋の時計を見やる。

「そろそろお暇しますわ。さすがに今夜も泊まれとはおっしゃらないでくださいね」

「わかってるさ。早く一緒に寝起きできるように、厄介ごとは片付けておくから」

「協力できそうなことがありましたら、遠慮なくおっしゃってくださいな。ウチからの必要な書類もありましょう？」

「そうだね。そうしてくれると助かるよ」

　そう返事をしてクローヴィスは立ち上がると、アリアーヌの背後に立った。椅子を引くのかと思わせて、彼はアリアーヌの顔に自身の顔を近づけるとそっとその頬に口づけをした。

「く、クローヴィスさま」

「君の実家まで送ろう」

　こうしたやり取りに慣れないために戸惑うアリアーヌを、クローヴィスはしっかりとエスコートするのだった。
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　クローヴィスの屋敷を出ようとすると、ユベール家の馬車が入ってきた。アリアーヌとクローヴィスが訝しげに見つめていると、馬車から長身の男が颯爽と飛び降りてくる。

　フェルディナンだ。

「揃っていて何よりだ」

　クローヴィスとアリアーヌを見つけるなり、フェルディナンは駆け寄ってくる。盛装であるところを見るにどこかの夜会から直接こちらに向かってきたのだろうと思われた。

「どうかしたのかな」

「どうもこうも、面倒なことになっているぞ」

　のほほんとクローヴィスが尋ねれば、フェルディナンは険しい顔をした。フェルディナンのこういう顔は普段の目つきが鋭いだけにアリアーヌには怖く感じられる。

「そう」

　危機感を覚えて飛んできたらしいフェルディナンに対し、クローヴィスはふうと小さく息を吐き出したのちに頷いた。

「……なんだ、予測済みだったのか？」

　クローヴィスがあまりにも落ち着いているので、フェルディナンが不満げに兄を見つめた。

「そろそろかと思って、アリアーヌを引き留めていたからね」

「え、そうなんですか？」

　話がさっぱり見えないのだが、クローヴィスにはお見通しだったようだ。きょとんとするアリアーヌの顔を覗いて、クローヴィスはニコッと笑った。

「僕はあまり政治には興味がないのだけど、不得手ではないんだ。ただ、僕よりもフェルディナンのほうが交渉に向いているから任せているだけで」

　そう告げてクローヴィスがフェルディナンを見やれば、彼は照れ臭そうに頬を掻いていた。この様子だと、クローヴィスは政治が不得手であるという周囲の評価を、フェルディナンはしていないと想像できる。

「兄貴が本気出すと炎上するからなぁ」

「炎上？」

「容赦がないから、屋敷を燃やしてでも逃げようとするってことだな」

「ええ……」

　そんな話は聞いたことがなかったが、揉め事から火事に発展した事件については何件か聞き覚えがある。誰が仕向けたのか表に出ていなかったあたり、それなりの権力者が情報統制を行ったのだろうと納得していたのだが。

　――それにクローヴィス様が関わっていたって？

「ふっ……向こうが僕を侮っているようだからね、誰を敵に回したのか思い知らせてやろうと思うんだ。情報はそろっているし、食いついてきたってことは機が熟したということ」

　クローヴィスの瞳の奥に炎が揺れている。

　決めたことは必ずやり遂げるという意志が感じ取れた。

「なるほど。情報源は兄貴だったのか」

　フェルディナンには思い当たることがあったようだ。

　ハッとした顔に変わったフェルディナンに、クローヴィスは立てた人差し指を口元に当てて妖艶に笑んだ。

「僕がなんのために変装してまで夜会に出ていたと思っているのかな。あんな面倒な場、参加なんてごめんだよ」

「アリアーヌちゃんの様子を窺うためだとばかり」

「ある意味ではそれは真実だ」

「あの……お話が見えてこないんですけど」

　二人にとってはこの会話で概ね情報共有は終わっている感じがある。だが、アリアーヌには全体どころか部分さえも見えていない。苦笑して首を傾げたら、クローヴィスがアリアーヌの頭を優しく撫でた。

「大丈夫。心配することはないよ」

「だとしても、私、無関係じゃないんでしょう？」

「うん。君を目の敵にしている理由はわからないのだけどね」

「だったら、詳細を教えてほしいんですが」

「うん。詳しいことは向こうから直接聞き出すことにするから、明日は仕事のあとに夜会に出よう。僕と一緒に、婚約者として出席してほしい。あの紫色のドレス、着て来られるよね？」

「でも、正式な書類がまだ」

「そっちは問題ない」

　狼狽えるアリアーヌに、フェルディナンが片手を挙げて告げた。

「どちらの家の許可も取っているから、書類が間に合っていなくともどうにかなるはずだ。父も、そちらの父君も、君たちの結婚を祝福すると言っている。何かあれば保証してくれる算段だ。心配はいらない」

　フェルディナンの説明を受けて、アリアーヌは曖昧に微笑んでおいた。研究所にこもっていた間にいろいろな手続きや意見交換は終わっていたらしい。

　――私の意思確認は要らないんですかね……申し分ない結婚ではあるけど。

　貴族同士の政略結婚に親の意思は尊重されても、子の意思は軽く扱われがちではある。妹たちの婚約者選びを見ていてもそう感じたのだから、自分が例外であるはずがない。

「ありがとう、フェルディナン」

「お。久しぶりに俺の名前を呼んだな」

　フェルディナンが驚いた顔をしたのちに嬉しそうに笑った。

「対立しているように見えていたほうが何かと都合がいいからね。でも、今回の件については感謝している」

「それは光栄だが……まだ終わっていないぞ」

「ああ、そうだったね。でも、もうチェックメイトだ」

　明日の夜会で決着させる、その強い意志をクローヴィスから感じ取るアリアーヌだった。






第６章









　翌日。研究所での仕事は早めに切り上げて自宅に帰り、アリアーヌは身支度を調え始める。

　まずはゆったりと入浴。その後、クローヴィスの指示通りに香りのおめかしをして、化粧は引き立て令嬢としてのものではなく、自分の魅力を最大限に活かすメイクを施した。

　目ははっきりと、口元は年相応で妖艶さを足すように。

　夜会の会場は薄暗いので、肌はより白く輝くように粉をはたく。

「勝負の日が来たってことねえ」

　母のアンリエットがアリアーヌの部屋に入るなり声を掛けてきた。

「勝負の日、ですか？」

　何の勝負だというのだろう。

　クローヴィスがしようとしていることに一枚噛んでいるのだろうか。

　髪を梳く手を止めることなく尋ねると、アンリエットは腕を組んでアリアーヌを見下ろした。

「今夜の夜会にあの紫色のドレスを着て行けば、自ずとその意味はわかるでしょう？」

「なるほど、そういう……」

　だが、本題はそこではない気がする。

　適当に返事をしていつものように髪をシニョンにまとめようとすると、その手をアンリエットに止められた。

「何か？」

「あのドレスに見合う髪型にしましょうよ。ねえ？」

　廊下に向かって声をかければ、アンリエットについている侍女が部屋に入ってきた。妹たちが見合いを兼ねて夜会に出席するときに必ず髪を整えてくれる女性だ。

「しっかり着飾って、胸を張ってらっしゃい」

「ですが」

「きちんとしたメイクはクローヴィス様の指示なのでしょう？　なら任せなさい」

　これまでの実績からすれば、魅力的に見せる技術は間違いない。アリアーヌは気が引けたが、ここで断るのは難しいと判断した。

「よろしくお願いします……」

　迎えまではまだ時間はある。

　できる限りのおめかしをして挑むとしよう。
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　特殊な光沢を持つ紫色のドレスを着る。

　とんでもないものを受け取ってしまったと後悔していたが、この色合いが思いの外自分に似合っていることにアリアーヌは気がついていた。

　鏡の前でくるりとまわれば、その裾がふわりと広がってとても美しい。背の低いアリアーヌでも見栄えのするデザインだ。布が多めでありつつも軽い素材でできているのか動きにくさは感じられない。おろした金髪もふわりと舞って、まるで自分じゃないみたいに思えた。

「うん。とても綺麗だ」

　いつの間に部屋に入ってきたのだろう。

　見た目の最終確認をしていたところにクローヴィスが入ってきた。

　クローヴィスが着飾っているところを近くで見たことがなかったので、その格好だけでも十分すぎるほどアリアーヌは驚いた。よく考えたらフェルディナンもこの盛装と同じような衣装を身につけているので、クローヴィスが着ているのが見慣れないだけだと気づくのはもう少し後である。

「わわ……お待たせしてしまいましたでしょうか？」

　集中しているとき、玄関で呼ばれていても反応できないことが多い。今日も聞き逃してしまったんじゃないかと慌てると、クローヴィスは首をゆっくり横に振った。

「ううん。早くアリアーヌに会いたくて、馬車を飛ばしてしまっただけさ」

「あまり早く到着されても、支度が終わっていない可能性が高いと思うのですが」

「アリアーヌなら、きっと終わっているって信じていた」

「そ、そうですか……」

「研究所の仕事もいつも時間に正確だからね。あれだけ連日夜会に参加していたのだから、自分の身支度にどのくらいかかるのかは把握しているはず。だから、この時間には準備を終えていると確信していたんだ」

「す、すごい自信ですね……」

　それだけ信用されているということなのだろうが、アリアーヌは少しびっくりしていた。一方で、仕事についても評価されていたことがわかって素直に嬉しい。

「ところで、今日の夜会は変装されないんですね」

　自分のことから話題を変えたくて尋ねると、クローヴィスは首をわずかに傾げた。

「何か変かな？」

「あ、いえ。すごく素敵です」

　火傷の痕を隠すことなく晒している。髪も結べる範囲で一つにまとめていて、シックなリボンで括っていた。長めの前髪を左右に分けているので、普段は隠されがちな額が見える。こういう髪型をすると兄弟だけにフェルディナンと雰囲気が似ていた。表情はいつものふんわりぽやぽやなのだけど。

「……素敵なんですけど、変装された姿も見てみたかったな、と」

「ああ、そうか」

　驚いたような顔をしたあとに、クローヴィスはふっと笑った。

「必要なときには変装した姿も見せよう。僕に興味を持ってくれて嬉しい」

「興味……」

　変装した姿を見たいと告げたことは失礼に当たるんじゃないかと思ったが、クローヴィスにとってはそういうことでもないらしい。楽しげにしているので、これ以上は何も言わないでおこう。

「――それで、覚悟はできたかい？」

「婚約者としての覚悟、ですよね？」

「そう。正式な書類は間に合わなかったけれど、今夜はそのつもりで僕の隣にいて」

　何が始まるというのだろう。婚約者のお披露目の意味合いがある場でクローヴィスは何を仕掛けようというのか。

　――何にも話してくれないけれど……私はいつもの私のままでいいってこと？

　エスコートして歩き始めるクローヴィスの横顔を盗み見る。わずかではあるけれど、緊張しているような気がした。
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　華やかな会場。

　さまざまな思惑を含んだ視線に晒されながら歩くのは、初めて夜会に参加した日以来だ。

　以降は引き立て令嬢の仮面をかぶって参加していた手前、目立たずに過ごしていた。自分に興味が向かないようにするのに長けていただけに、こうして注目されるのは緊張する。

　――今日の主催は隣国輸入派だったか……どうりでいつもよりも香水の匂いがキツく感じられること……。

　嗅ぎ慣れない匂いがあちこちからするために、なかなか平常心にはなれないらしかった。これは予想していたよりも体力が持っていかれるかもしれない。

　クローヴィスの腕に手をかけてゆっくりと歩く。

　過度の緊張で強めに握ってしまったようで、クローヴィスの視線がアリアーヌに向けられる。

「好奇の目を向けられているのは僕の方だよ、アリアーヌ。君はまっすぐ前を向いて胸を張っていればいい」

「そう言われましても……」

　みながみな、自分の話をしているとは思ってはいない。だが、いつもと違うメイクで、いつもと違う髪型で、身分不相応と思える素晴らしいドレスを着て歩くというのは、想像していたよりもストレスになるらしい。

「安心して。用事が済めばすぐに帰れるさ」

　そう告げてクローヴィスが目を向けた先には、最先端の流行を取り入れた派手なドレスに身を包んだ女性がいた。隣に立つ男性も派手な顔立ちに華やかな盛装姿で、向こうもアリアーヌたちを見つけるなり近づいてきた。

　女性はダフネ・ルブラン、クローヴィスの元婚約者だ。

　そして、男性はヴェンセラス・ルブラン、ダフネの夫である。

　ダフネはちらりと誰かに視線を送ると、クローヴィスに向き合った。

　彼女の纏う匂いがふわりと香る。

　女性向けにはあまり使われないスパイシーな香りが印象的なフレグランスは、隣国から輸入している品であることがアリアーヌにはすぐにわかった。

「あら、珍しい方が珍しく女性を引き連れて歩いていらっしゃいますこと」

　ダフネの態度は不敬ではないかと思われるが、クローヴィスは気に掛けないらしかった。これが彼らの関係なのだろう。

「ごきげんよう、ルブラン夫人。久方振りだね」

　無難に挨拶すれば、ダフネは満足げにニコッと笑ったのちにアリアーヌに目を向けた。

「あら、どちらの娼婦かと思えば、魔女令嬢ではありませんこと？」

　いきなり酷い物言いである。アリアーヌは笑顔を作ってダフネに相対した。

「挨拶と紹介が遅くなり失礼しました。アリアーヌ・ベノワですわ」

　もう一言なにか返してやろうかと思ったが、クローヴィスには何か思惑があるようだったので向こうの無礼についてはさらりと流してやることにした。

　ダフネは不敵に笑む。

「今夜はずいぶんとめかし込んでいらしたのね。引き立て令嬢から魔女令嬢へと名を変えたに相応しい変わりようですこと。化けるのがお上手ですのね」

「ええ。化粧は得意ですの」

　嫌味であることはわかっているが、どうも引き立て令嬢のほうが素顔だと思っているようなので素直に受けることにする。容姿についてうるさい人間が多いのはわかっているが、アリアーヌにとっては些細なことなのだ。

「あら、専属の侍女がいるものじゃありませんの？」

　――そうきたか。

　アリアーヌは内心ダフネの言動に呆れていたが、顔に出すものではないと思い直し笑って流す。

　どうもダフネは何としてもアリアーヌを貶めたいらしい。

　貴族であれば、化粧も髪も侍女が担当するもの。指摘はごもっともだ。母も妹たちも侍女が担当してメイクを施しているので、常識としてはそういうものだとアリアーヌも理解していた。

「我が家にはメイク担当の侍女はおりますが、なにぶん妹が多いもので、自分でできるようになりましたの」

「あらあら、それはお可哀想なこと」

「そのような言葉をかけてくださるのはお優しいルブラン夫人くらいですわ」

　言葉通りに取ろうが皮肉と取ろうが、どっちでも構わない言葉を選ぶ。

　ニコニコしてアリアーヌが返せば、ダフネは面白くなかったらしい。少しだけむすっとして、クローヴィスを見やる。

「君は相変わらずのようだね。元気そうでなによりだ」

「あら、クローヴィス様としてはわたくしが元気では都合が悪いのではなくって？」

「君の美貌が損なわれなくて良かったとは思っているよ」

　本音なのか皮肉なのかクローヴィスが涼しげに返せば、ダフネは自慢の大きな胸を持ち上げるように腕を組んだのちにつまらなそうに息を吐き出した。

「さすがは婚約破棄するために薬品をかぶった男ですわね」

「また君はそういうことを」

「本当のことではありませんか」

　周囲に聞こえるように言うあたり、性格が悪いと思う。

　ただ、ここは隣国輸入派が集まっている場だ。隣国からいろいろなものを輸入しているルブラン商会会長の夫人であるダフネの言うことは、たとえそれが嘘偽りであれ真実だということになるのだろう。

　――というか、旦那は止めようよ、この暴言夫人を。

　ヴェンセラスに目を向ければ、彼はニコニコしている。

　正確には、笑顔の仮面を貼り付けている感じだ。腹のうちでは何を考えているのかさっぱり掴めない。大手商社の会長というのは、こういう場では感情を表に出さないものなのだろう。

「しかしまあ……」

　クローヴィスからターゲットをアリアーヌに戻す。ダフネはついと顔をアリアーヌに寄せた。

「ずいぶんと綺麗に化けたものですわね」

　化けたも何も、ほぼ素顔なんですが。

　アリアーヌは思わず苦笑する。気が済むまでマジマジと見られることをよしとして待つと、ダフネは毛穴の一つひとつを確認していたんじゃないかと思うくらい見つめたのちに離れた。

　そのタイミングで、使用人がトレイにグラスを載せてやってきた。どうもダフネが目配せしていた相手のようだ。

　使用人がダフネに視線で何事かを告げて、了解とばかりに首を振るのが目に入る。

　――ん？　この香りは。

　グラスに入れられた液体の香りに違和感を覚える。ワインのように見える半透明の白い液体からはアルコールのにおいがせず、うっすらと薬品のようなにおいを感じられた。

「この飲み物は私のルブラン商会で仕入れた隣国で人気の品なんですよ。どうです、あちらに部屋を用意していますのでそちらでゆっくりと味わっては」

　ずっと黙っていたヴェンセラスがトレイに載せられた飲み物を紹介した。

　なるほど、この夜会の主催ではないが、ルブラン商会が手を貸しているのだろう。もてなしの品に商会のものを使って宣伝するのはなかなか賢いと感心してしまう。

　どうしたものかとクローヴィスを見上げれば、彼はじっとダフネを見つめていた。不審な動きを見逃すまいとしているような、そういう視線で。

「わたくしもおすすめしましてよ。部屋まで案内いたしますわ」

　アリアーヌとクローヴィスは視線を交わす。クローヴィスが頷くので、アリアーヌは申し出を受けることにする。

　アリアーヌも頷いたのを見て、ダフネは歩き出した。

「どうぞ、こちらへ」

　案内されるままに足を踏み出せば、ダフネの口角がふっと上がったのが見えた。

　――なに？

　嫌な予感がする。警戒した瞬間、事態が急変した。

「うわっ」

　グラスを運んでいた使用人が何かに躓いたようで、勢いよくアリアーヌに倒れ込んでくる。

「え」

　機敏に避けられるほど運動神経はよくはない。

　グラスが傾き、液体が宙に舞う。

「アリアーヌ！」

　庇うようにクローヴィスに腕を引かれて彼に抱きしめられる。

　使用人は床に転がり、液体はクローヴィスにかかった。

「まあ、なんてこと！」

　ダフネの演技かかった声が会場に響き渡る。夜会に参加している来賓たちがどよめいた。

「急いで処置をなさらないと」

　慌てたようにダフネが叫ぶが、彼女もヴェンセラスもクローヴィスに触れようとはしなかった。こういうとき、近くにいる人間がハンカチなどを取り出して差し出すくらいはするものなのだが。せめて、転んだ使用人が処置に真っ先に取り掛かるものだろう。

　床に転がる四つのグラスは割れてしまい、その破片は床に飛び散っている。

「クローヴィス様」

　アリアーヌは抱きしめられたままクローヴィスを見上げる。クローヴィスが庇ってくれたおかげで、使用人にぶつかることも液体が掛かることも免れたが、彼は濡れてしまっている。薬品の匂いがした。

「……液体には触らないで」

「ですが」

「僕なら大丈夫だから」

　アリアーヌの頭を大きな手で優しく撫でて、クローヴィスはダフネを見やった。

「ダフネ」
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　クローヴィスが名を呼ぶと、ダフネは震え上がった。一歩ずつ近づけば、ダフネはじりっと後退する。

「おや、この液体は隣国で人気の飲み物なんだよね？　濡れてはいるけれど、君のドレスを汚すほど近づくつもりはないよ」

「あ、あなた様がとても大柄なので、近づかれると、その、恐怖で、つい」

「てっきり、薬品を浴びかかった日のことを思い出したからかと」

「あれはクローヴィス様が勝手に！」

「違うよね？」

　濡れた部分に手袋をつけた手でさっと触れ、ダフネに向ける。

「手袋を外して触れてみてほしい」

　促したが、ダフネは渋っている。

　ヴェンセラスのほうにも濡れた手を向けるが、触れようともしなかった。

「……なんともないのに」

　手袋を外して、クローヴィスは液体に直接触れた。

　指先で液体の粘度を調べて、ニコッと微笑みかける。

「そ、それはクローヴィス様だから」

「だから、なに？」

「得体の知れない液体でも触れることに躊躇しないのですわ」

「ああ、そうかもしれないね。でも、飲み物で濡れているだけなのに、そんなに警戒する必要はないと思うんだ」

　ねえ、とアリアーヌにクローヴィスは同意を求める。何が起きているのかよくわからないが、クローヴィスの意見には同意だったのでアリアーヌはコクコクと頷く。

「飲み物、なんだよね？」

　クローヴィスの目つきが鋭くなった。ダフネが震える。

「正直に白状してほしいだけなんだ」

「言いがかりですわ！」

「何が言いがかりなのかな？」

「それは……」

「ヴェンセラスさんも、言いたいことははっきりとおっしゃったほうがよろしいかと」

　言い淀んだまま喋ろうとしないダフネに話しかけるのをやめて、ヴェンセラスに言葉を促す。しかし、彼はにこやかなままだった。

　クローヴィスはふぅと小さく息を吐き出す。

「黙ってさえいれば逃げ切れるだなんて思わないことだ」

　地面が揺れているんじゃないかと思えるくらいの深く大きなクローヴィスの声が会場に響き渡った。

　視線を遠くに投げれば、軽食を出す使用人が出入りしている部屋から人が数人やってくる。フェルディナンとルイ、その間に挟まれて連行されているのは見知らぬ使用人。

　ダフネの表情が硬化した。

　慌てて逃げようとするグラスを運んできて転倒していた使用人はクローヴィスがさっと捕らえて身動きを封じる。

「ぼ、暴力はっ」

「暴れなければ手荒なことはしない。僕は研究者だからね」

　研究者という言葉で侮ったのか、使用人は逃げるチャンスを狙って肘打ちをしようとする。クローヴィスはそれに気づくなりさっと組み伏せた。

「ぐえっ」

「おっと。僕は研究者だからね、加減ができないって話がしたかったんだ」

「兄貴、ほどほどにな。本気出したら骨をやっちまう」

「人体って僕が想像しているよりも脆いんだよね。加減が難しいよ」

　きっちりと締めて、クローヴィスは使用人を気絶させてしまった。動作は鮮やかだし、すごく強い。

　アリアーヌを庇った時も機敏な動作だった。反応速度が異様に速い。

　研究職で体を鍛える機会はあまりないのだと思っていたが、恵まれた体格と運動神経は格闘家並みなのかもしれない。武器を持っていないからできる技ともいえよう。

　合流したフェルディナンが自身の額に手を当てた。

「だから、加減しろって」

「アリアーヌを危険に晒した張本人だからね、それなりに痛い目には遭ってもらわないと」

「それは司法の仕事だ」

　――なるほど、私のため、か……。

　アリアーヌは状況を見守る。ダフネもヴェンセラスもその場から動かなかった。

　ルイが連れてきた使用人を前に突き出した。

「こいつがダフネ夫人に頼まれてグラスに薬物を入れたって自供している」

「あら、あなた方がそう告げるように脅迫したのではなくって？　それに、そこの使用人が転倒したのは事故でしょう？　薬品が仕込まれていたグラスを口にしなかっただけ、むしろよかったではありませんか」

　動揺したかに見えたダフネだったが、よく頭が回る女性である。サラサラと自分の都合の良い言葉を並べ立てる。大した度胸の持ち主だ。

　これだけ注目を集めているのに。

　何事かと来賓たちが集まっている。こういうときは主催が止めに入りそうなものだけど、やってくる気配がないあたり実質的に仕切っているのはヴェンセラスなのだろう。にこやかな表情のままなのが不気味だ。どこかに連絡を取っている様子もない。

　――妻、なんだよね……？

　妻であるダフネを庇うような態度でもないのが引っかかる。どういうことなのだろう。

「そう……僕は残念でならないよ」

　クローヴィスはコートを脱ぐとダフネに投げた。コートは避けきれなかったダフネに被さる。飲み物で濡れた箇所が彼女の肌に触れた。

「い、いやぁっ！　やだ、肌が焼けるっ！」

　ダフネの悲鳴が上がる。慌ててコートを振り落とし、濡れた箇所を拭い始めた。彼女の顔は真っ青だ。

「……ふむ。どうして肌が焼けると？」

　コートを拾い、冷たい視線をダフネに向ける。

　ダフネは自分の肌に異常がないことに気づいたらしい。ハッとした顔をして、ダフネは震えながら告げた。

「そ、それは、このコートがクローヴィス様のものだから」

「僕のものに触ったくらいで肌は焼けないさ。アリアーヌだって無事だし。それに、僕はこの液体で肌がかぶれないことは証明して見せたよ」

　朗々とクローヴィスが告げれば、周囲はダフネの言い分が苦しいことに気づき始めたらしい。ざわめきがダフネを非難するものに変わりつつあった。

「くっ……」

「僕は君を聡明な女性だと評価していたよ。美しいとさえ思っていた」

　クローヴィスはダフネを見下ろす。冷たい紫色の瞳がダフネを捕らえた。

「今さら、なによ」

「僕のなにが気に喰わなかったのかな？　利益のある政略結婚だっただろうに」

　その問いに、ダフネは顔を歪めて笑った。

「あはははは！　利益のある政略結婚？　わたくしは最初からあなたを失脚させるつもりで近づいたの！　バッカじゃないの！」

「そう……」

「なのに、情をかけたりするから、ほんと、笑っちゃう」

「あなた！」

　アリアーヌは声を荒らげたが、クローヴィスが止める。

　ダフネは笑いながら言葉を続けた。

「お人好しなのにもほどがあるでしょう、わたくしの代わりに自ら薬品をかぶるなんて。計画が狂うじゃない」

　大笑いして、ダフネはふぅと息を吐き出した。

「その様子ですと、もう証拠は押さえていらっしゃるのね。油断させて嵌めるなんて、意地悪なことをなさるわ」

「僕の存在を気づかせずに破滅させてもよかったけれど、君とはきっちり話をつけておきたかったから」

「本当に腹立たしい男」

　ダフネはちらりと自分の夫ヴェンセラスに目を向ける。

　ヴェンセラスの笑顔の仮面が剥がれた。冷たい視線がダフネに向けられる。

「此度のことは、わたくしが勝手に行ったことでございます。罪は全て背負い、贖罪する所存でございます」

　ダフネはヴェンセラスに向き直り、スカートを軽く持ち上げて挨拶をした。

「そうか」

「わたくしの処遇は何なりとどうぞ。離縁でも構いませんが、どうか実家への処罰は避けていただきたく存じます」

「それは約束しかねる」

「そんな！」

　ダフネの顔は真っ青だ。計画が破綻したのだろうが、二人の間にどんな取り引きがあったのかはわからない。

　ヴェンセラスはダフネを蔑むように見つめた。

「詳細については後ほど書状を送っておこう」

「だって、わたくしが勝手にしたことで」

「摘まみ出せ」

　冷たく言い放つと、様子を窺っていた使用人たちが動き出す。もう少し話をさせてほしいと嘆願するダフネと実行犯たちは使用人に連れられて会場を出ていった。

「騒がせてしまってすまない。みなは戻ってほしい」

　ヴェンセラスが号令をかければ、みな散り散りになっていく。この会場をまとめているのはヴェンセラスなのだとはっきり見せつけられたようだった。

「いやはや、さすがは魔王という異名を持つだけありますね」

　にこやかなビジネス顔を作って、ヴェンセラスが何事もなかったような口調で近づいてきた。

「ダフネに味方しなくてよかったのかな？」

「あれには少々手を焼いていまして。それに、お恥ずかしながら、彼女の実家とも揉めている最中でして」

　そう答えて、ヴェンセラスは肩をすくめて見せた。どこまでが本心なのかよくわからない。

「強行しようとしているから、か」

「おや、ご存知でしたか。僕としては、そこまで野心はないんですよ。国産推進派がまったくいなくなってしまっては、輸入した商品のよさも伝わりにくい。好敵手がいなければ、価格の吊り上げもかないませんからねえ」

　隣国輸入派も一枚岩ではないということらしい。厄介なダフネを摘まみ出すために、勝手を許して自滅してもらったということのようだ。怖い男である。

「とはいえ、評判に傷がついたら面倒では？」

「このくらい、傷には含まれませんよ」

　視線が交錯する。どうも話し合ってダフネをはめた訳ではなさそうだ。それぞれの思惑で、それぞれ利益が最大になる行動を取っただけだったように見える。これもまた政治だろう。

「では、これで」

　ヴェンセラスは軽く頭を下げるとこの場を去った。

　クローヴィスがその背を見ながら腕を組む。

「やりにくい相手だ」

「兄貴、逃してよかったのか？」

　ルイが犯人たちに付き添って出ていったから一緒に立ち去ったのかと思いきや、フェルディナンは残っていたらしかった。黙って見守っていたが、クローヴィスに一言尋ねる。

「証拠不十分で逃げられるのがオチだからね。ダフネの件で協力してもらったから、今は見逃すことにするよ」

「兄貴がそういうなら、なにも言わない」

　やれやれと言った様子でフェルディナンは告げる。フェルディナンとしては物足りないようだったが。

「じゃあ、帰ろうか、アリアーヌ」

　クローヴィスに手を差し出される。

　手袋をはめていない左手は火傷の痕が見えた。

「……あの液体はなんだったんですか？」

「香料だよ。ダフネが用意した薬品によく似た香りがするのさ。薄めてあるから、触れた程度では問題ない」

「ああ、それで薬品の匂いがしたんですね」

「計画を知って、ルイに頼んで薬品を入れ替えてもらった」

　アリアーヌが今日の出来事を思い返して考え込んでいると、クローヴィスが手を取った。

「用事は済んだんだ。帰ろうよ」

「ですが」

「こっちのゴタゴタは俺に任せて、兄貴たちは帰っていい。無害な薬品といえど、長時間肌に触れていたらかぶれることもあるからな」

　フェルディナンの言葉にアリアーヌは納得する。仕事で使う薬品もつけっぱなしにすると、よくないものはいくらでもあるからだ。

「帰ろう」

「帰りますけど、私は私の屋敷に」

「許可は取ってあるから、ね？」

　クローヴィスに押されてしまうと断り切れない。アリアーヌは小さく頷くのだった。






エピローグ









　クローヴィスの屋敷に連れていかれて、真っ直ぐに浴室に入れられた。

　前とは違う薬草の香りが浴室に充満している。

　もうお湯が張られていることにアリアーヌはとても驚いた。

「こうなる予定だったってことですか？」

「彼女のことだから、薬品を掛けてくるだろうと思ってね」

　薬草園での妨害工作の一件の犯人は未だに見つかっていないものの、対策が思ったより早かったからか、他の策が見つからなかったのか――焦った彼女の行動は極端だから、とクローヴィスは続け、暗に関連した事件の犯人を揶揄する。

　そう答えててきぱきと自身の服を脱ぎ去ると、そばに控えていた使用人に渡す。薬品の処理が必要だからだろう。

　素っ裸になったクローヴィスはドレスを着たままのアリアーヌをまじまじと見つめた。

「うん……君にはかかっていないみたいだ」

　ほっとしたように告げると、手慣れた様子でアリアーヌのドレスを脱がし始めた。着脱しやすいように背中をリボンで絞っているので、クローヴィスでも脱がしやすい。

「この紫色の染料、特殊なものなんですよね？」

「うん。強い酸性のものに触れると色が変わるんだ。簡単には溶けないような糸を使っているから、多少の飛沫では肌に影響は出ない」

「すごいものなんですね……」

　珍しい素材だと思っていたが、やはり特殊なものらしい。自分が着るにはもったいない品だとアリアーヌは改めて感じた。

「この技術はユベール家に伝わっているもので。商用とするには難ありだけど、こうした一点物であれば充分だよ」

　そうこうしているうちに、あっさりと下着姿にされてしまった。

　アリアーヌは下着に手をかけたクローヴィスの手に、自身の手を重ねる。

「さすがに、それは自分で……」

「脱ぐところを見せてくれるの？」

「妙な言い方をしないでください！」

　気を引くためにショーをするつもりは微塵もない。

　膨れるアリアーヌを見て、クローヴィスは小さく笑ってから首をわずかに傾げた。

「君のことだからひとりで入浴をするように言われるのだろうと構えていたのに、素直に脱がされているから」

「そ、それは……」

「うん？」

「クローヴィス様に怪我がないのか、自分の目できちんと確かめたかったから……それに、いただいたドレスを濡らしてしまうわけにはいきませんので」

　自分のために身体を張って守ってくれたのだ。もしも治療が必要なら自分で手当てをしたかった。

　――前に身体も見せていただいたから、新しい傷かどうかもすぐに分かるでしょうし……。

　アリアーヌが返せば、クローヴィスは驚いたような顔をして、ふにゃりと柔らかく笑った。従順な大型犬が喜んでいるみたいに見える。

「ああ……ならば、しっかり確かめてもらおうかな」

　クローヴィスはそう答えて、アリアーヌの下着に手をかけた。

「僕も君の身体に異常がないかよく確認しないといけないね」

「そういうことはしなくていいです」

「僕がしたいんだ」

　背後から耳元で囁かないでほしい。

　アリアーヌは全身が火照るのを感じながら、クローヴィスに身を任せるのだった。







　広くはない浴槽に二人で入る。

　互いの体を隅々まで確かめて傷が増えていないことを確認したのちに、アリアーヌの小さな身体はクローヴィスに背後から抱えられていた。

「……まだ効き目は出ないのかな」

　独り言を呟いて、アリアーヌの小さな胸をクローヴィスは揉みしだいた。

「や、ちょ、そういう悪戯はよくないですっ」

「揉むと大きくなる？」

「なりません！　というか、クローヴィス様は胸が大きいほうが好みなんですか？　期待されても叶わないと思いますが」

「君はもう少し肉をつけてもいいと思う。それに、君は体が貧相だと気にしていた。今の体型に自信がないなら、君の理想に近づけられるように協力したいよ」

　耳のそばで甘く囁きながら胸を揉まれると落ち着かない。アリアーヌはクローヴィスの手を掴むが、揉むのをやめてはもらえなかった。

「ひゃっ、気持ちよくなっちゃうから、待って」

「気持ちよくなることは悪いことじゃないさ」

「のぼせちゃうって言ってるんです」

「ベッドまで僕が運ぶよ」

「そういうことじゃないんですって、って、あっ、やんっ……」

　クローヴィスの股間の突起がアリアーヌにぶつかる。暴れるとそこが擦れて、自分がすっかり濡れていることを思い知らされる。

「ほら、声が甘くなってきた」

「や、だぁ」

「まだ挿れないであげるから、イっていいよ。こうすればいいのかな？」

　左手が右の胸を揉みしだき、右手はアリアーヌの股間に伸びる。秘裂を指先がなぞり充血した粒に触れると、アリアーヌは焦った。

「そ、そこは、やっ」

「逃げないで」

　指先の刺激から逃れられない。

　アリアーヌは一気に高められると、身体を震わせて気をやってしまった。

　荒く息を吐くアリアーヌを見下ろして、クローヴィスは笑う。

「お風呂から出ようか」

　アリアーヌは頷くのがやっとだった。







　浴室の隣がクローヴィスの寝室だ。身体を拭かれたアリアーヌはベッドに下ろされる。

　仰向けになったアリアーヌの上にクローヴィスが跨がった。

「クローヴィス様」

「アリアーヌ」

　唇が触れるだけでは終わらず、すぐに舌が絡み合った。彼の舌が与える刺激にゾクゾクする。さっき達したせいで身体が敏感になっているのだ。

　口づけに夢中になっている間に、彼の右手が秘裂に触れる。愛液で濡れていることがわかったからか、蜜壺に指先が潜り込んだ。

「んんっ」

「今日は挿れたい……だめかな？」

　指先が抜き挿しされる。何を模しているのかがわかって、アリアーヌは困った。指先だけなら痛みはないが、浴槽の中で感じた彼の熱の塊はとても太くて受け入れられそうにない。

「そういう気持ちにはなれない？」

　しょんぼりとした様子で尋ねられると、クローヴィスを拒みたいわけではないのでより戸惑った。できるなら、受け入れたいのだ。

　アリアーヌは首をゆっくりと横に振った。

「違うの……クローヴィス様が、その、大きな体でいらっしゃるから、私では、その……」

「そこは、うまくやるよ」

　熱が蜜口にあてがわれた。ぐっと押されると、入り口が押し広げられるのがわかった。

「待って」

「はじめては痛いだろうから、痛みを感じにくくなる薬草をお湯に溶かしておいた」

「……用意周到じゃないですか」

「あきれないでほしい。僕は君と気持ちよくなりたいんだ」

　頬を撫でられて、流れるように口づけをする。

「クローヴィス様」

「うん？」

「私で、いいんですか？　私、婚姻という形を取らずとも、あなたのそばでずっと研究は続けていきますよ」

「そういう言い方をされると、僕のお嫁さんになるのを嫌がっているように聞こえるよ。僕は、アリアーヌにお嫁さんになってほしいんだ」

　――信じていいんだな。

　一時の欲で求められているわけではないのだと、クローヴィスの目を見つめていて感じられた。ここで待ってほしいと強く告げればきっと退いてくれる。今を逃したくないという意志を強く感じる一方で、アリアーヌを尊重したいという冷静さもそこには共存していた。

　――このまま、私は。

　アリアーヌはクローヴィスの頭に手を伸ばしてその髪に触れる。入浴後でしっとりとした黒髪は、癖が強いから濡れているのにうねっている。優しく撫でると、クローヴィスはくすぐったそうにした。

「……わかりました。クローヴィス様のお嫁さんにしてください」

　うまく笑えていないかもしれない。

　アリアーヌが笑うと、クローヴィスも幸せそうに笑んだ。

「ずっと離すものか。愛している、アリアーヌ」

　アリアーヌの伸ばしていた手に口づけをして、唇にも口づける。

　そのままゆっくりと、二人は一つになったのだった。

《終わり》
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あとがき




　初めましての方もお久しぶりの方もこんにちは。ただふみです。本作『執着するワンコな博士は、引き立て令嬢を召し上げる』をご購入いただきありがとうございます。心より御礼申し上げます。




　久しぶりにヒストリカル風ティーンズラブ作品を書くにあたって、どんなものにしようかなと悩んだ結果、お仕事もの要素強めの物語にすることにしたのがこの作品です。当初の予定ではイチャイチャシーンはサラッと流してライト文芸っぽい方向にしてもいいかなと考えていたのですが、ティーンズラブですからね、そこはまあしっかり加筆しました。楽しんでいただけたら嬉しいです。

　クローヴィスとアリアーヌの博士と助手という主従関係、大柄な男と小柄な女性という体格差、十以上の年齢差――と、二人の関係性にいろいろ盛り込みました。魅力が伝わっていることを祈ります。クローヴィスの甘々な台詞の数々は書くのが大変でしたが楽しかったです。あと、フェルディナンは書いているうちに思うところがあって、設定にだいぶ変更がかかりました。本編でご確認ください。

　ほか、まだまだ書き足りない気持ちが強いので、二人のこれからの話もどこかでできたらいいなあと願っています。機会と縁に恵まれますように！




　最後に謝辞を。

　担当さま。今回もとてもとてもお世話になりました。執筆途中で体調を崩してしまい、その後のスケジュール調整がありがたかったです。これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。

　素敵なイラストをつけてくださった緒お田だ涼歌りょうか先生。アリアーヌがとても愛らしく、クローヴィスをとても優しげな雰囲気に描いてくださりありがとうございました。自分の中のイメージがこうして形になると感動します。書き上げられてよかった……。

　この書籍に携わってくださったたくさんの方々にも感謝を。お世話になりました。

　そして、この書籍を購入してくださったあなたに最大の感謝を。たっぷりとトキメキを感じていただけることを祈っております！

　では、またどこかでご縁がありますように。




二〇二三年一二月吉日　

ただふみ　拝
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